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１. 機能概要 

 

    本ライブラリは、SEMI が定めるいわゆる SECS 規格に基づく通信を行う。本ライブラリは、以下の規格に 

  準拠する。 

 

    ・ E4    : SECS-I ..... メッセージトランスファ                                (RS232C 接続) 

    ・ E5    : SECS-II .... SECS メッセージ内容 

    ・ E37   : HSMS ....... 高速 SECS メッセージサービス (HSMS) 汎用サービス      (TCP/IP 接続) 

    ・ E37.1 : HSMS-SS .... 高速 SECS メッセージサービス シングルセッションモード (HSMS-SS) 

    ・ E37.2 : HSMS-GS .... 高速 SECS メッセージサービス ジェネラルセッション     (HSMS-GS) 

 

    本ライブラリは以下の特徴を持つ。 

 

  (1) 動作プラットホームとして以下をサポートする。 

 

    (a) Windows                   (2000、XP、7、8、10、11) 

    (b) Linux                     (2.4.21 以降) 

    (c) FreeBSD                   (10.1   以降) 

    (d) Solaris (Intel)           (11.4   以降) 

    (e) MacOS X                   (10.6.3 以降) 

    (f) HP-UX                     (11.0   以降) 

 

 

  (2) 伝送媒体として以下をサポートする。 

 

    (a) RS232C シリアル通信       (SECS-1) 

    (b) TCP/IP ネットワーク通信   (HSMS-SS、HSMS-GS) 

 

 

  (3) 通信制御部の動作形態として以下をサポートする。 

 

    (a) ユーザＡＰ内のスレッドとして動作 

    (b) 通信制御プロセスとして動作 

 

    ・ ユーザＡＰ内のスレッドとして動作                ・ 通信制御プロセスとして動作 

      する場合の処理関連図                               する場合の処理関連図 

       +--------------------+                             +--------------------+ 

       | ユーザＡＰ         |                             | ユーザＡＰ         | 

       +--------------------+     +--------------+        +--------------------+ 

       | _TDSCommXxxx()     |<===>|              |        | _TDSCommXxxx()     | 

       +--------------------+     |  通信キュー  |        +--------------------+ 

       |  受信部 ｜ 送信部  |<===>|   (4) 参照   |             ∧        ∥ 

       +--------------------+     +--------------+             ∥        ∨ 

            ∧        ∥                                     +--------------+ 

            ∥        ∥                                     |  通信キュー  | 

            ∥        ∥                                     |   (4) 参照   | 

            ∥        ∥                                     +--------------+ 

            ∥        ∥                                       ∧        ∥ 

            ∥        ∥                                       ∥        ∨ 

            ∥        ∥                                  +--------------------+ 

            ∥        ∥                                  |  通信制御プロセス  | 

            ∥        ∥                                  +--------------------+ 

            ∥        ∥                                  |  受信部 ｜ 送信部  | 

            ∥        ∥                                  +--------------------+ 

            ∥        ∥                                       ∧        ∥ 

            ∥        ∨                                       ∥        ∨ 

       +--------------------+                             +--------------------+ 

       |      外部機器      |                             |      外部機器      | 

       +--------------------+                             +--------------------+ 
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  (4) ユーザＡＰと通信制御部を結ぶ通信データのキュー構造として以下をサポートする。 

 

    (a) ローカル・メモリ・テーブル 

    (b) 共有メモリ・テーブル 

    (c) ディスク・ファイル 

 

    +--+----------------------------------------------------------------+-------+-------+-------+ 

    |No| 特徴                                                           |  (a)  |  (b)  |  (c)  | 

    +--+----------------------------------------------------------------+-------+-------+-------+ 

    | 1| 対応プラットホーム    (Windows)                                |   ○  |   ○  |   ○  | 

    |  | 対応プラットホーム    (Linux)                                  |   ○  |   ○  |   ○  | 

    |  | 対応プラットホーム    (FreeBSD)                                |   ○  |   ○  |   ○  | 

    |  | 対応プラットホーム    (Solaris 11)                             |   ○  |   ○  |   ○  | 

    |  | 対応プラットホーム    (MacOS X)                                |   ○  |   ○  |   ○  | 

    |  | 対応プラットホーム    (HP-UX)                                  |   ○  |   ○  |   ○  | 

    +--+----------------------------------------------------------------+-------+-------+-------+ 

    | 2| ユーザＡＰ内での処理                                           |   ○  |   ×  |   ○  | 

    |  | 通信制御プロセスによる処理                                     |   ×  |   ○  |   ○  | 

    +--+----------------------------------------------------------------+-------+-------+-------+ 

    | 3| テーブル・アクセス速度                                         |   高  |   高  |   中  | 

    +--+----------------------------------------------------------------+-------+-------+-------+ 

    | 4| テーブル・レコード・サイズ以上の通信メッセージ送受信           |   ○  |   ×  |   ○  | 

    +--+----------------------------------------------------------------+-------+-------+-------+ 

    | 5| テーブル内データの外部 (tdsm 等) からの参照                    |   ×  |   ○  |   ○  | 

    +--+----------------------------------------------------------------+-------+-------+-------+ 

 

  (5) SECS 通信メッセージ構造の解析、構築手段として以下の２種を提供する。 

 

    (a) 全ての通信メッセージ項目を解析、構築 API を Call することにより、解析、構築する。 

    (b) SML 形式、もしくは NSG/TS300 形式で記述した通信メッセージ構造定義ファイルを参照し、 

       メッセージ名称によりメッセージを参照し、必要なメッセージ項目を項目名称にて参照、設定する 

       ことにより、解析、構築する。 

 

    (注 1) 処理速度は、(a) の方が高い。 

 

  (6) 本ライブラリは以下のリソースを使用する。 

      使用したリソースは、tdsm -r にて強制的に開放することができる。(UNIX の場合のみ。4.2 参照) 

 

    (a) リソース・ロック用 セマフォ(UNIX)、ミューテックス(Windows) 

      ・ 通信トレース     アクセス制御 

      ・ 実行トレース     アクセス制御 

      ・ 送信用キュー     アクセス制御 

      ・ 受信用キュー     アクセス制御 

      ・ 送信結果用キュー アクセス制御 

 

    (b) キュー・データ格納用共有メモリ (共有メモリ使用指定の場合のみ) 

      ・ 送信用キュー     格納用 

      ・ 受信用キュー     格納用 

      ・ 送信結果用キュー 格納用 

 

  (注 2) ------------------------------------------------------------------------------------------+ 

   |   本ライブラリは、ライセンス管理用として、UDP/IP の以下のポートを使用する。                  | 

   | また、UDP/Multicast アドレスとして、以下のクラスＤアドレスを使用する。動作ＰＣのファイアー   | 

   | ウォール等で、これらをブロックしないよう設定すること。                                       | 

   | ・ 36274/udp                                                                                 | 

   | ・ 239.254.200.74                                                                            | 

   | なお、インターネット接続環境を含め、ネットワーク接続ができない状態、NIC が存在しない状態でも | 

   | 使用は可能であり、使用に関する機能上の制限等は、同環境がある場合に比して、一切ない。         | 

   +----------------------------------------------------------------------------------------------+ 
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２. データ構成 

 

  (1) データ・ファイル仕様 

 

  (2) SECS/HSMS 通信モジュール内部データ構成 
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２.１ データ・ファイル仕様 

 

  (1) SECS/HSMS 通信パラメータ設定ファイル (.ini ファイル) 構成 

 

  (2) 通信メッセージ・キュー・データ・ファイル構成 

 

  (3) 通信トレース・ファイル 
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  (1) SECS/HSMS 通信パラメータ設定ファイル (.ini ファイル) 構成 

 

    (a) ファイル属性 

 

        任意の位置に、任意の名称で作成する。 

 

 

    (b) 全体構成 

 

        [Section]                         // セクション名称 

        Token = Parameter                 // コメント 

        # コメント行 

 

 

    (注 0) ファイル名称は任意だが ',' を含んではいけない。 

 

    (注 1) １つのファイルに、複数の接続条件を異なるセクション名称にて設定することができる。 

        セクション名称は、本ライブラリの Open コール時に指定する。 

 

    (注 2) セクション名 [DEFAULT] および [SECSCOMMON] は、セクション名の指定に関わらず走査する。 

        従って、全体に共通な指定を [DEFAULT] もしくは [SECSCOMMON] セクションに指定し、個別の指定 

        のみを各セクションにて指定する事が可能。 

        各セクションは、セクションを定義する位置には無関係に、以下の順番で読み込み、後で読み込んだ 

        値を優先する。 

        読込順番   優先順位   セクション名 

           1.         3.      [DEFAULT] 

           2.         2.      [SECSCOMMON] 

           3.         1.      [指定のセクション名] 

 

        ただし、DEVID に関しては、全てのセクションに共通で上記読込順番で読み込んだ各セクションでの 

        指定値を追加していくことになる。従って、指定の各セクションで異なる設定値を使用する場合は、 

        [DEFAULT] 及び [SECSCOMMON] セクションに DEVID を指定してはいけない。 

        特に TDS を使用するシステムで複数の接続 (複数の _TDSCommOpen()) を行う場合は、 (先頭のデバ 

        イスＩＤは、TDS 内部キューの識別ＩＤ、トレース・ファイル名称に使用するので) それらの接続に 

        おいて、 (少なくとも先頭のデバイスＩＤは) 重複することのないように設定しなければならない。 

        従って、このような場合は DEVID を [DEFAULT]、[SECSCOMMON] には設定せず、各 _TDSCommOpen()  

        が使用する [SECTION] に個別に指定する必要がある。 

 

    (注 3) セクション名、トークン名は英数字で指定し、大文字、小文字の区別はない。 

 

    (注 4) 本ライブラリの Open 処理以降も、指定 (INTER3) の時間間隔で、本ファイルを走査する。 

        実行中にパラメータ値の変更が可能なトークンは、(d) に示す。 

 

    (注 5) パラメータとして整数値を与える場合、先頭文字を x もしくは 0x とすると、16 進数で指定する 

        ことができる。また、パラメータ文字列中に、スペース、カンマ(,) を含む場合は、パラメータ全体 

        を " で括ること。 

 

    (注 6) 本項での記述中 <reserved> と記述したビット 及び 項目、また 未記述のビットは =0 としなけ 

       ればならない。 

 

    (注 7) 本ライブラリは、本ファイル内の記述の内、[DEFAULT]、[SECSCOMMON] および指定のセクション以 

        外のセクションの記述を無視する。また指定セクションであっても、以下に記述するトークン以外の 

        トークンに関しては無視する。従って、本ファイルに、ユーザ固有のパラメータを記述することも可 

        能。 
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    < 参考 > 

 

      本ファイルに記述した内容を _TDSCommOpen() により取得した結果を、通信トレースとして出力する。 

      その出力が意図したものであることを確認することにより、設定の正当性を確認することができる。 

 

 

 

    < 設定例 > 

 

      [DEFAULT] 

 

      INTER0     = 100 

      PORT       = 22300 

      DEVID      = x20 

      DEVID      = x21 

 

      QUEDIR     = /tmp 

      QUESIZE    = 1024 

      QUEREC     =  255 

 

      TRCDIR     = /tmp 

      TRCDELTIME = 081500 

      TRCDELDAY  = 000007 

      TRCTTYPE   = 3 

 

 

 

      [HOST] 

 

       SECSMODE   = 0x01 

 

 

 

      [EQUIP] 

 

      SECSMODE   = 0x71 

      HOST       = "192.168.2.165" 

 

 

 

      [MYSECT]                             // ユーザ固有のセクション 

 

      MYTOKEN1   = "MYPARAM1"              // ユーザ固有のパラメータ 

      MYTOKEN2   = "MYPARAM2" 

 



 

                                                                                              2.1-4 

 

    (c) トークン 及び パラメータ 

 

        SECSMODE   = 0xffffffff // SECS 通信パラメータ 

 

        //  VUTS           JIHG FEDC BA98 7654 3210 

        // +----+----+----+----+----+----+----+----+ 

        //  ||||           |||| |||| |||| |||| ||++-- 通信形式       (0:SECS         1:HSMS       ) 

        //  ||||           |||| |||| |||| |||| ||                    (2:SECS on TCP  3:<reserved> ) 

        //  ||||           |||| |||| |||| |||| |+---- HSMS Passive IP-Address 強制 open 

        //  ||||           |||| |||| |||| |||| |                     (0:No           1:Yes        ) 

        //  ||||           |||| |||| |||| |||| |      通信トレースに "[ERROR] INITIALIZE (-98.." が 

        //  ||||           |||| |||| |||| |||| |      記録される場合は、1 にする。 

        //  ||||           |||| |||| |||| |||| +----- HSMS Address 形式  (0:IPV4     1:IPV6       ) 

        //  ||||           |||| |||| |||| |||| 

        //  ||||           |||| |||| |||| |||+-- デバイス形式        (0:ホスト側     1:装置側     ) 

        //  ||||           |||| |||| |||| ||+--- SECS 接続形式       (0:Slave        1:Master     ) 

        //  ||||           |||| |||| |||| |+---- HSMS 接続形式       (0:Passive      1:Active     ) 

        //  ||||           |||| |||| |||| +----- HSMS 接続先名前解決 (0:OFF          1:ON         ) 

        //  ||||           |||| |||| |||| 

        //  ||||           |||| |||| |||+-- HSMS Passive 側 Accept 優先順位  

        //  ||||           |||| |||| |||    0: 一旦 Accept した接続が切れるまで、次 Accept を即切断 

        //  ||||           |||| |||| |||    1: 後から Accept した接続を優先し、その前の接続は切断 

        //  ||||           |||| |||| |||    (注 1) 通常 HSMS では (SECSMODE&0x0100)==0 とし、Active 

        //  ||||           |||| |||| |||        側の異常状態を回避するため切断する必要がある場合に 

        //  ||||           |||| |||| |||        !=0 とする。 

        //  ||||           |||| |||| ||| 

        //  ||||           |||| |||| ||+--- HSMS 時セッション ID の第 15bit の意味 

        //  ||||           |||| |||| ||     0: セッション ID は 第 0bit ～ 第 15bit を使用する 

        //  ||||           |||| |||| ||     1: SECS のデバイス ID と同様、第 15bit は Reverse bit と 

        //  ||||           |||| |||| ||        する 

        //  ||||           |||| |||| ||     (注 2) 通常 HSMS では (SECSMODE&0x0200)==0 とし、セッ 

        //  ||||           |||| |||| ||         ション ID (デバイス ID) として HSMS-SS では 0x0000～ 

        //  ||||           |||| |||| ||         0x7fff の範囲とする 

        //  ||||           |||| |||| ||         HSMS-GS では、0x0000 ～ 0xffff の範囲で指定する。 

        //  ||||           |||| |||| ||         HSMS セッション ID を SECS-1 デバイス ID と同様の扱い 

        //  ||||           |||| |||| ||         としたい特殊な場合に !=0 とする。 

        //  ||||           |||| |||| || 

        //  ||||           |||| |||| || 

        //  ||||           |||| |||| |+---- HSMS Select,Deselect,Separate Request でのセッション ID 

        //  ||||           |||| |||| |      (デバイス ID) の扱い 

        //  ||||           |||| |||| |      0: 常に 0xffff とする 

        //  ||||           |||| |||| |      1: Data 送信と同様、指定の SessionID (DeviceID) を使用 

        //  ||||           |||| |||| |         する。 

        //  ||||           |||| |||| |      (注 3) 通常 HSMS-SS では (SECSMODE&0x0400)==0 とし、 

        //  ||||           |||| |||| |          HSMS-GS では、!=0 とする。 

        //  ||||           |||| |||| | 

        //  ||||           |||| |||| +----- HSMS Select,Deselect,LinkTest Request での W-bit 

        //  ||||           |||| ||||        0: 0 とする 

        //  ||||           |||| ||||        1: 1 とする 

        //  ||||           |||| ||||        (注 4) 通常 HSMS では (SECSMODE&0x0800)==0 とする。応答 

        //  ||||           |||| ||||            が必要な制御メッセージに関しても W-Bit を有効としな 

        //  ||||           |||| ||||            ければいけない特殊な条件の場合に !=0 とする。 

        //  ||||           |||| |||| 

        //  VVVV           VVVV VVVV 

 

        < 次ページに続く > 
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        < 前ページから続く > 

 

        //  VVVV           VVVV VVVV 

        //  VUTS           JIHG FEDC BA98 7654 3210 

        // +----+----+----+----+----+----+----+----+ 

        //  ||||           |||| |||| 

        //  ||||           |||| |||+-- HSMS Passive 動作時の複数接続要求に対する切断手順 

        //  ||||           |||| |||    0: 接続を受諾すると同時に切断 

        //  ||||           |||| |||    1: 接続を受諾後、引き続く Select Request に対して、 

        //  ||||           |||| |||       Status=3 を応答し Separate Request (もしくは TO) を待って 

        //  ||||           |||| |||       切断 

        //  ||||           |||| |||    (注 5) 通常の HSMS System では =0 とする場合が多いと思われる。 

        //  ||||           |||| |||        Reject を許容する System においては !=0 とする必要がある 

        //  ||||           |||| |||        かもしれない。 

        //  ||||           |||| ||| 

        //  ||||           |||| ||+--- HSMS Separate Request 送受信処理後 Select 状態である Session 

        //  ||||           |||| ||     ID 個数が >0 である場合の動作 (HSMS-GS のみ) 

        //  ||||           |||| ||     0: TCP/IP 接続を継続する 

        //  ||||           |||| ||     1: TCP/IP 接続を切断する 

        //  ||||           |||| ||     (注 6) Select 状態 SessionID 個数が =0 となる場合は、常に 

        //  ||||           |||| ||         TCP/IP 接続を切断する。通常の設定としては =1 とする。 

        //  ||||           |||| ||         HSMS-GS において Separate Request を全ての Select 状態の 

        //  ||||           |||| ||         SessionID を一度に閉じる用途で使用する場合は =0 とする。 

        //  ||||           |||| || 

        //  ||||           |||| |+---- HSMS Deselect Request 送受信後 Select 状態である SessionID 

        //  ||||           |||| |      個数が =0 となる場合の動作 

        //  ||||           |||| |      0: TCP/IP 接続を継続する 

        //  ||||           |||| |      1: TCP/IP 接続を切断する 

        //  ||||           |||| |      (注 7) Select 状態 SessionID 個数が >0 の場合は、常に TCP/IP 

        //  ||||           |||| |          接続状態を継続する。 

        //  ||||           |||| |          通常の設定としては HSMS-SS の場合 (SEMI E37.1 記述通り) 

        //  ||||           |||| |          Deselect は発行されないという前提であれば、本ビットの設 

        //  ||||           |||| |          定値は =0、1 どちらでもよい。 HSMS-GS では =1 とする。 

        //  ||||           |||| |          HSMS-GS において、TCP/IP 接続の Close は、あくまで Sepa- 

        //  ||||           |||| |          rate Request による場合には =0 とする。ただし、その場合 

        //  ||||           |||| |          でも、Select 状態 Session 個数が 0 の状態が T7TO 時間経 

        //  ||||           |||| |          過すると、Close 状態に移行する。 

        //  ||||           |||| | 

        //  ||||           |||| +----- HSMS Select Request の取り扱い     (HSMS-SS, HSMS-GS の区別) 

        //  ||||           ||||        0: SessionID 毎ではなく、TCP/IP 接続毎に Select は１回 

        //  ||||           ||||        1: SessionID 毎に Select 処理を行う 

        //  ||||           ||||        (注 8) 通常 HSMS-SS では =0 とし、HSMS-GS では =1 とする。 

        //  ||||           ||||            =1 とする場合は、DEVID に全ての処理対象のセッションＩＤ 

        //  ||||           ||||            を必ず指定し、(DEVMODE&0x0001)==0 としなければならない。 

        //  ||||           ||||            また、(SECSMODE&0x0400) は常に !=0 として扱う。 

        //  VVVV           VVVV            =0 とする場合は、通常 (SECDMODE&0x0400)==0 とする。 
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        //  VVVV           VVVV 

        //  VUTS           JIHG FEDC BA98 7654 3210 

        // +----+----+----+----+----+----+----+----+ 

        //  ||||           |||| 

        //  ||||           |||+-- HSMS 動作時に Active 接続を自動で行う場合において、切断検知から 

        //  ||||           |||    接続動作を実行するまでの待ち時間 

        //  ||||           |||    0: 即時 

        //  ||||           |||    1: T5 時間経過後 

        //  ||||           ||| 

        //  ||||           ||+--- HSMS Passive 接続時における、同一 TCP/IP Port# での複数接続の可否 

        //  ||||           ||     0: 否 : 同一 TCP/IP Port# への２番目以降の接続は (SECSMODE&0x1100) 

        //  ||||           ||             値に従って処理し、同時に複数の接続は認めない。 

        //  ||||           ||     1: 可 : 同一 TCP/IP Port# への複数の接続 (Connect 及び引き続く 

        //  ||||           ||             Select 要求) を受け付ける。 

        //  ||||           ||     (注 9) 通常 HSMS Passive 接続における同一 TCP/IP Port# への複数接 

        //  ||||           ||       続を許容することは少ないと思われる。全く同一条件で動作する同一 

        //  ||||           ||       装置からの接続を許可しなければならないホスト動作等において、 

        //  ||||           ||       本 bit を ON とすることを想定する。 

        //  ||||           ||         本 bit を ON として、HSMS Passive 接続時に同一 TCP/IP Port# 

        //  ||||           ||       での複数接続を許可する場合は、以下の条件を全てクリアしなければ 

        //  ||||           ||       ならない。 

        //  ||||           ||       ・Passive 接続を行うための _TDSCommOpen() を、その TCP/IP Port# 

        //  ||||           ||         を使用する全ての相手機器毎に行わなければならない。 

        //  ||||           ||         (TCP/IP Port# が同じだからといって、１つの _TDSCommOpen() で 

        //  ||||           ||         良いわけではない。) 

        //  ||||           ||       ・複数の _TDSCommOpen() のどれに、相手側(装置)の何が接続される 

        //  ||||           ||         かは、実際に接続されないと決定しない。必ずしも _TDSCommOpen()  

        //  ||||           ||         の Call 順番と、相手側からの接続順番が一致するわけではない。 

        //  ||||           ||         従って、接続後のメッセージ交換による DEVID もしくはメッセー 

        //  ||||           ||         ジ自体による接続相手の特定が必要となる。 

        //  ||||           ||       ・１つのプロセスで Passive 接続を行うための _TDSCommOpen() の 

        //  ||||           ||         Call 個数は、(現時点では) 64 以下でなければならない。 

        //  ||||           ||       ・同一の TCP/IP Port# を使用する Passive 接続を行う 

        //  ||||           ||         _TDSCommOpen() のうち、最初に Call した _TDSCommOpen() に対 

        //  ||||           ||         して_TDSCommClose() を行うと、以降その TCP/IP Port# に対する 

        //  ||||           ||         Passive 接続は全て不可となる。即ち、同一 TCP/IP Port# に対す 

        //  ||||           ||         る最初の _TDSCommOpen() に対応する _TDSCommClose() は、その 

        //  ||||           ||         Port# の全ての処理を行う必要がなくなってから行わなければなら 

        //  ||||           ||         ない。 

        //  ||||           ||       ・_TDSCommOpen() を実行した個数を超えての接続要求に対しては、 

        //  ||||           ||         それを (SECSMODE&0x0100) の指定にかかわらず許容せず切断する。 

        //  ||||           ||         切断方法は、(SECSMODE&0x1000) の指定に従う。 

        //  ||||           ||       ・SECS/HSMS 通信制御プロセス (tdsc) を使用した通信を行うことは 

        //  ||||           ||         できない。即ち _TDSCommOpen() の mode は (mode&0x03)==0x02 で 

        //  ||||           ||         なければならない。 

        //  ||||           ||       ・SECS/HSMS 通信メッセージ送受信キューとしてディスクファイルを 

        //  ||||           ||         使用する場合 ((QUEMODE&0x80)==0) は、各 _TDSCommOpen() が使用 

        //  ||||           ||         する DEVID で指定する先頭の DeviceID を、それぞれ異なる値と 

        //  ||||           ||         すること。(詳細は DEVID の説明を参照すること。) 

        //  ||||           || 

        //  ||||           ++---- HSMS 接続における TCP/IP KEEPALIVE の取り扱い 

        //  ||||                  0: OS の設定による    2: KEEPALIVE 機能 OFF 

        //  ||||                  1: <reserved>         3: KEEPALIVE 機能 ON 

        //  |||| 

        //  VVVV 
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        //  VVVV 

        //  VUTS           JIHG FEDC BA98 7654 3210 

        // +----+----+----+----+----+----+----+----+ 

        //  |||+-- SECS-1 接続における MULTI BLOCK 転送時の BLOCK 受信間の送信要求の可否 

        //  |||    0: 否 : 全 BLOCK の受信終了後に、送信処理を開始する。 

        //  |||    1: 可 : MULTI BLOCK の受信間でも、送信処理を開始する。 

        //  ||| 

        //  ||+--- SECS-1 接続における MULTI BLOCK 転送時の受信時での最初の BLOCK の受信時の BLOCK 

        //  ||     番号の扱い 

        //  ||     0: 先頭 BLOCK#=1、その後は BLOCK#=2,3,4,... であることとする。 

        //  ||     1: 受信した BLOCK 番号を先頭 BLOCK 番号として引き続く BLOCK を受信する。 

        //  ||        この場合 BLOCK 番号を無視し (BLOCK&0x8000)!=0 となるまで受信し、全ての BLOCK 

        //  ||        を有効とする。 

        //  || 

        //  |+---- SECS-1 接続における受信 BLOCK に異常が発生した場合の処理 

        //  |      0: 以下の異常検出時に、その受信 BLOCK を廃棄し、次の SECS Message 受信を行う 

        //  |          a. I/O Error  が発生した                                   (常に NAK 非送信) 

        //  |          a. T4 Timeout が発生した                                   (常に NAK 非送信) 

        //  |          b. T2 Timeout が発生した                                   (常に NAK 送信) 

        //  |         以下の異常検出時に、その受信 BLOCK を廃棄し、再度正常 BLOCK の受信を待つ 

        //  |          c. T2 Timeout が発生した                                   (常に NAK 送信) 

        //  |          c. 所定の長さのメッセージを受信できなかった                (常に NAK 送信) 

        //  |          c. 規程の長さより大きなメッセージを受信を受信した          (常に NAK 送信) 

        //  |          c. CheckSum 異常を検出した                                 (常に NAK 送信) 

        //  |          d. 重複  BLOCK を受信した                                  (常に ACK 送信) 

        //  |         以下の BLOCK 番号の異常検出時に、その受信 BLOCK を廃棄する       (ACK 送信) 

        //  |         送信側はあたかも正しく送信したことになるが、受信側ではいずれかの BLOCK の受信 

        //  |         を廃棄したことにより正しい SECS Message を構成しないことになり、通常だと S9F7 

        //  |         (不正データ) を送信することになる。              ((DEVMODE&0x0800)==0 の場合) 

        //  |          e. 先頭  BLOCK の BLOCK# が不正 

        //  |          e. MULTI BLOCK 転送において、連続した期待する BLOCK# ではない BLOCK# を受信 

        //  |             した 

        //  |      1: <reserved> 

        //  | 

        //  +----- <reserved> 
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        DEVMODE    = 0xffffffff // デバイス制御モード 

            //          G FEDC BA98 7654 3210 

            // +----+----+----+----+----+----+ 

            //          | || | |||| |||| |||+-- デバイス ID チェック 

            //          | || | |||| |||| |||    0: 行う。 

            //          | || | |||| |||| |||       DEVID にて指定するデバイス ID のみを送受信の対象 

            //          | || | |||| |||| |||       とし、送受信時チェックを行う 

            //          | || | |||| |||| |||    1: 行わない。 

            //          | || | |||| |||| |||       送信時は、指定のデバイス ID を送信し受信時は、受 

            //          | || | |||| |||| |||       信したデバイス ID をそのまま報告 

            //          | || | |||| |||| ||+--- 受信待ち状態でない２次メッセージ受信時 

            //          | || | |||| |||| ||     0: エラー処理する 

            //          | || | |||| |||| ||     1: そのまま受信処理する 

            //          | || | |||| |||| |+---- SECS1 SingleBlock 時のブロック番号 

            //          | || | |||| |||| |      0: 0 とする     1: 1 とする 

            //          | || | |||| |||| +----- HSMS Select,Deselect,LinkTest Request での W-bit 

            //          | || | |||| ||||        0: 0 とする     1: 1 とする。 

            //          | || | |||| ||||        (注 1) 本設定は (SECSMODE&0x0800) に移す。将来のバー 

            //          | || | |||| ||||            ジョンでは、本ビットを廃止する。現時点では、ど 

            //          | || | |||| ||||            ちらかの bit が ON の場合 1 とする。 

            //          | || | |||| ||||            --> V19.070 (2019/07/05) 廃止 

            //          | || | |||| |||+------- トランザクション管理 (データ送受信) 

            //          | || | |||| |||         0: 行う。       1: 行わない。 

            //          | || | |||| ||+-------- トランザクション管理 (制御情報送受信) 

            //          | || | |||| ||          0: 行う。       1: 行わない。 

            //          | || | |||| |+--------- S9FX 受信でトランザクション終了 

            //          | || | |||| |           0: 終了する     1: 終了しない 

            //          | || | |||| +---------- HSMS の場合 Reject request 受信で Transaction 終了 

            //          | || | ||||             0: 終了する     1: 終了しない 

            //          | || | |||+------------ T3TimeOut 報告           (S9F9)  自動送信 

            //          | || | |||              0: 行う         1: 行わない 

            //          | || | ||+------------- 未定義デバイス ID 報告    (S9F1)  自動送信 

            //          | || | ||               0: 行う         1: 行わない 

            //          | || | |+-------------- データ・サイズ・オーバー (S9F11) 自動送信 

            //          | || | |                0: 行う         1: 行わない 

            //          | || | +--------------- 異常データ報告           (S9F7)  自動送信 

            //          | || |                  0: 行う         1: 行わない 

            //          | || |                  (注 2) 異常データ報告の自動送信は以下の場合に行う 

            //          | || |                  ・ 返信受信待ち状態でない２次メッセージの受信 

            //          | || |                     受信した Reject 対象メッセージが未存在 

            //          | || |                     (DEVMODE &0x00000002)==0 の場合に有意 

            //          | || |                  ・ SECS-1 で異常 BLOCK# 受信 

            //          | || |                     (SECSMODE&0x40000000)==0 の場合に有意 

            //          | || +----------------- HSMS 時の Reject request         自動送信 

            //          | ||                    (P-Type, S-Type 異常、Tansaction 無し) 

            //          | ||                    0: 行う         1: 行わない 

            //          | |+------------------- 接続相手からのデータ・メッセージ受信で LinkTest 

            //          | |                     送信タイマーをリセット 

            //          | |                     0: 行わない     1: 行う 

            //          | +-------------------- HSMS 時 T6 Timeout 発生で通信    自動切断 

            //          |                       0: する         1: しない 

            //          | 

            //          +-- <reserved> 
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        XDEV       = 9999       // 接続対象設備最大数 

        DEVID      = "999,0xff" // 接続デバイス ID 

            // 最大 XDEV で指定する個数の指定をすることが可能であり、１行に ',' で区切って複数指定 

            // する。もしくは、複数行に指定する。[DEFAULT]、[SECSCOMMON] 及び指定セクションに渡って 

            // 全てが有効となる。 

            // 前述の (DEVMODE&0x01)==0 の場合は省略不可。 

            // (注 1) 通常 SECS-1 接続の場合 0x0000～0x7fff を設定する。 

            //    HSMS 接続の場合は、0x0000～0xffff を設定する。0x8000～0xffff を使用する場合は 

            //    (SECSMODE&0x0200)==0 でなければならない。 

            // (注 2) １つのシステムで (ＡＰの数を問わず) 複数の接続を行う場合(複数の _TDSCommOpen() 

            //    を行う場合) は、その接続毎に、先頭の接続 DeviceID が重複しないように設定すること。 

            //    複数の接続で、同一の DeviceID を使用しなければいけない場合は、先頭の DeviceID と 

            //    して、どの接続でも使用しない番号を割り付け、２番目以降の DeviceID として使用する 

            //    番号を指定すること。この場合 _TDSCommSend() では、必ず送信データの DeviceID を指 

            //    定しなければならない。 

            //      先頭の接続 DeviceID は、_TDS が内部で使用するキューの ID 及び トレース・ファイ 

            //    ルを識別するためのキーとして使用するため、重複する事はできない。従って、複数の 

            //    _TDSCommOpen() で指定する .ini 及び [SECTION] での DEVID が重複しないよう、.ini 

            //    を _TDSCommOpen() 毎に変えるとか、.ini の [DEFAULT] では DEVID を定義せず、各 

            //    _TDSCommOpen() 毎の使用 [SECTION] 毎に DEVID を (少なくとも先頭の接続 DeviceID 

            //    は) 異なる値として定義する必要がある。 

            //      ただし、内部キューとして Local Memory を使用する場合 ((QUEMODE&0xc0)==0x80 の 

            //    場合) は、トレース・ファイル名称を他の方法 (例えば格納ディレクトリを変える) で重 

            //    複しないようにすれば、この限りでない。(複数の接続で同一の先頭 DeviceID を使用可) 

 

 

        XMSGSIZE   = 999999999  // 最大 SECS メッセージ・バイト長 

            // 本指定のサイズを超える長さの SECS メッセージの送受信はできない。 

            // 従って、送受信するメッセージの最大長以上を指定すること。 

            // 但し、本指定のサイズに関連して、システム上でメモリを確保するので、無意味に大きなサ 

            // イズを指定することは好ましくない。 

            // (注) 指定によっては、メモリの確保ができずに、本ライブラリが動作しない可能性がある。 

            //    SML 形式、もしくは NSG/TS300 形式のメッセージ定義ファイルを使用する場合は、下方 

            //    の MDMXPOOL 値にも留意する必要がある。 

            //     また、SECS メッセージ構築関数である _TDSMssgInit()、_TDSMDMssgInit() を Call 

            //    する際のメッセージ格納領域のサイズにも留意すること。 

 

 

        XTRANX     = 999999     // 同時に処理するトランザクションの最大数 

            // 前述の (DEVMODE&0x30)!=0x30 の場合に有意 

            // 後述の QUEREC と関連する。 

            // 予想されるオープン・トランザクションの最大数よりも、有る程度の余裕をもった、大きい値 

            // を指定すること。 
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        SRCID0     = 99999      // ユーザＡＰ送信メッセージに付与するソースＩＤ        ( 0 - 32767) 

        SRCID1     = 99999      // HSMS 制御メッセージに付与するソースＩＤ             ( 0 - 32767) 

            // (注) SRCID0、SRCID1 を同一値にした場合、CommSend() にて１次メッセージを送信依頼した 

            //    際の戻り値のトランザクションＩＤ (SystemByte) は実際に送信時に付与するＩＤとは異 

            //    なる場合がある。詳しくは CommSend() を参照すること。 

 

        XIDMIN     = 99999      // 付与するトランザクションＩＤの最小値                ( 1 - 65535) 

        XIDMAX     = 99999      // 付与するトランザクションＩＤの最大値                ( 1 - 65535) 

            // ユーザＡＰ送信メッセージ、及び HSMS 制御メッセージに付与するシステム・バイトは、それ 

            // ぞれ、上位 16bit が SRCID0 値、SRCID1 値となり、下位 16bit が XIDMIN～XIDMAX 値とな 

            // る。 

            // (注) XIDMIN、XIDMAX として 65535 よりも大きい値を設定し、システム・バイトの上位  

            //    16bit まで使用したトランザクションＩＤとすることも可能であるが、その場合、SRCID0, 

            //    SRCID1 として、トランザクションＩＤとの関連で、生成するシステム・バイト値が、 

            //    ユーザＡＰ送信メッセージと、HSMS 制御メッセージで重複しないよう 十分配慮すること。 

            //    もとより、このような指定は SEMI では想定していないことに留意すること。 

 

        INTER0     = 99900      // 通信制御部処理インターバル                          (単位 : m 秒) 

                                // 通信アイドル状態時の待ち時間(主に受信処理) 

                                // <重要> 下記 [参考] を必ず参照すること。 

 

        INTER1     = 99900      // 全体制御部処理インターバル                          (単位 : m 秒) 

                                // 制御処理(トランザクション管理等)の監視周期 

        INTER2     = 990        // シリアル通信受信インターバル                        (単位 : m 秒) 

                                // 受信処理時 ENQ 待ち時間 (SECS-1) 

        INTER3     = 999        // ファイル関連処理インターバル                        (単位 :  秒) 

                                // .ini ファイル再読込、古ファイル削除処理監視周期 

                                // 通信トレース処理外部ＡＰへの接続リトライ間隔 

 

 

        // [参考] 

        // INTER0 の値は、主として TDS が接続相手からの SECS Message 受信間隔に大きく影響する。 

        // TDS は定期的 (INTER0 に依存) に実行する接続相手からの Message 受信処理において、Message 

        // 受信が無かった場合、次の受信動作実行まで INTER0 の間隔を空ける。接続相手からの Message 

        // 送信が高速な場合、連続して送信されてくる Message は連続して受信するが、一旦 Message 受信 

        // 処理が途切れると、次に受信処理をするのは、INTER0(ms) 後といううことになる。従って、接続 

        // 相手からの Message 送信が、ある程度高速で連続するような場合には、INTER0 値を、ある程度小 

        // さな値 (10～100 程度か？) とする必要がある。 

        // しかしながら、この値を小さくするということは、オーバーヘッドが増える事にもなるので、動作 

        // システム全体の性能を考えて適切に設定する必要がある。 

 

 

        < 次ページに続く > 



 

                                                                                             2.1-11 

 

        < 前ページから続く > 

 

 

        SDEVICE    = "XXXXXXXX" // シリアル接続 デバイス名称 

                                // (SECSMODE&0x01)==0 の場合、本トークンは省略不可 

                                // それ以外の場合は未使用 

        SSPEED     = 99999      // シリアル接続 ビット・レート 

                                // = 300 / 600 / 1200 / 2400 / 4800 / 9600 (/ 19200 / 38400 等) 

        SCSIZE     = 9          // シリアル接続 文字ビット・サイズ 

                                // = 7 / 8                                   (通常 =8 以外設定不可) 

        SPARITY    = 9          // シリアル接続 パリティ形式 

                                // = 0: 無し                                 (通常 =0 以外設定不可) 

                                //   1: ODD  パリティ 

                                //   2: EVEN パリティ 

        SSTOP      = 9          // シリアル接続 ストップ・ビット数 

                                // = 1 / 2                                   (通常 =1 以外設定不可) 

 

        HOST       = "XXXXXXXX" // HSMS TCP/IP 接続先ホスト名称 もしくは IP アドレス 

                                // (SECSMODE&0x41)==0x41 の場合、本トークンは省略不可 

                                // それ以外の場合は未使用 

 

        PORT       = 99999      // HSMS TCP/IP 接続ポート番号                           (1 - 65535) 

                                // (SECSMODE&0x01)==0x01 の場合、本トークンは省略不可 

                                // それ以外の場合は未使用 

                                // 

                                // HSMS Passive 接続 ((SECSMODE&0x41)==0x01) の場合で、同一の PORT 

                                // 値を複数の _TDSCommOpen() の Call で使用する場合は、HSMS Passive 

                                // 接続時の同一 TCP/IP Port# での複数接続の可否 (SECSMODE&0x020000) 

                                // を !=0 (可) としなければならない。 

                                // 詳細は、SECSMODE&0x020000 の項を参照すること。 

 

        LINKINT    = 9999       // HSMS リンク・テスト実行間隔                          (単位 : 秒) 

                                // = 0: リンク・テストを実行しない 

                                // > 0: リンク・テスト実行間隔 

 

        XRETRY     = 99         // SECS ブロック転送最大リトライ回数 

 

        T1         = 999        // T1 タイムアウト値 (文字間)                           (単位 :m 秒) 

        T2         = 999        // T2 タイムアウト値 (ブロック転送)                     (単位 : 秒) 

        T3         = 999        // T3 タイムアウト値 (メッセージ返信)                   (単位 : 秒) 

        T4         = 999        // T4 タイムアウト値 (ブロック間)                       (単位 : 秒) 

        T5         = 999        // T5 タイムアウト値 (接続、切断)                       (単位 : 秒) 

        T6         = 999        // T6 タイムアウト値 (制御トランザクション)             (単位 : 秒) 

        T7         = 999        // T7 タイムアウト値 (NOT SELECT)                       (単位 : 秒) 

        T8         = 999        // T8 タイムアウト値 (ネットワーク・パケット間)         (単位 : 秒) 

 

        TORECV     = 99999999   // メッセージ無受信による切断までの時間                 (単位 : 秒) 

 

        < 次ページに続く > 



 

                                                                                             2.1-12 

 

        < 前ページから続く > 

 

        QUEDIR     = "XXXXXXXX" // 送受信キュー・ファイル格納ディレクトリ 

                                // 相対パス名称の場合は、指定の .ini ファイルが存在している位置 

                                // からの相対パスとなる。 

                                // (QUEMODE&0x80)!=0x00) の場合は未使用 

 

        QUESIZE    = 9999       // SECS/HSMS 通信メッセージ送受信キュー・ファイルの１レコードのバイ 

                                // ト長。通信メッセージがこのサイズよりも大きい場合は、指定により、 

                                // 送受信用メモリもしくはファイルを拡張データ領域として、自動的に 

                                // 作成、削除し送受信を行う。従って、必ずしも XMSGSIZE 以上である 

                                // 必要はない。通常、頻繁に送受信するメッセージのサイズに合わせて 

                                // 設定するのが望ましい。 

                                // 但し、キュー・データ属性として共有メモリを指定する場合は、拡張 

                                // データ領域を使用できないので、全通信メッセージ中の最大サイズ以 

                                // 上を指定しなければならない。 

 

        QUEREC     = 9999       // SECS/HSMS 通信メッセージ送受信キュー・ファイルのレコード数 

                                // 前述の XTRANX と関連する。送受信待ちのキューに入る可能性のある 

                                // トランザクション数よりも大きい値 (２倍程度以上が望ましい) を指定 

                                // すること 

 

        QUEMODE    = 0xff       // SECS/HSMS 通信メッセージ送受信キュー・ファイルの処理モード 

                                //  7654   10 

                                // +----+----+ 

                                //  ||||   |+-- 送信時オーバーライト             (0:No    1:Yes   ) 

                                //  ||||   +--- 受信時処理モード 

                                //  ||||        = 0: 全メッセージを受信 

                                //  ||||          1: 最終受信時刻以降の場合のみ受信 

                                //  |||+------- 拡張データ領域の使用             (0:No    1:Yes   ) 

                                //  ||+-------- 拡張データ領域の使用後自動削除   (0:No    1:Yes   ) 

                                //  |+--------- キュー・データ Memory 属性       (0:Local 1:Shared) 

                                //  +---------- キュー・データ属性               (0:Disk  1:Memory) 

                                // 

                                // (注) キュー・データ属性として共有メモリを指定する場合は、拡張 

                                //      データ領域の使用を指定することはできない。 

                                //      従ってこの場合、送受信可能な最大サイズは、QUESIZE にて指定 

                                //      した値となる。 

                                //      共有メモリ指定時は、SECS/HSMS 通信制御をスレッドとしてでは 

                                //      なく、別プロセスとする必要がある。 

 

        < 次ページに続く > 



 

                                                                                             2.1-13 

 

        < 前ページから続く > 

 

        THSTACKUSR = 9999999999 // コールバック関数を実行するスレッドのスタックサイズ 

        THSTACKSYS = 9999999999 // 本ライブラリが内部使用するスレッドのスタックサイズ 

                // =0 とした場合は、システムの省略値を使用する。 

                // (注) Java 実行環境で JNA を使用して TDS を動作させる場合や、大きなサイズのＡＰ 

                //    を動作させる場合等では、十分な量 (2MB、4MB、8MB 等) のスタック・サイズを指定 

                //    する必要がある。 

 

 

        STATISINFO = 0x0000     // SF-Code 別統計情報収集 

                //                    0 

                // +----+----+----+----+ 

                //                    +-- 実行の有無                                  (0:No  1:Yes) 

                // 

                // SF-Code 別の統計情報を収集する場合のパラメータ 

                // 取得した統計情報（SF-Code 別の送受信回数、T3TO 発生回数等）は、以下の方法で取得 

                // することができる。 

                // ・ _TDSCommSInfoGet() により、SF-Code 毎に取得する 

                // ・ _TDSCommSInfoOut() により、取得全 SF-Code 毎の情報を通信トレース・ファイルに 

                //    出力する 

                // 出力内容の詳細は、「2.2 (5) SF-Code 別統計情報テーブル構成」に記載の構造体各 

                // メンバーの説明を参照すること 

 

 

        TRCTHOST   = "XXXXXXXX" // 通信トレース処理外部ＡＰが動作するホスト名 もしくは IP アドレス 

        TRCTPORT   = 99999      // 通信トレース処理外部ＡＰへ接続するための TCP/IP Port# 

                // TRCTHOST を指定し、TRCTPORT に正値を指定すると、その HOST、PORT に TCP/IP 接続 

                // し、通信トレース文字列を逐次出力する。 

                // この機能を使用しない場合は、この機能が動作しないよう、本パラメータを設定するこ 

                // と。本機能が動作する設定で、通信トレース処理外部ＡＰを動作させないと、所定の間 

                // 隔で接続を試みるためのオーバーヘッドが発生する。 

                // 通信トレース処理外部ＡＰ機能を使用する場合、外部ＡＰとして、TRCTHOST で動作する 

                // TCP/IP Server 機能を持ち、接続された TCP/IP Port から逐次テキスト・メッセージ 

                // を受け取り、それを処理するＡＰを予め動作させておくことが望ましい。 

                // 通信トレース処理外部ＡＰには、TCP/IP にて、以下の通信トレース・メッセージが送信 

                // される。 

                // "YYMMDD.hhmmss.999:99:99:XXXXX----------------X\n" 

                //  ~~~~~~ ~~~~~~ ~~~ ~~ ~~ ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

                //    |      |     |   |  |   +-- 通信トレース・メッセージ 

                //    |      |     |   |  +------ 内容コード (_TDSCommOpen() (*6)(注 3) 参照) 

                //    |      |     |   +--------- 通信トレース出力レベル 

                //    |      |     +------------- ｍ秒 

                //    |      +------------------- 時刻 

                //    +-------------------------- 日付 

 

 

        < 次ページに続く > 



 

                                                                                             2.1-14 

 

        < 前ページから続く > 

 

        TRCDIR     = "XXXXXXXX" // トレース・ファイル格納ディレクトリ 

                // 相対パス名称の場合は、指定の .ini ファイルが存在する位置からの相対パスとなる。 

 

 

        TRCTTYPE   = 0xffff     // 通信トレースへの通信メッセージ出力形式 

                //  FE C BA98 7654 3210 

                // +----+----+----+----+ 

                //  || | ||++ |+++ |||+-- リスト形式出力                              (0:No  1:Yes) 

                //  || | || | | |  ||+--- 16 進数形式出力                              (0:No  1:Yes) 

                //  || | || | | |  |+---- アイテム・データ表示形式 

                //  || | || | | |  |      (0:１行のみ表示  1:全データを複数行で表示) 

                //  || | || | | |  +----- 16 進数表示形式   (0:16Bytes づつ表示  1:20Bytes づつ表示) 

                //  || | || | | +-------- リスト出力形式 

                //  || | || | |           (0:TDS 形式    2:SML 形式       4:NSG/TS300 形式) 

                //  || | || | |           (1:<reserved>  3:<reserved>     5-7:<reserved>) 

                //  || | || | +---------- メッセージ名称 及び 項目名称表示            (0:No  1:Yes) 

                //  || | || |             (MDMSSG に有効なメッセージ定義が指定されている場合のみ有 

                //  || | || |             効。本指定による表示には処理速度上のオーバーヘッドがある 

                //  || | || |             ことに留意し、本指定を行う場合、必ず MDMSSG に正しいメッ 

                //  || | || |             セージ定義ファイルを指定すること) 

                //  || | || +------------ メッセージ定義ファイル形式 

                //  || | ||               0:SML  1:<reserved>  2:NSG/TS300  3:<reserved> 

                //  || | |+-------------- リスト表示の先頭スペース個数                (0:2 個 1:0 個) 

                //  || | +--------------- メッセージ名称単独行表示                    (0:No  1:Yes) 

                //  || |                  (項目名表示 (bit#7) が有効な場合に有効) 

                //  || +----------------- リスト形式出力の後部に SECS-II メッセージの対応する 

                //  ||                    16 進数コードを付加表示する                  (0:No  1:Yes) 

                //  ||                    16 進数コードを付加表示する                  (0:No  1:Yes) 

                //  |+------------------- 項目が 022 (Multi Byte String) の場合の表現 

                //  |                     LSH (Local String Header) の付与            (0:No  1:Yes) 

                //  +-------------------- リスト形式出力における A,J 文字列項目に関して非表示文字 

                //                        の \377 エスケープを行う                    (0:No  1:Yes) 

                // 

                // (注 1) MDMSSG に指定するメッセージ定義ファイルを使用して、メッセージ名称、項目 

                //     名称を表示する場合、相応のオーバーヘッドが発生する。 

                //     従って、実行速度が速い (通信頻度が高い) 場合等は、十分留意すること。 

                //     このような場合、また有効なメッセージ定義ファイルを指定しない場合は、必ず、 

                //     第 7、11 ビットは OFF とすること。 

                // 

                // (注 2) 第 12 ビットを ON にして、LIST 形式表示の後部に 16 進数表示を付加する場合、 

                //     LIST 表示に全ての項目値が表示されない場合が発生する。また、表示する 16 進数 

                //     のバイト数は、第 3 ビットにて決定する。 

                // 

                // (注 3) 第 15 ビットを ON にして、非表示文字を \377 エスケープ表示するのは、A,J 文字 

                //     項目だけであり、M(K) 項目には適用しない。 

 

 

 

        < 次ページに続く > 



 

                                                                                             2.1-15 

 

        < 前ページから続く > 

 

        TRCTOUT    = 0xffff     // 通信トレース出力モード 

                //    D     8  654   10 

                // +----+----+----+----+ 

                //    +-+---+  |++   ++-- トレース出力先 

                //      |      ||         = 0: 出力しない 

                //      |      ||           1: 標準出力へ出力する 

                //      |      ||           2: 所定のトレースファイルへ出力する 

                //      |      ||           3: 標準出力 及び 所定のトレースファイルへ出力する 

                //      |      |+-------- 出力時トレース・ファイル日毎切替指定 

                //      |      |          = 0: 行わない 

                //      |      |            1: 行う .. 日付のディレクトリを作成し、その中に格納 

                //      |      |            2: 行う .. 日付はファイル名の先頭に付与 

                //      |      |            3: 行う .. 日付はファイル名の後ろに付与 

                //      |      +--------- 指定サイズ超の場合のファイル切替指定 

                //      |                 = 0: 行わない 

                //      |                   1: 行う 

                //      +-- 残しておくトレース・ファイル数 

                //          = 0      : 全てのファイルを残す 

                //            1 - 63 : ファイルを切り替えた時点より、指定番号以前のファイルを削除 

                //                     する 

                // 

                //  (注) 本指定は、同一日のファイルに対して有効となる。従って、日毎に本指定のファ 

                //       イル数が保存される。 また、古ファイルの削除は、ファイル 名称を切り替える 

                //       際に、指定世代前のファイルに対してのみ行うのであり、それ以前のファイル全 

                //       てに適用される訳ではない。古トレース・ファイルを整理するには TRCDELTIME、 

                //       TRCDELDATE パラメータの設定も有効である。 

 

 

        TRCTLEVEL  = 99         // 通信トレース出力レベル 

                                // = 0: 出力しない 

                                //   1: 通信ヘッダ     (List)          6: 通信制御コード 

                                //   2: 通信エラー 

                                //   3: 通信ヘッダ     (Hexa) 

                                //   4: 通信メッセージ (List) 

                                //   5: 通信メッセージ (Hexa) 

                                // (注) +5 の値を指定すると LinkTest に関するトレースも出力する。 

 

        < 次ページに続く > 



 

                                                                                             2.1-16 

 

        < 前ページから続く > 

 

        TRCTATTR   = 0xffff     // 通信トレース出力属性                            (通常は変更不可) 

                                //  F       8      3210 

                                // +----+----+----+----+ 

                                //  |       |      |||+-- 出力時刻                    YYMMDD.hhmmss 

                                //  |       |      ||+--- 出力時刻 (m 秒)              .999 

                                //  |       |      ||     第１ビット =1 の場合、第０ビットは無条件 

                                //  |       |      ||     に =1 として扱う 

                                //  |       |      || 

                                //  |       |      |+---- プロセス ID 番号               :99999 

                                //  |       |      +----- トレース行のトレース出力レベル :99 

                                //  |       | 

                                //  |       +------------ トレース行のキー文字列      :XX 

                                //  | 

                                //  +-------------------- =0: 行末を LF のみとする 

                                //                         1: 行末を CR/LF とする 

 

        TRCTSIZE   = 99999999   // 通信トレース・ファイル・サイズ 

                                // 正値を指定すると、その値以上にトレース・ファイル・サイズがなった 

                                // 時点で、ファイルを切り替える。 

 

        TRCTXDUMP  = 999        // 通信トレースに Hexa ダンプを行う場合の打ち切りバイト数。 

                                // = 0: 全てのバイトを出力する 

                                // > 0: 指定のバイト数より大きなバイト位置のデータは、最後の１行を 

                                //       除き出力しない。 

 

 

 

        < 次ページに続く > 



 

                                                                                             2.1-17 

 

        < 前ページから続く > 

 

        TRCPOUT    = 0xffff     // 処理トレース出力モード                           (TRCTOUT  参照) 

        TRCPLEVEL  = 99         // 処理トレース出力レベル 

                // = 0: 出力しない 

                //   1: 実行制御 

                //   2: トランザクション処理、古ファイル削除 

                //   3: 下層処理関数                          16: 通信関数  

                //   4: 送受信メッセージ                      18: 下層 I/O 状態  

                //   5: 内部メッセージ・テーブル・アクセス    23: 空ループ 

                //   6: LinkTest メッセージ処理               25: 下層通信関数 I/O 状態空ループ 

        TRCPATTR   = 0xffff     // 処理トレース出力属性                             (TRCTATTR 参照) 

        TRCPSIZE   = 99999999   // 処理トレース・ファイル・サイズ                   (TRCTSIZE 参照) 

        TRCPPRINT  = 9          // 処理プリント出力レベル                        (デバグ用設定不可) 

 

 

        TRCUOUT    = 0xffff     // ユーザ I/F 関数トレース出力モード                (TRCTOUT  参照) 

        TRCULEVEL  = 99         // ユーザ I/F 関数トレース出力レベル 

  // = 0: 出力しない 

                //   1: 実行制御                              14: Aplication 

                //   3: 送受信メッセージ                      16: 通信関数 

                //   4: 送受信メッセージ (List)               23: 空ループ 

        TRCUATTR   = 0xffff     // ユーザ I/F 関数トレース出力属性                  (TRCTATTR 参照) 

        TRCUSIZE   = 99999999   // ユーザ I/F 関数トレース・ファイル・サイズ        (TRCTSIZE 参照) 

        TRCUPRINT  = 9          // ユーザ I/F 関数プリント出力レベル             (デバグ用設定不可) 

 

 

        TRCDELTIME = hhmmss     // 古トレース削除実行時刻 

                                // 本ライブラリの機能開始後本指定時刻を経過したタイミングで、古ト 

                                // レース削除を実行する。 

        TRCDELDAY  = YYMMDD     // 古トレース削除対象経過年月日 

                                // = 0: 古トレース・ファイル削除処理を行わない 

                                // !=0: 古トレース・ファイルの削除対象経過年月日を本日からの 

                                //      YYMMDD 形式で指定する。 

                                //      000115 及び -000115 は、１ヶ月半前を意味する。 

                                //      YYMMDD を負値 (例:-000115) として指定すると _TDSCommOpen() 

                                //      時に、古トレース削除を１回実行する。 

                                //      本処理は (起動直後の実行を含め) １日１回のみ実行する。 

 

        < 次ページに続く > 



 

                                                                                             2.1-18 

 

        < 前ページから続く > 

 

        LICENSENAME= "XXXXXXXX" // 実行ライセンスの供与を受けた個人、もしくは団体の名称 

        LICENSECODE= "XXXXXXXX" // 実行ライセンスの供与を受けた個人、もしくは団体のコード名 

        LICENSESER = "XXXXXXXX" // 実行ライセンスの供与を受けた個人、もしくは団体でのシリアル＃ 

        LICENSEDATE= "YYYYMMDD" // 実行ライセンスの取得年月日                 (YYYYMMDD 形式で指定) 

        LICENSEKEY = "XXXXXXXX" // 実行ライセンスのキーコード 

                // 

                // [警告] 

                // ライセンス・キーコードを設定しない場合、過ったライセンス・キーコードを設定した 

                // 場合、期限切れの動作確認用ライセンス・キーコードを設定した場合、一定時間の動作 

                // 後に動作を停止する。また、有効な動作確認用ライセンス・キーコード (Default 

                // License) を設定した場合も、数時間の動作後に動作を停止する。 

                // 動作確認用ライセンス・キー (Default License) ではない、正式に実行ライセンスの供 

                // 与を受けたライセンスの場合は、異なるＰＣには、必ず異なるライセンス・キーコード 

                // 情報を記述しなければならない。 

                // 同一ＰＣ内で動作する TDS を使用する複数のＡＰに対して異なるライセンス・キーコー 

                // ドを設定する必要はない。 

 

 

 

                // 以下の MDMSSG 等の項目は、SML 形式、もしくは NSG/TS300 形式のメッセージ定義ファ 

                // イルを使用した以下のいずれも行わない場合、設定する必要はない。 

                // ・ 通信トレースへのメッセージ名称、項目名称の表示 

                // ・ メッセージ定義を使用した SECS メッセージ解析、構築 

 

        MDMSSG     = "XXXXXXXX" // SML 形式、もしくは NSG/TS300 形式のメッセージ定義ファイル・パス 

                // 名称。相対パス名称の場合は、指定の .ini ファイルが存在している位置からの相対パ 

                // スとなる。 

                // 通信トレース中にメッセージ名称、項目名称等を表示せず、_TDSMDMssgInitialize() に 

                // てファイル・パス名称を指定する場合は、本指定をする必要はない。 

                // (注 1) SML 形式ファイルを指定する場合は (TRCTTYPE&0x0300)==0x0000、NSG/TS300 形 

                //    式ファイルを指定する場合は (TRCTTYPE&0x0300)==0x0200 を指定する必要がある。 

 

        MDMXITEM   =   9999     // 各メッセージで使用するデータ・アイテム総数の最大個数 

                                // (異なるメッセージで使用する同一属性のアイテムは１つとしてカウ 

                                // ントする) 

        MDMXMSSG   =   9999     // 定義するメッセージの最大個数 

        MDMXMITEM  =  99999     // 各メッセージ内で使用するアイテムの総計の最大個数＋メッセージ 

                                // 展開時の最大項目数 

        MDMXPOOL   =9999999     // メッセージ定義 設定データ格納領域サイズ 

                                // データ・アイテムに設定するデータを格納する領域のサイズ 

                // 

                // (注 1) これらの項目により、メッセージ定義を使用したメッセージ解析、構築処理を行う 

                //    際に使用する内部テーブルのサイズを決定する。内部テーブルは、メッセージ解析、 

                //    構築の際のワーク領域としても使用するので、実際に定義するメッセージ個数、アイ 

                //    テム個数よりも十分余裕を持った大きさとして指定すること。 

                //     また、大きなサイズのメッセージを扱う場合は、上方にある XMSGSIZE パラメータ 

                //     にも留意すること。 

                // (注 2) メッセージ定義を使用した通信メッセージの構築、解析、通信トレース出力には、 

                //    使用しない場合と比して、より多くの負荷が必要となる。通信速度の向上が必要な場 

                //    合は、メッセージ定義を使用した処理の実行を指定すべきではない。 
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    (d) パラメータの省略値 及び 実行中変更の可否 

 

                     実行中 

        トークン   :  変更  : パラメータ省略値              

        ---------- : ------ : --------------------------------------------------------------------- 

        SECSMODE   :   △   :  0x0001     (HSMS / Host / (Slave) / Passive / 名前未解決) 

                                          (注 1) (SECSMODE&0xf0010f00) のみ変更可能 

 

        DEVMODE    :   △   :  0x1800     (DEVID 管理する、トランザクション管理する) 

                                          (S9Fx、Reject Req でトランザクションを終了する) 

                                          (S9F7、Reject Req 以外の自動応答を行う) 

                                          (T6 Timeout 発生時、自動切断する) 

                                          (注 2) (DEVMODE &0x0000dfc7) のみ変更可能 

 

        DEVID      :   ×   :             ((DEVMODE&0x01)==0x00 の場合、省略不可) 

 

        XDEV       :   ×   :      16     (最大 装置数) 

        XMSGSIZE   :   ×   :    4096     (最大 SECS メッセージ・サイズ) 

        XTRANX     :   ×   :    1024     (最大 同時発生トランザクション数) 

 

        SRCID0     :   ○   :  0x0000     (ユーザＡＰ送信メッセージに付与するソースＩＤ) 

        SRCID1     :   ○   :  0x7fff     (HSMS      制御メッセージに付与するソースＩＤ) 

        XIDMIN     :   ○   :       1     (付与するトランザクションＩＤの最小値) 

        XIDMAX     :   ○   :   65535     (付与するトランザクションＩＤの最大値) 

 

        INTER0     :   ○   :     300     (m 秒) (通信監視間隔) 

        INTER1     :   ○   :    1000     (m 秒) (トランザクション監視間隔) 

        INTER2     :   ○   :     100     (m 秒) (SECS 通信時 ポート監視間隔) 

        INTER3     :   ○   :      60     (秒)  (設定ファイル監視間隔) 

 

        SDEVICE    :   ×   : ""          ((SECSMODE&0x01)==0x00 の場合、省略不可) 

        SSPEED     :   ×   :    9600     (Bit rate) 

        SCSIZE     :   ×   :       8     (Character size .............. 変更不可) 

        SPARITY    :   ×   :       0     (Parity none ................. 変更不可) 

        SSTOP      :   ×   :       1     (1 Stop bit .................. 変更不可) 

 

        HOST       :   ×   : ""          ((SECSMODE&0x41)==0x41 の場合、省略不可) 

        PORT       :   ×   :       0     ((SECSMODE&0x01)==0x01 の場合、省略不可) 

 

        LINKINT    :   ○   :       0     (LinkTest 実行しない) 

        XRETRY     :   ○   :       3     (リトライ回数) 

 

        T1         :   ○   :     100     (T1 TimeOut 値 .. m 秒) 

        T2         :   ○   :      10     (T2 TimeOut 値 ... 秒) 

        T3         :   ○   :      45     (T3 TimeOut 値 ... 秒) 

        T4         :   ○   :      45     (T4 TimeOut 値 ... 秒) 

        T5         :   ○   :      10     (T5 TimeOut 値 ... 秒) 

        T6         :   ○   :       5     (T6 TimeOut 値 ... 秒) 

        T7         :   ○   :      10     (T7 TimeOut 値 ... 秒) 

        T8         :   ○   :      10     (T8 TimeOut 値 ... 秒) 

 

        TORECV     :   ○   :       0     (メッセージ無受信による切断までの時間 ... 秒) 

 

        QUEDIR     :   ×   : ""          (実行時のカレント・ディレクトリ) 

        QUESIZE    :   ×   :    1024     (大部分の SECS メッセージが収まるサイズ) 

        QUEREC     :   ×   :    1024     (最大 同時発生トランザクション数以上) 

        QUEMODE    :   ×   :  0x00b0     (ローカル・メモリ使用、拡張データ領域使用) 

 

        < 次ページに続く > 
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        < 前ページから続く > 

 

                     実行中 

        トークン   :  変更  : パラメータ省略値              

        ---------- : ------ : --------------------------------------------------------------------- 

        THSTACKUSR :   ×   :       0     (Windows : システム省略値を使用する) 

                              1048576     (UNIX    : (1024*1024) Bytes とする) 

        THSTACKSYS :   ×   :       0     (Windows : システム省略値を使用する) 

                              1048576     (UNIX    : (1024*1024) Bytes とする) 

 

        STATISINFO :   ×   :       0     (実行しない) 

 

        TRCTHOST   :   ○   : ""          (通信トレース処理外部ＡＰ機能使用しない) 

        TRCTPORT   :   ○   :       0     (通信トレース処理外部ＡＰ機能使用しない) 

 

        TRCDIR     :   ×   : ""          (実行時のカレント・ディレクトリ) 

        TRCTTYPE   :   ○   :  0x0001     (List 形式のみを TDS 形式で出力) 

 

        TRCTOUT    :   △   :  0x0002     (トレース・ファイルにのみ出力) 

        TRCTLEVEL  :   ○   :       5     (通信制御コード、LinkTest 以外を出力) 

        TRCTATTR   :   ○   :  0x810f or 0x010f (ソース・コード情報を除く全情報) 

                                                (Windows : 0x810f、Unix : 0x010f) 

        TRCTSIZE   :   ×   : 5000000     (サイズによるトレース・ファイル切替を 5MB 以上で行う) 

        TRCTXDUMP  :   ○   :       0     (Hexa ダンプの打ち切りバイト数) 

 

        TRCPOUT    :   △   :  0x0000     (出力しない) 

        TRCPLEVEL  :   ○   :       5     (最下層通信処理部、空ループ以外を出力) 

        TRCPATTR   :   ○   :  0x812f or 0x012f (ソース・ファイル名を除く全情報) 

        TRCPSIZE   :   ×   : 5000000     (サイズによるトレース・ファイル切替を 5MB 以上で行う) 

        TRCPPRINT  :   ○   :       0     (デバグ・プリントしない) 

 

        TRCUOUT    :   △   :  0x0000     (出力しない) 

        TRCULEVEL  :   ○   :       5     (空ループ以外を出力) 

        TRCUATTR   :   ○   :  0x812f or 0x012f (ソース・ファイル名を除く全情報) 

        TRCUSIZE   :   ×   : 5000000     (サイズによるトレース・ファイル切替を 5MB 以上で行う) 

        TRCUPRINT  :   ○   :       0     (デバグ・プリントしない) 

 

        TRCDELTIME :   ○   :  000000     (00:00'00") 

        TRCDELDAY  :   ○   :  000000     (削除処理しない) 

 

        LICENSENAME:   ×   : ""          (ライセンス供与先名称) 

        LICENSECODE:   ×   : ""          (ライセンス供与先コード) 

        LICENSESER :   ×   : ""          (ライセンス供与先シリアル番号) 

        LICENSEDATE:   ×   : ""          (ライセンス供与日) 

        LICENSEKEY :   ×   : ""          (ライセンス・キー) 

 

        MDMSSG     :   △   : ""          (メッセージ定義ファイル・パス名称) 

        MDMXITEM   :   △   :    1024     (メッセージ定義 最大データ・アイテム個数) 

        MDMXMSSG   :   △   :     512     (メッセージ定義 最大メッセージ個数) 

        MDMXMITEM  :   △   :   10240     (メッセージ定義 最大全アイテム個数) 

        MDMXPOOL   :   △   :   65536     (メッセージ定義 設定データ格納領域サイズ) 

 

        (注 1) トレース出力は、起動時に出力を行う設定でない場合、途中から出力する設定に変更すること 

            はできない。従って、起動時は出力しないが、途中で出力する可能性がある場合は、起動時に 

            OUT パラメータでは出力を指定し、レベルを =0 としておくこと。 

        (注 2) MDMSSG ～ MDMXPOOL は、実行中変更が有効になってから (Open 済みの通信制御識別子に対す 

            る .ini ファイルの読み込みが完了してから) _TDSMDMssgInitialize() を実行した場合に有効と 

            なる。また、これらのパラメータは、既に通信制御を開始している Open 済みの制御識別子に対 

            しては実行中変更は不可。従って、通信中の通信トレースに対して実行中に変更することはでき 

            ない。 
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  (2) 通信メッセージ・キュー・データ・ファイル構成 

 

    (a) ファイル属性 

 

        .ini ファイルの QUEDIR にて指定した位置に以下の名称で自動的に作成する。 

 

       (通信メッセージ・キューとしてメモリ・テーブルを使用する場合は、本ファイルは存在しない。) 

 

 

       ・ 受信キュー        : qxffffr.sjq                qxffffr.sjq.9999 

       ・ 送信キュー        : qxffffs.sjq                qxffffs.sjq.9999 

       ・ 送信結果キュー    : qxffffc.sjq                qxffffc.sjq.9999 

                              ~~~~~~~~~~~                ~~~~~~~~~~~~~~~~ 

 

        (注 1) x    : ホスト側は 'h'、デバイス側は 'e' 

              ffff : デバイスＩＤの 16 進数標記 

              複数のデバイスＩＤを使用する場合は、DEVID 指定の先頭のものを使用する。 

 

              上記右側のファイルは、拡張データ領域ファイル 

 

 

 

    (b) 全体構成 

 

       .ini ファイルの下記トークンより、以下を決定する。 

 

       ・ QUEDIR    : キュー・ファイル作成位置 

       ・ QUESIZE   : データ・レコード長 

       ・ QUEREC    : データ・レコード数 
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  (3) 通信トレース・ファイル 

 

    (a) ファイル属性 

 

        .ini ファイルの TRCDIR にて指定した位置に以下の名称で自動的に作成し、指定により古いファイ 

      ルを自動的に消去する。 

 

       ・ 通信トレース            : txfffft.YYMMDD.trc    txfffft.YYMMDD.9999.trc 

       ・ 通信エラー・トレース    : txffffe.YYMMDD.trc    txffffe.YYMMDD.9999.trc 

       ・ 処理トレース            : txffffp.YYMMDD.trc    txffffp.YYMMDD.9999.trc 

       ・ ユーザ I/F 関数トレース : txffffu.YYMMDD.trc    txffffu.YYMMDD.9999.trc 

                                    ~~~~~~~~~~~~~~~~~~    ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

 

        (注 1) x      : ホスト側は 'h'、デバイス側は 'e' 

              ffff   : デバイスＩＤの 16 進数標記 

              YYMMDD : トレース出力日   (指定により YYMMDD がない場合もある) 

              9999   : 0000 ～ の連番   (指定により   9999 がない場合もある) 

              複数のデバイスＩＤを使用する場合は、DEVID 指定の先頭のものを使用する。 

              デバイスＩＤを指定しない場合は、ファイル名称としてのデバイスＩＤは '0000' になる。 

              トレース・ファイル・サイズを指定した場合は、上記右側のファイル名となる。 

 

 

 

    (b) 全体構成 

 

        .ini ファイルの下記トークンより、以下を決定する。 

 

       ・ TRCDIR    : トレース・ファイル作成位置 

 

       ・ TRCTTYPE  : 通信トレース出力形式 

       ・ TRCTOUT   : 通信トレース出力先 

       ・ TRCTSIZE  : 通信トレース・ファイル・サイズ 

       ・ TRCTLEVEL : 通信トレース出力レベル 

 

       ・ TRCPOUT   : 処理トレース出力先 

       ・ TRCPSIZE  : 処理トレース・ファイル・サイズ 

       ・ TRCPLEVEL : 処理トレース出力レベル 

 

       ・ TRCUOUT   : ユーザ I/F 関数処理トレース出力先 

       ・ TRCUSIZE  : ユーザ I/F 関数処理トレース・ファイル・サイズ 

       ・ TRCULEVEL : ユーザ I/F 関数処理トレース出力レベル 

 

 

        (注 2) 通信エラー・トレースの属性は、通信トレースに関するパラメータにて規定する。 

         



 

                                                                                              2.2-1 

２.２ SECS/HSMS 通信モジュール内部データ構成 

 

  (1) SECS/HSMS 通信パケット構成 

 

  (2) < 欠番 > 

 

  (3) ユーザ・コールバック関数へのパラメータ構成 

 

  (4) ユーザ・トレース出力関数へのパラメータ構成 

 

  (5) SF-Code 別統計情報テーブル構成 
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  (1) SECS/HSMS 通信パケット構成 

 

      typedef struct{ 

        TDLU32      len;                // ヘッダ部以降の通信データの、ヘッダ部を含むバイト長 

      } TDSECSLength; 

 

      typedef struct{ 

        TDLU16      did;                // DeviceID + Reverse bit 

                                        //  FE                0 

                                        // +----+----+----+----+ 

                                        //  |+-------+--------+ 

                                        //  |        +----------- DeviceID      (0x0000 - 0x7fff) 

                                        //  +-------------------- Reverse bit   (0:Host --> Equ.) 

                                        //                                      (1:Equ. --> Host) 

        TDLU08      scd;                // S Code   + Wait bit 

                                        //  76      0 

                                        // +----+----+ 

                                        //  |+--+---+ 

                                        //  |   +---------------- S Code        (0 - 127) 

                                        //  +-------------------- Wait bit      (0:No   wait) 

                                        //                                      (1:With wait)     

        TDLU08      fcd;                // F Code                               (0 - 255) 

        TDLU08      ptp;                // P Type         : HSMS の場合に有効 (SECS では Block#) 

                                        //  =   0         : SECS Code 

                                        //      1 -   127 : <reserved for appendix> 

                                        //    128 -   255 : <reserved> 

        TDLU08      stp;                // S Type         : HSMS の場合に有効 (SECS では Block#) 

                                        //  =   0         : Data      Message 

                                        //      1         : Select    Request 

                                        //      2         : Select    Response 

                                        //      3         : Deselect  Request 

                                        //      4         : Deselect  Response 

                                        //      5         : LinkTest  Request 

                                        //      6         : LinkTest  Response 

                                        //      7         : Reject    Request 

                                        //      8         : <reserved> 

                                        //      9         : Separate  Request 

                                        //     10         : <reserved> 

                                        //     11 -   127 : <reserved for appendix> 

                                        //    128 -   255 : <reserved> 

        TDLU16      sid;                // Source ID        (Upper System Byte) 

                                        // 本ライブラリが１次メッセージに付与する場合、通常以下の 

                                        // ルールで付与する。この値は .ini で変更することが可能で 

                                        // あり、必ずしも以下の通りとなるわけではない。 

                                        // .ini ファイルの SECID0、SRCID1、XIDMIN、XIDMAX の説明 

                                        // を参照すること。 

                                        //  =       0         : Normal    Message 

                                        //          1 - 32766 : <reserved> 

                                        //      32767         : Control Message 

                                        //      32768 - 65535 : <reserved> 

        TDLU16      xid;                // Transaction ID   (Lower System Byte) 

                                        //  =       0         : <reserved> 

                                        //          1 - 65535 : Transaction ID 

      } TDSECSHead; 
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      typedef struct{ 

        TDLU16      did;                // DeviceID + Reverse bit 

        TDLU08      scd;                // S Code   + Wait bit 

        TDLU08      fcd;                // F Code     (0 - 255) 

        union{ 

          struct{                       // SECS-1 接続時のヘッダ構造 

            TDLU16  blk;                // ブロック番号 

          }         s; 

          struct{                       // HSMS   接続時のヘッダ構造 

            TDLU08  ptp;                // P Type 

            TDLU08  stp;                // S Type 

          }         h; 

        }; 

        TDLU16      sid;                // Source ID        (Upper System Byte) 

        TDLU16      xid;                // Transaction ID   (Lower System Byte) 

      } TDSECSHeadA; 

 

 

      (注 1) 本ライブラリの各関数で本構造を使用する場合、複数バイトで構成する項目は、自システムでの 

          Byte order に自動的に変換されている。従って、通常、ユーザＡＰで Byte order の違いを気に 

          する必要はない。即ち did、sid、xid 及び SECS-1 接続の場合は ptp+stp (Block 番号) の Byte 

          order を自動変換する。 

 

          Byte order を自動変換する項目を以下に示す。 

          ・ TDSECSHead.did            ・ TDSECSHeadA.did 

          ・ TDSECSHead.ptp+stp        ・ TDSECSHeadA.s.blk 

             (SECS-1 接続時のみ) 

          ・ TDSECSHead.sid            ・ TDSECSHeadA.sid 

          ・ TDSECSHead.xid            ・ TDSECSHeadA.xid 

 

          ユーザＡＰで送受信ヘッダ情報を Network Byte Orger のまま取得したい場合は、_TDSCommRecv() 

          等を使用する際の mode 値を (mode&0x2000)!=0 とすること。 
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  (2) < 略 > 

 

 

  (3) ユーザ・コールバック関数へのパラメータ構成 

 

      typedef struct{ 

        int          vec;               // 種別                                (1:受信 2:送信結果) 

        int          req;               // Request code 

                                        //  =  0: Data received 

                                        //    61: Connect error 

                                        //    80: Illegal block# 

                                        //    81: T1 Time out occure 

                                        //    82: T2 Time out occure 

                                        //    83: T3 Time out occure 

                                        //    84: T4 Time out occure 

                                        //    85: T5 Time out occure 

                                        //    86: T6 Time out occure 

                                        //    87: T7 Time out occure 

                                        //    88: T8 Time out occure 

                                        //    89: Retry over 

                                        //    90: No message time out occure 

                                        //    91: Connected 

                                        //    92: Selected 

                                        //    96: Separated 

                                        //    97: Rejected 

                                        //    98: Deselected 

                                        //    99: Shutdowned 

                                        //   126: Force stop by license condition 

        int          rtn;               // 戻り値 

                                        // >=0: OK : 受信の場合 msg に格納したデータ長 

                                        // < 0: NG もしくは 状態変化 

                                        // _TDSCommmRecv() の戻り値参照 

        int          devid;             // 送受信メッセージの DeviceID   (SessionID) 

        int          sf;                // 送受信メッセージの SF-Code 

        unsigned int xid;               // 送受信メッセージの SystemByte (SourceID, TransationID) 

        TDSECSHead   thd;               // 送受信メッセージの SECS Header 

        char         *msg;              // 受信時 SECS メッセージ 本体 

      } TDSCBData; 

 

      (注 1) (1)(注 1) 参照 

 

      (注 2) ユーザ・コールバック関数で得られる SECS メッセージ・ヘッダ (TDSCBData.thd) を構成する 

          複数バイトのメンバー変数は、常に動作システムのバイト・オーダーであり、ネットワーク・バ 

          イト・オーダーでの取得を指定することはできない。（もちろん動作システムが Big Endian で 

          ある場合は、結果としてネットワーク・バイトオーダーとなる。） 

 

 

 

  (4) ユーザ・トレース出力関数へのパラメータ構成 

 

      typedef struct{ 

        int         proc;               // トレース事象を示すコード              (3.1 (1)(*6) 参照) 

        int         date;               // トレース出力日                        (YYYYMMDD) 

        int         time;               // トレース出力時刻                      (hhmmss) 

        int         msec;               // トレース出力 m 秒                      (999) 

        char        *msg;               // トレース・メッセージ 

      } TDSTRData; 

 



 

                                                                                              2.2-5 

 

  (5) SF-Code 別統計情報テーブル構成 

 

      typedef struct{                   // SF-Code 別統計情報テーブル 

        TDSSInfoSP* stsp[128][129];     // 送信１次メッセージ用 

        TDSSInfoRP* strp[128][129];     // 受信１次メッセージ用 

      } TDSSInfoTbl;                    // [S.Code][(F.Code+1)/2] 

 

 

      typedef struct{           // 送信１次メッセージ用テーブル 

        int           nox;      // 送信した１次メッセージ個数 

        int           nort;     // 受信した通常の２次メッセージ個数 

        int           norf;     // 受信した非同期の２次メッセージ個数 

                                // (１次メッセージに対応しない２次メッセージ個数) 

        int           not3;     // 送信１次メッセージに対して T3TO が発生したと判定した個数 

        int           nof1;     // 送信した１次メッセージに対して受信した S9F1 メッセージ個数 ＋ 

                                // 受信した２次メッセージに対して送信した S9F1 メッセージ個数 

        int           nof3;     // S9F3 に関して nof1 と同様の処理個数 

        int           nof5;     // S9F5    :       :        : 

        int           nof7;     // S9F7    :       :        : 

        int           nof9;     // S9F9    :       :        : 

        int           nof11;    // S9F11   :       :        : 

        int           nof13;    // S9F13   :       :        :                            <reserved> 

        int           dmy; 

        long long     trtst;    // 最後の１次メッセージ送信時刻                                (ms) 

        long long     trtok;    // １次送信から通常の２次メッセージ受信までに要した総時間      (ms) 

      } TDSSInfoSP;             // １次送信から２次メッセージ受信までの平均時間     (ms)=trtok/nort 

 

 

      typedef struct{           // 受信１次メッセージ用テーブル 

        int           nox;      // 受信した１次メッセージ個数 

        int           nort;     // 送信した通常の２次メッセージ個数 

        int           norf;     // 送信した非同期の２次メッセージ個数 

                                // (１次メッセージに対応しない２次メッセージ個数) 

        int           not3;     // 受信１次メッセージに対して T3TO が発生したと判定された個数 

        int           nof1;     // 受信した１次メッセージに対して送信した S9F1 メッセージ個数 ＋ 

                                // 送信した２次メッセージに対して受信した S9F1 メッセージ個数 

        int           nof3;     // S9F3 に関して nof1 と同様の処理個数 

        int           nof5;     // S9F5    :       :        : 

        int           nof7;     // S9F7    :       :        : 

        int           nof9;     // S9F9    :       :        : 

        int           nof11;    // S9F11   :       :        : 

        int           nof13;    // S9F13   :       :        :                            <reserved> 

        int           dmy; 

        long long     trtst;    // <reserved> 

        long long     trtok;    // １次受信から通常の２次メッセージ送信までに要した総時間      (ms) 

      } TDSSInfoRP;             // １次受信から２次メッセージ送信までの平均時間     (ms)=trtok/nort 

 

 

      (注) Open Transaction が発生する場合は、trtok は必ずしも正しい「総時間」にならない。 

         また、Open Transaction が発生する場合では、受信２次メッセージが正しく１次メッセージに対応 

         したものと判断されず nort ではなく norf にカウントされる場合がある。なお、trtok は nort 

         にカウントしたトランザクションに関連した時間のみを集計する。 
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３. SECS/HSMS 通信ライブラリ API 仕様 

 

 

  (1) SECS/HSMS メッセージ通信機能 (通常 API) 

 

  (2) SECS/HSMS メッセージ通信機能 (簡易 API) 

 

  (3) SECS メッセージ構築、解析機能 

 

  (4) SML 形式、NSG/TS300 形式 メッセージ構造定義を使用した SECS メッセージ構築、解析機能 

 

  (5) その他の機能 

 

 

 

 

 

  (注 1) 本ライブラリの使用には、以下のヘッダ、ライブラリが必要となる。 

 

    ・ Windows の場合 

      ・ TDS.h 

      ・ TDS.lib 

      ・ TDS.dll 

 

    ・ UNIX の場合 

      ・ TDS.h  

      ・ Linux   : libTDS.so      (LD_LIBRARY_PATH) 

      ・ FreeBSD : libTDS.so      (LD_LIBRARY_PATH 及び LD_32_LIBRARY_PATH) 

      ・ MacOS X : libTDS.dylib   (DYLD_LIBRARY_PATH) 

      ・ Solaris : libTDS.so      (LD_LIBRARY_PATH) 

      ・ HP-UX   : libTDS.sl      (SHLIB_PATH) 

 

 

  (注 2) 本ライブラリは 32bit コード 及び 64bit コードでの対応となる。従って 64bit OS での make を 

       行う場合、アプリケーションの対応アーキテクチャにより、以下のアーキテクチャ指定を行い、対応 

       する (32bit or 64bit) ライブラリを使用すること。 

 

                   32bit 対応              64bit 対応 

      ・ MS/VS   : "vcvarsall x86"         "vcvarsall x64" 

      ・ gcc     : -m32                    -m64 

      ・ clang   : -m32                    -m64 

      ・ HP-C    : +DD32                   +DD64 

 

 

  (注 3) 本ライブラリの使用にあたり、スタック・サイズの指定を行う必要がある場合があることに留意する 

       こと。 

 

 

  (注 4) ライブラリの戻り値となるエラー番号に関して、その意味、及び対応するマクロ定数の一覧を tdse 

       により知る事ができる。tdse の起動に関しては 4.3 節を参照すること。 
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３.１ SECS/HSMS メッセージ通信機能 (通常 API) 

 

  (1) SECS/HSMS 通信 オープン処理 

 

      指定の .ini ファイル中の指定セクション部のパラメータを解析し、SECS/HSMS 通信条件を取得し、 

    SECS/HSMS 通信処理を開始する。 

 

    SECS/HSMS 通信処理を実行するモジュールの動作は、以下の２つが指定可能であり、適宜選択すること。 

    ・ ユーザＡＰ内の別スレッドとして動作 

    ・ SECS/HSMS 通信制御プロセス (tdsc) を使用 

 

 

      int  _TDSCommOpen(        // 戻り値                                                      (*1) 

      int       mode,           // in  : 処理モード                                            (*2) 

      char      *ini,           // in  : .ini ファイルのパス名称                               (*3) 

      char      *sect,          // in  : .ini ファイル中の対象セクション名称                   (*4) 

      int       (*cbrecv)(void*,TDSCBData*), // in : ユーザ・コールバック関数アドレス (受信用) (*5) 

      void      *parrecv,                    // in : 上記関数 (受信用) に与えるパラメータ      (*5) 

      int       (*cbsend)(void*,TDSCBData*), // in : ユーザ・コールバック関数アドレス (送信用) (*5) 

      void      *parsend,                    // in : 上記関数 (送信用) に与えるパラメータ      (*5) 

      int       (*fnctrc)(void*,TDSTRData*), // in : ユーザ・トレース出力関数アドレス          (*6) 

      void      *partrc)                     // in : 上記関数に与えるパラメータ                (*6) 

 

 

      (注 0) １つのシステムで、 (使用するプロセス個数、スレッド個数を問わず) 本 Call を複数行う場合、 

          ini、sect で決定する .ini ファイルの使用セクションで定義されるデバイスＩＤ (DEVID で指定) 

          の (少なくとも先頭のデバイスＩＤ) は、本関数の各 Call で、異なる値でなければならない。 

          先頭デバイスＩＤは、TDS が内部で使用する通信キューを識別するためのキー 及び トレース・ 

          ファイル名の名称として使用するため、異なる接続には、異なる DEVID (の先頭値) が必要となる。 

          そのため、複数の本 Call を行う場合で、同一の .ini を使用する場合は、[DEFAULT] 及び 

          [SECSCOMMON] に DEVID を指定してはいけない。 (DEVID は、後での指定が優先されるのではなく、 

          全ての指定を追加するので、[DEFAULT]、[SECSCOMMON] に指定すると、先頭 DEVID が同一となって 

          しまう。) 必ず個別の [SECTION] でのみ、DEVID を指定すること。 

 

      (注 1) 後述の _TDSCommStatus()、_TDSCommSelectStatus() で取得する現在状態を最新の状態に更新す 

          るのは TDS 通信処理での状態変化を API 関数側で取得した時点となる。 

          API 関数での状態変化の取得処理は _TDSCommRecv() により行うので、SECS メッセージ受信処理 

          を _TDSCommOpen() で指定する受信用コールバック関数を使用しない場合において、 

          _TDSCommStatus() 等による状態変化を監視するのであれば、AP 側で極力頻繁に _TDSCommRecv() 

          を使用して最新のメッセージ取得を行う必要がある。 

          なお _TDSUDrvOpen()、_TDSUDrvRecv() を使用する場合は、_TDSUDrvRecv() の実行に関わらず現 

          在状態は常に最新となる。 

          また (mode&0x1003)==0x1002 を指定する場合 (通信制御をユーザＡＰ内の別スレッドとして動作 

          させた上で、接続状態を通信制御スレッドと同期させる場合) も _TDSCommRecv() の実行に関わら 

          ず、現在状態は常に最新となる。 

 

          通信制御をユーザＡＰ内別スレッドとして動作させた場合 ((mode&0x0003)==0x0002) は、常に 

          ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

          (mode&1000)!=0 が設定されたものとして処理する。 

          ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
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      (*1) 戻り値 

 

           >  0: OK       : 以降の処理に使用する制御識別子 

           == 0: <reserved> 

           <  0: NG       : エラー・コード 

                 -E_BUSY  :  -16 : 処理制御ブロックは既に Open 済み 

                 -E_NOMEM :  -12 : 内部処理用メモリ割り付けエラー 

                 -E_NOSPC :  -28 : SECS/HSMS 通信制御テーブル満杯でこれ以上の Open 処理は不可 

                 -E_NOENT :   -2 : 指定の .ini ファイルが存在しない 

                 -E_INVAL :  -22 : SECSMODE の指定が処理対象外 

                                   処理対象のデバイスＩＤが１つも指定されていない 

                                   mode 指定が異常 

                 -E_NOSYS : -251 : 通信処理プロセス (tdsc) 実行エラー 

                 上記以外 :      : その他のエラー 

 

 

      (*2) mode   : 処理モード 

           FE C             10 

          +----+----+----+----+ 

           || |             ++-- 0: <reserved> 

           || |                  1: 既に起動されている SECS/HSMS 通信制御プロセス(tdsc)を使用する 

           || |                  2: ユーザＡＰ内の別スレッドとして動作 

           || |                  3: <reserved> 

           || +----------------- 接続状態を通信制御処理スレッドでの値と同期 (前ページ (注 1) 参照) 

           ||                    0: しない 

           ||                    1: する 

           |+------------------- _TDSMssgXxxx() 処理時のロック処理      (0:しない  1:する) (未使用) 

           +-------------------- 0: SECS/HSMS 通信処理を Open する。 

                                 1: 指定の .ini ファイルの内容を内部処理パラメータとして取り込む 

                                    だけで Open 処理しない。SECS メッセージの解析だけを行い、通信 

                                    処理を行わない場合は、本 bit を ON にするとよい。 

                                    この場合も _TDSCommClose() は行わなければいけない。 

 

         (注 2) 通信メッセージ・キューを Shared Memory 上に構築する場合は、ユーザＡＰ内の別スレッ 

             ドとして動作させることはできない。 

             また、通信メッセージ・キューを Local Memory 上に構築する場合は、ユーザＡＰ内の別スレッ 

             ドとして動作させなければならない。 

 

 

      (*3) ini    : .ini ファイルのパス名称 

 

           ini ==0 もしくは *ini =="" の場合は、パス名称として "tds.ini" を使用する。 

 

 

 

 

      (*4) sect   : .ini ファイル中の対象セクション名称 

 

           sect==0 もしくは *sect=="" の場合は、セクション名称として "TDS" を使用する。 
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      (*5) cbrecv : ユーザ・コールバック関数アドレス (受信用) 

           cbsend : ユーザ・コールバック関数アドレス (送信結果取得用) 

 

           下記形式の関数アドレスを指定する。コールバック関数を使用しない場合は、=0 を指定する。 

         同一の関数を、受信用、送信用の両方に設定してもよい。その場合、cbdata->vec で、どちらの 

         機能により Call されたかを判別可能。 

 

           int CBProc(              // <reserved>  =0 を返すこと 

             void         *cbparam, // in  : _TDSCommOpen() で指定したパラメータ 

             TDSCBData    *cbdata)  // in  : 2.2 (3) 参照 

 

 

           cbrecv : 本ライブラリからの受信動作 (相手からのメッセージ受信、コネクト、セレクト等) 

                    もしくは、接続状態変化、エラー(T３タイムアウト等) 等が発生した場合に起動する。 

                    本コールバック関数を指定する場合は、ユーザＡＰにて _TDSCommRecv() を Call する 

                    と、その Call はエラーになる。 

 

  

           cbsend : 本ライブラリへの送信処理依頼に対する、処理結果を報告する。 

                    従って、_TDSCommSend() の Call は、通常 (パラメータ・エラー等を除き) エラーに 

                    ならない。 

 

 

         (注 3) 各コールバック関数は、専用の処理スレッド内で実行される。 

             従って、コールバック関数、及びその下位関数で、他のスレッド内でも使用する可能性がある 

             関数は、スレッドセーフでなくてはならない。 

             また、cbparam はコールバックする都度、指定のコールバック関数にそのアドレスが渡される。 

             コールバック関数が常にそれを使用するのであれば、cbparam の内容は、接続が保持される間 

             は常に (内容の変更の有無に関係なく) 保持されなければならない事に留意すること。 

 

         (注 4) 各コールバック関数に渡る SECS メッセージ・ヘッダ (TDSCBData.thd) を構成する複数バイ 

             トのメンバー変数は、常に動作システムでのバイトオーダーとなる。 

             ネットワーク・バイトオーダーとする必要がある場合は、以下の関数により変換する事が可能。 

             動作システムが Little Endian の場合に限り did, sid, xid 及び SECS-1 の場合は ptp+stp 

             の各バイトの入れ替えを行う。 

 

             void _TDSCommHeaderBO( 

             int        fd,     // in  : 制御識別子 

             int        mode,   // in  : 処理モード       (=0 とすること) 

             TDSECSHead *hd)    // i/o : 変換対象 SECS メッセージ・ヘッダ 
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      (*6) fnctrc : ユーザ・トレース出力関数アドレス 

 

           下記形式の関数アドレスを指定する。ユーザ・トレース出力関数を使用しない場合は、=0 を指定 

         する。この関数指定がある場合、通信トレースを出力する際、出力行１行づつをこの関数に渡す。 

         本関数の Call の有無は .ini に記述する通信トレース出力パラメータの TRCTLEVEL に依存するが、 

         TRCTOUT には依存しない。 

 

           int fnctrc(              // <reserved>  =0 を返すこと 

             void         *partrc,  // in  : _TDSCommOpen() で指定したパラメータ 

             TDSTRData    *trdata)  // in  : 2.2 (4) 参照 

 

         (注 4) trdata.proc (トレース・メッセージ内容コード) は、以下の値により、トレース・メッセー 

             ジの内容を示す。 

 

              =  0: SECS/HSMS : ユーザが _TDSCommUserComment を使用して出力指定したコメント 

                 1: SECS/HSMS : 受信 SECS メッセージ 

                 2: SECS/HSMS : 送信 SECS メッセージ 

                 4:      HSMS : TCP/IP ポート 初期化   (Passive ポートのオープン処理) 

                 5:      HSMS : TCP/IP ポート Accept   (Passive 接続した) 

                 6:      HSMS : TCP/IP ポート Connect  (Active  接続した) 

                 8:      HSMS : TCP/IP ポート Shutdown (切断した) 

                 9:      HSMS : TCP/IP ポート 終了     (Passive ポートのクローズ処理) 

                11:      HSMS : TCP/IP ポート Connect  (Active  接続した) 

                12:      HSMS : Select    状態になった 

                13: SECS      : 受信処理に関わる制御コードを送受信した 

                14: SECS      : 送信処理に関わる制御コードを送受信した 

                16:      HSMS : Separate  を受信した 

                17:      HSMS : Reject    を受信した 

                18:      HSMS : Deselect  を受信した 

                19:      HSMS : TCP/IP ポートを切断した 

                20: SECS      : 異常なブロック番号の通信パケットを受信した 

                21: SECS      : T1 タイムアウトが発生した 

                22: SECS      : T2 タイムアウトが発生した 

                23: SECS/HSMS : T3 タイムアウトが発生した 

                24: SECS      : T4 タイムアウトが発生した 

                25:      HSMS : T5 タイムアウトが発生した 

                26:      HSMS : T6 タイムアウトが発生した (LinkTest timeout を含む) 

                27:      HSMS : T7 タイムアウトが発生した 

                28:      HSMS : T8 タイムアウトが発生した 

                29: SECS      : リトライ・オーバーが発生した 

                30:      HSMS : 指定時間以上メッセージ受信がないため切断した 

                31: SECS/HSMS : 受信デバイスＩＤが処理対象でない 

                32: SECS/HSMS : 受信メッセージが最大メッセージ長を超えている 

                33: SECS/HSMS : 受信待ち状態でない２次メッセージを受信した 

                34: SECS      : チェックサム・エラー 

                35: SECS/HSMS : 処理シーケンスが正常でない 

                36: SECS/HSMS : S9F1  を自動送信した 

                37: SECS/HSMS : S9F7  を自動送信した 

                38: SECS/HSMS : S9F11 を自動送信した 

                39: SECS/HSMS : S9F9  を自動送信した 

                40:      HSMS : Connect が失敗した 

                51: SECS/HSMS : 受信 SECS メッセージのリスト表示 

                52: SECS/HSMS : 送信 SECS メッセージのリスト表示 

                53: SECS/HSMS : 受信 SECS メッセージの１６進表示 

                54: SECS/HSMS : 送信 SECS メッセージの１６進表示 

                60: SECS/HSMS : 統計情報リスト 

                62: SECS/HSMS : その他のメッセージ 

                63: SECS/HSMS : その他のエラー・メッセージ 
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         (注 5) 本設定による通信トレース出力時のユーザ関数の Call は、SECS 通信ライブラリが、tdsc に 

             よる実行ではなく、スレッド動作による実行時のみ有効。 

             即ち _TDSCommOpen() 時の (mode&0x03)==0x02 の場合のみ有効。 

 

 

         (注 6) ユーザ・トレース出力関数は、SECS/HSMS 通信処理スレッド内で一連の通信処理の一部として 

             実行する。即ち、ユーザ・トレース出力関数の処理中は、通信処理ができない状態となる。従っ 

             て、ユーザ・トレース出力関数は、極力速やかに終了しなければならない。 

               例えば、MFC を使用するＡＰ等において、ウインド処理に関するメッセージ処理により、送信 

             処理を行うといった場合、送信結果の完了を待つと、通信処理部がユーザ・トレース出力関数を 

             Call し、ユーザ・トレース出力関数は、その (同一の) ウインド・インスタンスにトレース・ 

             メッセージを出力するのに、ウインド処理に関わる制御が、その時点ではメインループに戻って 

             いないため、メッセージ出力できずに待ってしまい、その結果送信処理が完了せず、送信結果の 

             完了をズッと待ってしまう、といった現象が発生する。この場合、送信結果をコールバックで受 

             け取る設定とする、ユーザ・トレース出力をスレッド動作させる等により、デッドロックになる 

             ことを避けなければならない。 
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  (2) SECS/HSMS 通信 クローズ処理 

 

      オープン処理済みの SECS/HSMS 通信処理を終了する。 

 

      int  _TDSCommClose(       // 戻り値                                                      (*1) 

      int       fd,             // in  : 制御識別子                 (_TDSCommOpen() で取得したもの) 

      int       mode)           // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

 

 

      (*1) 戻り値 

 

           >  0: <reserved> 

           == 0: OK 

           <  0: NG       :     : エラー・コード 

                 -E_BADF  :  -9 : 指定の fd は _TDSCommOpen() 処理がされていない 

                 上記以外 :     : その他のエラー 
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  (3) SECS/HSMS 通信 受信処理 

 

      SECS/HSMS 通信モジュールが受信処理したメッセージを受信キューより取得する。 

    また、SECS/HSMS 通信処理を実行する過程で発生する下記事象の報告も受信する。 

 

     接続 / 切断 / 各種タイムアウト発生 

 

      int  _TDSCommRecv(        // 戻り値                                                      (*1) 

      int       fd,             // in  : 制御識別子                 (_TDSCommOpen() で取得したもの) 

      int       mode,           // in  : 処理モード                                            (*2) 

      int       *devid,         // out : 受信メッセージのデバイスＩＤ 

      int       *sf,            // out : 受信メッセージのＳＦコード                            (*3) 

      int       *xid,           // out : 受信メッセージのトランザクションＩＤ (SystemByte)     (*4) 

      void      *msg,           // out : 受信メッセージ本体   (データ部) 

      int       len,            // in  : 受信可能メッセージ長 (バイト数) 

      TDSECSHead *hd)           // out : 受信メッセージ・ヘッダ                 (2.2 (1)(注 1) 参照) 

 

      (注 1) いずれの out パラメータも =0 を指定した場合は格納しない。 

 

      (*1) 戻り値 

           >= 0: OK      : 受信メッセージ (データ部) 有効データ長 (バイト数) 

           <  0: NG      : エラー・コード 

           -E_BADF       :   -9 : 指定の fd は _TDSCommOpen() 処理がされていない 

           -E_BUSY       :  -16 : 受信コールバック関数を使用している 

           -E_NOMEM      :  -12 : 受信用メモリ割付エラー 

           -E_ACCES      :  -13 : ライセンスキー設定が正しくない 

           -E_NOEXEC     :   -8 : チェックサム・エラー 

           -E_PROTO      :  -61 : プロトコル・エラー 

           -E_ADDRINUSE  : -226 : 指定の TCP/IP ポートは既に使用されている 

 

           -E_NODEV      :  -19 : (S9F1)  未定義デバイス 

           -E_2BIG       :   -7 : (S9F11) データ・サイズ・オーバー 

           -E_FAULT      :  -14 : (S9F7)  不正データもしくは未受信待状態２次メッセージを受信 

 

           -E_CONNECT    : -991 : 接続した        (エラーではなく接続     状態に移行したことを示す) 

           -E_SELECT     : -992 : Select した     (エラーではなく Select   状態に移行したことを示す) 

           -E_DESELECT   : -998 : Deselect した   (エラーではなく Deselect 状態に移行したことを示す) 

           -E_SEPARATED  : -996 : Separate した   (エラーではなく Deselect 状態に移行したことを示す) 

           -E_NOTCONNECT : -999 : 切断した        (エラーではなく切断     状態に移行したことを示す) 

 

           -E_CONN_ERR   : -961 : HSMS   通信における Connect が失敗した 

           -E_REJECT     : -997 : HSMS   通信における受信動作において Reject 要求を受信した 

           -E_ILLBLOCK   : -980 : SECS-1 通信における受信動作において不正ブロック番号を受信した 

           -E_RETRYOVER  : -989 : SECS-1 通信における受信動作においてリトライ回数オーバーが発生した 

           -E_T1TIMEDOUT : -981 : T1 Timeout 発生 

           -E_T2TIMEDOUT : -982 : T2 Timeout 発生 

           -E_T3TIMEDOUT : -983 : T3 Timeout 発生 (devid,sf,xid は T3 Timeout 対象メッセージのもの) 

           -E_T4TIMEDOUT : -984 : T4 Timeout 発生 

           -E_T5TIMEDOUT : -985 : T5 Timeout 発生 

           -E_T6TIMEDOUT : -986 : T6 Timeout 発生 (LinkTest timeout を含む) 

           -E_T7TIMEDOUT : -987 : T7 Timeout 発生 

           -E_T8TIMEDOUT : -988 : T8 Timeout 発生 

           -E_NOMSSGTO   : -980 : 指定時間以上メッセージ未受信状態が継続した 

           -E_NODATA     : -951 : 受信メッセージはない 

 

           上記以外      :      : その他のエラー 

 

      < 次ページに続く > 
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      < 前ページから続く > 

 

            (注 2) -E_NODEV, -E_FAULT, -E_2BIG の場合、取得したデータを msg、hd に格納する。 

                -E_REJECT の場合、sf の下位８ビットに理由コード、xid に Reject 対象メッセージの 

                トランザクションＩＤ (SystemByte) を格納する。 

 

            (注 3) TCP/IP 接続の切断のタイミング、通信異常の発生状態によっては -E_NOTCONNECT が複数 

                回発生する場合がある。 

 

 

 

      (*2) mode   : 処理モード 

              D              1  

           +----+----+----+----+ 

              |              +--- 受信データ・キュー処理モード 

              |                   = 0: 下記チェックを行わず、全メッセージを受信処理する 

              |                     1: 受信データ・キューからの受信メッセージが最後にメッセージ受 

              |                        信処理をした時刻以降の場合のみ受信処理する 

              +------------------ hd (受信 SECS メッセージ・ヘッダ) のバイトオーダー指定 

                                  = 0: 動作システムのバイトオーダー 

                                    1: ネットワーク・バイトオーダー 

                                  (注) バイトオーダーの変換対象となるのは TDSECSHead の did, sid, 

                                     xid (第 0,1、6,7、8,9 バイト) 及び SECS-1 の場合の ptp+stp 

                                     (第 4,5 バイト) 

 

 

      (*3) sf     : ＳＦコード 

           FE      8 7       0 

          +----+----+----+----+ 

           |+--+---+ +---+---+ 

           |   |         +------ F Code    (0 - 255) 

           |   +---------------- S Code    (0 - 127) 

           +-------------------- Wait bit  (0:No Wait   1:With Wait) 

 

 

      (*4) xid    : トランザクションＩＤ (SystemByte) 

               G F               0 

           <----+--------+--------+ 

           <---+ +-------+-------+ 

               |         +---------- トランザクションＩＤ (1 - 65535) 

               +-------------------- ソースＩＤ           (通常: 0:ユーザ・データ   !=0:制御データ) 
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  (4) SECS/HSMS 通信 送信処理 

 

      SECS/HSMS 通信モジュールに対してメッセージ送信要求を行う。 

    また、SECS/HSMS 通信処理に関する "接続"、"切断" に関する要求も行う。 

 

      int  _TDSCommSend(        // 戻り値                                                      (*1) 

      int       fd,             // in  : 制御識別子                 (_TDSCommOpen() で取得したもの) 

      int       mode,           // in  : 処理モード                                            (*2) 

      int       devid,          // in  : 送信メッセージのデバイスＩＤ                          (*3) 

      int       sf,             // in  : 送信メッセージのＳＦコード                            (*4) 

      int       xid,            // in  : 送信メッセージのトランザクションＩＤ (SystemByte)     (*5) 

      void      *msg,           // in  : 送信メッセージ本体   (データ部) 

      int       len,            // in  : 送信メッセージ長     (バイト数) 

      TDSECSHead *hd)           // out : 送信メッセージ・ヘッダ   ((mode&0x0f00)==0 の場合のみ有効) 

                                //       =0 を指定した場合は格納しない。        (2.2 (1)(注 1) 参照) 

 

 

      (*1) 戻り値 

           >= 0: OK             : パケット送信時は、送信メッセージのトランザクションＩＤ (SystemByte) 

                                   _TDSCommRecv() の xid に関する説明を参照 

 

             (注 1) .ini ファイルでの SRCID0、SRCID1 に同一値を指定した場合は、送信完了用コールバッ 

               ク関数を使用する場合、もしくは (mode&0x0a)!=0x02 の場合には、実際に送信される際に付 

               与するトランザクションＩＤ (SystemByte) とは異なる可能性がある。 

             (注 2) (mode&0x80)!=0 を指定した場合は、正常終了時は常に =0 が戻る。 

 

           <  0: NG             : エラー・コード 

           -E_BADF       :   -9 : 指定の fd は _TDSCommOpen() 処理がされていない 

           -E_INVAL      :  -22 : パラメータ異常 

           -E_ILSEQ      :  -42 : 指定メッセージを送信するタイミングでない 

                                  (select していない状態で SECS メッセージ送信を行う等々) 

           -E_NOMEM      :  -12 : 送信用メモリ割付エラー 

           -E_NODEV      :  -19 : 指定の devid は処理対象のデバイスＩＤでない 

           -E_NOEXEC     :  -22 : HSMS モードでの送信において Select されていない SessionID に 

                                  対して送信を要求した。 

           -E_TIMEDOUT   : -238 : 送信タイムアウト (送信結果受信においてタイムアウトが発生した) 

           -E_NOSPC      :  -28 : トランザクション管理テーブルが満杯 

                                  TDQ のキュー書込み領域が未処理メッセージで満杯 

 

           -E_CONN_ERR   : -961 : HSMS 通信における Connect が失敗した 

           -E_RETRYOVER  : -989 : SECS 通信における送信動作においてリトライ回数オーバーが発生した 

 

           -E_T2TIMEDOUT : -982 : T2 Timeout 発生 

           -E_T4TIMEDOUT : -984 : T4 Timeout 発生 

 

           上記以外      :      : その他のエラー 

 

             (注 3) ２次メッセージ送信時の xid として、受信時に１次メッセージ送信元が付与したトラン 

               ザクションＩＤ（システム・バイト）を指定するが、その値が負値（即ち (xid&0x80000000) 

               !=0）の場合、((mode&0x80)!=0 を指定しない限り) 戻り値として、その トランザクション 

               ＩＤ（SystemByte）が戻るので、エラー判定をする場合には (戻り値)==xid の場合は正常終 

               了とする、といった扱いが必要となる。 

               本ライブラリは、使用する .ini ファイルの SRCID0、SRCID1、XIDMIN、XIDMAX を正常に指定 

               すれば、送信１次メッセージの xid として負値が戻ることはない。 



 

                                                                                             3.1-10 

 

 

      (*2) mode   : 処理モード 

              D  BA98 7    3 1 

           +----+----+----+----+ 

              |  |||| |    | +--- 送信結果取得時の同一メッセージ判定において・・・・         

              |  |||| |    |      = 0: 何らかのメッセージを送信した結果を待つ 

              |  |||| |    |        1: 厳密に送信メッセージに対する結果取得を待つ 

              |  |||| |    | 

              |  |||| |    |  (注 1) 受信メッセージに関する処理を _TDSCommOpen() 時に指定するコール 

              |  |||| |    |    コールバック関数を使用する等により送信処理とは別のスレッドで動作さ 

              |  |||| |    |    せる場合は、１次メッセージの送信と、受信した１次メッセージに関する 

              |  |||| |    |    ２次メッセージの送信とが同時に発生する可能性があり、その場合で送信 

              |  |||| |    |    結果を (コールバック関数を使用せず) その都度取得する場合には、送信 

              |  |||| |    |    メッセージに対応する送信結果の取得順序が不同となり、送信メッセージ 

              |  |||| |    |    に対応する正しい送信結果を取得できない場合がある。このような状態が 

              |  |||| |    |    発生する環境で本ビットを =1 とすると、正しく取得できず、待ちになっ 

              |  |||| |    |    てしまう可能性がある。このような場合は本ビットを =0 とするか、異な 

              |  |||| |    |    るスレッドで CommSend() を同時に処理することがないよう排他制御する 

              |  |||| |    |    必要がある。 

              |  |||| |    |    --> Ver.16.030 以降は、内部で排他処理を行うため、この場合での AP に 

              |  |||| |    |      よる排他制御は不要。 

              |  |||| |    |    --> Ver.24.042 以降は、本 bit 未使用 (常に厳密に結果取得を待つ) 

              |  |||| |    | 

              |  |||| |    |  (注 2) =0 を指定する場合は、戻り値のトランザクションＩＤ (SystemByte) 

              |  |||| |    |    が実際に付与するものと異なる場合がある。 

              |  |||| |    |    (*1)戻り値の (注 1)を参照すること。 

              |  |||| |    | 

              |  |||| |    +----- 送信結果取得 Callback を使用しない場合での送信結果取得処理実行 

              |  |||| |           = 0     : 実行する .... 送信結果受信待ちする 

              |  |||| |             1     : 実行しない .. 送信結果受信待ちしない 

              |  |||| | 

              |  |||| +---------- 戻り値 (正常終了時) 形式指定 

              |  ||||             = 0     : トランザクションＩＤ (SystemByte) 

              |  ||||               1     : 正常終了時は常に =0 を戻す 

              |  |||| 

              |  ++++------------ メッセージ種別 

              |                   = 0     : SECS/HSMS メッセージ 

              |                     1     : 接続要求 

              |                     2     : Select 要求 

              |                     3 -  6: <reserved> 

              |                     7     : Reject   要求 

              |                     8     : Deselect 要求 

              |                     9     : Separate 及び 切断要求 

              |                    10 - 15: <reserved> 

              | 

              +------------------ hd (送信 SECS メッセージ・ヘッダ) のバイトオーダー指定 

                                  = 0: 動作システムのバイトオーダー 

                                    1: ネットワーク・バイトオーダー 

                                  (注 3) バイトオーダーの変換対象となるのは TDSECSHead の did, sid, 

                                      xid (第 0,1、6,7、8,9 バイト) 及び SECS-1 の場合の ptp+stp 

                                      (第 4,5 バイト) 
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      (*3) devid  : デバイスＩＤ 

           = -1: .ini に定義した先頭のデバイスＩＤを使用する。 

           =  0: .ini に定義したデバイスＩＤ中に 0x0000 が含まれない場合は、定義した先頭のデバイ 

                 スＩＤを使用する。含まれる場合は、devid=0x0000 をそのまま使用する。 

           >  0: 指定デバイスＩＤをそのまま使用する。 

 

 

      (*4) sf     : ＳＦコード 

           _TDSCommRecv() の sf  に関する説明を参照 

           Reject 要求の場合は、F-Code 部 (下位８ビット) に理由コードを設定すること) 

 

 

      (*5) xid    : トランザクションＩＤ (SystemByte) 

           _TDSCommRecv() の xid に関する説明を参照 

           本パラメータは以下の場合に有意 

           ・ ２次メッセージ送信時    : 受信１次メッセージ   と同一の xid を指定する。 

           ・ Reject メッセージ送信時 : Reject 対象メッセージと同一の xid を指定する。 
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  (5) SECS/HSMS 通信 不正メッセージ受信結果送信処理 

 

      不正メッセージを受信した際に送信する、SxF0、S9Fx メッセージの送信処理を行う。 

    S9Fx メッセージ送信時に使用するメッセージ・ヘッダは、_TDSCommRecv() にて受信したメッセージ・ 

    ヘッダをそのまま指定すること。 

 

      int  _TDSCommSendError(   // 戻り値                                             ((4)(*1)参照) 

      int       fd,             // in  : 制御識別子                 (_TDSCommOpen() で取得したもの) 

      int       mode,           // in  : 処理モード                                            (*1) 

      int       devid,          // in  : 送信メッセージのデバイスＩＤ                 ((4)(*3)参照) 

      int       sf,             // in  : 送信メッセージのＳＦコード                   ((4)(*4)参照) 

      TDSECSHead *rhd,          // in  : 送信対象の不正メッセージのヘッダ     (S9Fx の場合のみ有意) 

      TDSECSHead *shd,          // out : 送信メッセージ・ヘッダ                 (2.2 (1)(注 1) 参照) 

      void       *sdt)          // out : 送信メッセージ・データ 

                                //       十分なサイズ (16Byte 以上) の領域とすること。 

 

 

      (*1) mode   : 処理モード 

              D       7      1 

         --+----+----+----+----+ 

              |       |      +--- 送信結果取得時の同一メッセージ判定において・・・・         

              |       |           = 0: 何らかのメッセージを送信した結果を待つ 

              |       |             1: 厳密に送信メッセージに対する結果取得を待つ 

              |       | 

              |       +---------- 戻り値 (正常終了時) 形式指定 

              |                   = 0     : トランザクションＩＤ (SystemByte) 

              |                     1     : 正常終了時は常に =0 を戻す 

              | 

              +------------------ rhd、shd のバイトオーダー指定 

                                  = 0: 動作システムのバイトオーダー 

                                    1: ネットワーク・バイトオーダー 

                                  (注) バイトオーダーの変換対象となるのは TDSECSHead の did, sid, 

                                     xid (第 0,1、6,7、8,9 バイト) 及び SECS-1 の場合の ptp+stp 

                                     (第 4,5 バイト) 

 

 

      (注 1) shd,sdt は =0 を指定した場合は、格納しない。 
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  (6) 接続状態の確認 

 

      現在の接続状態を取得する。 

 

      int  _TDSCommStatus(      // 戻り値 

                                //  < 0: <未定> 

                                //  = 0: 未接続 

                                //    1: 接続中、未 Select 状態 

                                //    2: 接続中、Select 処理中 

                                //    3: 接続中、Select 状態 

                                //    4: 接続中、Diselect 処理中 

                                //  > 4: <未定> 

                                //  (注 0) 即ち、==3 が SECS 接続状態、!=3 は SECS 未接続状態 

      int       fd,             // in  : 制御識別子                 (_TDSCommOpen() で取得したもの) 

      int       mode)           // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

 

      (注 1) 最新の接続状態を取得する条件に関して (1) _TDSCommOpen() の (注 1) を参照すること。 

 

 

 

  (7) セッションＩＤ毎の接続状態の確認 (HSMS-GS) 

 

      HSMS-GS モードでの動作における、セッションＩＤ毎の現在の接続状態を取得する。 

 

      int  _TDSCommSelectStatus(// 戻り値 

                                //  < 0: NG 

                                //       -E_NODEV : 指定 SessioID は処理対象でない 

                                //  = 0: 未接続、未 Select 状態 

                                //    1: 接続中、未 Select 状態                          <reserved> 

                                //    2: 接続中、Select 処理中                           <reserved> 

                                //    3: 接続中、Select 状態 

                                //    4: 接続中、Diselect 処理中                         <reserved> 

                                //  > 4: <未定> 

                                //  (注 0) 即ち、==3 が Select 状態、!=3 は 未 Select 状態 

      int       fd,             // in  : 制御識別子                 (_TDSCommOpen() で取得したもの) 

      int       mode,           // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      int       devid)          // in  : セッションＩＤ  (デバイスＩＤ) 

 

       (注 1) _TDSCommStatus() の (注 1) 参照 

 

 

 

  (8) SECS メッセージ・ヘッダ構造のバイト・オーダー変換 

 

      通常、各関数で得られる SECS メッセージ・ヘッダ (TDSECSHead) を構成する複数バイトのメンバー 

      変数は、常に動作システムでのバイトオーダーとなる。 

      ネットワーク・バイト・オーダーとする必要がある場合は、本関数により変換する事が可能。 

      動作システムが Little Endian の場合に限り did, sid, xid 及び SECS-1 の場合は ptp+stp の各 

      バイトの入れ替えを行う。 

 

      void _TDSCommHeaderBO( 

      int       fd,             // in  : 制御識別子                 (_TDSCommOpen() で取得したもの) 

      int       mode,           // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      TDSECSHead *hd)           // i/o : 変換対象 SECS メッセージ・ヘッダ 
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  (9) SF-Code 別統計情報関連 

 

    (注 1) 本関数を使用して SF-Code 別統計情報を取得するためには、設定ファイル（.ini ファイル）に 

         おいて STATISINFO を適切に設定して、SF-Code 別統計情報収集機能を有効にしないといけない。 

         また、_TDSCommOpen() において (mode&0x03)==1 として、User Process 内のスレッドとして TDS 

         を動作させる場合でないと、本機能は有効とならない。 

 

 

    (a) SF-Code 別統計情報テーブルを初期化する 

 

      void _TDSCommSInfoClear( 

      int       fd,             // in  : 制御識別子                 (_TDSCommOpen() で取得したもの) 

      int       mode)           // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

 

 

 

    (b) SF-Code 別統計情報テーブル内容を取得する 

 

      int  _TDSCommSInfoGet(    // 戻り値 

                                //  =-3: 指定 SF-Code の情報は有効でない 

                                //   -2: 指定 SF-Code の情報は存在しない 

                                //   -1: SF-Code 別統計情報を取得していない 

                                //  = 0: OK 

                                //  > 0: <reserved> 

      int       fd,             // in  : 制御識別子                 (_TDSCommOpen() で取得したもの) 

      int       mode,           // in  : 処理モード 

                                //                0 

                                //       +----+----+ 

                                //                +-- 処理対象情報種別 

                                //                    0: 送信した１次メッセージに関する情報 

                                //                    1: 受信した１次メッセージに関する情報 

      int       sf,             // in  : 取得対象 SF-Code 

                                /          E      8 7      0 

                                //       +----+----+---+----+ 

                                //         +--+---+ +--+---+ 

                                //            |        +------ F-Code                     (0 - 255) 

                                //            +--------------- S-Code                     (1 - 127) 

      void      *stinf)         // out : SF-Code 別 SECS Message 統計情報 

                                //       (mode&0x01)==0: TDSSInfoSP* 

                                //                    1: TDSSInfoRP* 

 

 

 

    (c) SF-Code 別統計情報テーブル内容を通信トレース・ファイルに出力する 

 

      void _TDSCommSInfoOut( 

      int       fd,             // in  : 制御識別子                 (_TDSCommOpen() で取得したもの) 

      int       mode)           // in  : 処理モード 

                                //               10 

                                //       +----+----+ 

                                //               ++-- 出力形式 

                                //                    0: リスト形式      2: <reserved> 

                                //                    1: ＣＳＶ形式      3: <reserved> 

 

      (注 2) 出力内容は、2.2 (5) に記載の TDSSInfoSP、TDSSInfoRP の各メンバー変数の説明を参照 
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  (10) ユーザ・コメント・メッセージの通信トレース・ファイルへの追加出力 

 

      任意のコメント・メッセージを、本ライブラリが出力する通信トレース・ファイルへ出力する。 

 

      int  _TDSCommUserComment(  // 戻り値                                                <reserved> 

      int       fd,             // in  : 制御識別子                 (_TDSCommOpen() で取得したもの) 

      int       mode,           // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      char      *comm)          // in  : 出力するコメント・メッセージ 

 

 

 

      (注 1) 短時間の間に連続して本関数を Call すると、通信制御キューが満杯になり、_TDSCommXxxx() の 

          Call 時に -28 のエラーが発生する可能性が高まる。 

          その様な場合は本関数の Call 間隔を調整する、もしくは .ini の QUEREC パラメータを増加する 

          といった対応をとる必要がある。 
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３.２ SECS/HSMS メッセージ通信機能 (簡易 API) 

 

    簡易 API では、HSMS の Active 側も、Connect、Select 処理を行う必要はない。この場合の Connect、 

  Select 処理は、自動的に行う。AP では、_TDSUDrvStatus() により、接続状態を監視し、現在の状態を知 

  ることができる。また、_TDSUDrvRecv() により取得するイベントを必要なもののみに絞り込むことができ 

  る。 

 

 

  (1) SECS/HSMS 通信 オープン処理 

 

      指定の .ini ファイル中の指定セクション部のパラメータを解析し、SECS/HSMS 通信条件を取得し、 

    SECS/HSMS 通信処理を開始する。 

 

    3.1 (1) の記述を参照すること。 

 

      int  _TDSUDrvOpen(        // 戻り値                                            (3.1 (1) (*1)) 

      int       mode,           // in  : 処理モード                                  (3.1 (1) (*2)) 

      char      *ini,           // in  : .ini ファイルのパス名称                     (3.1 (1) (*3)) 

      char      *sect,          // in  : .ini ファイル中の対象セクション名称         (3.1 (1) (*4)) 

      int       mask)           // in  : _TDSUDrvRecv() での取得対象イベントのマスク          (*1) 

 

 

      (*2) mask   : _TDSUDrvRecv() での取得対象イベントのマスク 

                    以下に示す bit を =1 とすることにより、対応するイベントを _TDSDrvRecv() で受け 

                  取る。mask=0 とすると、mask=0x0049 として扱う。 

 

           V      PO N      HG F DC BA98 7654 3210 

          +----+----+----+----+----+----+----+----+ 

           |      || |      || | || |||| |||| |||+-- SECS/HSMS メッセージ 

           |      || |      || | || |||| |||| ||+--- SECS      T1 タイムアウト発生 

           |      || |      || | || |||| |||| |+---- SECS      T2 タイムアウト発生 

           |      || |      || | || |||| |||| +----- SECS/HSMS T3 タイムアウト発生 

           |      || |      || | || |||| |||+------- SECS      T4 タイムアウト発生 

           |      || |      || | || |||| ||+--------      HSMS T5 タイムアウト発生 

           |      || |      || | || |||| |+---------      HSMS T6 タイムアウト発生 

           |      || |      || | || |||| |                     (LinkTest TO を含む) 

           |      || |      || | || |||| +----------      HSMS T7 タイムアウト発生 

           |      || |      || | || |||+------------      HSMS T8 タイムアウト発生 

           |      || |      || | || ||+------------- SECS      メッセージ送信リトライ・オーバー 

           |      || |      || | || |+-------------- 指定時間 (TORECV) 以上未受信による TO 発生 

           |      || |      || | || +--------------- 未定義デバイスＩＤメッセージを受信 

           |      || |      || | |+----------------- 受信メッセージのデータ長が長すぎる 

           |      || |      || | +------------------ SECS      メッセージのブロック番号が異常 

           |      || |      || +--------------------      HSMS 接続 (Connect) 失敗 

           |      || |      || 

           |      || |      |+-- HSMS 接続状態になった 

           |      || |      +--- HSMS Select 状態になった 

           |      || +---------- HSMS Reject メッセージを受け取った 

           |      |+------------ HSMS Deselect 状態になった 

           |      +------------- HSMS 非接続状態になった 

           |  

           +-------------------- その他のエラーが発生した。 
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  (2) SECS/HSMS 通信 クローズ処理 

 

      オープン処理済みの SECS/HSMS 通信処理を終了する。 

 

      int  _TDSUDrvClose(       // 戻り値                                            (3.1 (2) (*1)) 

      int       fd,             // in  : 制御識別子                 (_TDSUDrvOpen() で取得したもの) 

      int       mode)           // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

 

      (注 1) HSMS Active 接続の場合で、既に Passive 側が停止している場合、Close 処理終了までに T5TO 

          時間以上の時間がかかる場合がある。 

 

 

 

 

  (3) SECS/HSMS 通信 受信処理 

 

      SECS/HSMS 通信モジュールが受信処理したメッセージを取得する。 

    また、SECS/HSMS 通信処理を実行する過程で発生する _TDSUDrvOpen() 時に mask で指定した各種のイベ 

    ントを取得する。 

 

      int  _TDSUDrvRecv(        // 戻り値                                            (3.1 (3) (*1)) 

      int       fd,             // in  : 制御識別子                 (_TDSUDrvOpen() で取得したもの) 

      int       mode,           // in  : 処理モード                                  (3.1 (3) (*2)) 

      int       *devid,         // out : 受信メッセージのデバイスＩＤ 

      int       *sf,            // out : 受信メッセージのＳＦコード                  (3.1 (3) (*3)) 

      int       *xid,           // out : 受信メッセージのトランザクションＩＤ (SystemByte) 

                                                                                     (3.1 (3) (*4)) 

      void      *msg,           // out : 受信メッセージ本体   (データ部) 

      int       len,            // in  : 受信可能メッセージ長 (バイト数) 

      TDSECSHead *hd)           // out : 受信メッセージ・ヘッダ                 (2.2 (1)(注 1) 参照) 

 

 

      (注 1) いずれの out パラメータも =0 を指定した場合は格納しない。 

 

 

 

 

  (4) SECS/HSMS 通信 送信処理 

 

      SECS/HSMS 通信モジュールに対してメッセージ送信要求を行う。 

 

      int  _TDSUDrvSend(        // 戻り値                                            (3.1 (4) (*1)) 

      int       fd,             // in  : 制御識別子                 (_TDSUDrvOpen() で取得したもの) 

      int       mode,           // in  : 処理モード                                  (3.1 (4) (*2)) 

      int       devid,          // in  : 送信メッセージのデバイスＩＤ                (3.1 (4) (*3)) 

      int       sf,             // in  : 送信メッセージのＳＦコード                  (3.1 (4) (*4)) 

      int       xid,            // in  : 送信メッセージのトランザクションＩＤ (SystemByte) 

                                                                                     (3.1 (4) (*5)) 

      void      *msg,           // in  : 送信メッセージ本体   (データ部) 

      int       len,            // in  : 送信メッセージ長     (バイト数) 

      TDSECSHead *hd)           // out : 送信メッセージ・ヘッダ 

                                //       =0 を指定した場合は格納しない。        (2.2 (1)(注 1) 参照) 



 

                                                                                              3.2-3 

 

  (5) SECS/HSMS 通信 不正メッセージ受信結果送信処理 

 

      不正メッセージを受信した際に送信する、SxF0、S9Fx メッセージの送信処理を行う。 

    S9Fx メッセージ送信時に使用するメッセージ・ヘッダは、_TDSUDrvRecv() にて受信したメッセージ・ 

    ヘッダをそのまま指定すること。 

 

      int  _TDSUDrvSendError(   // 戻り値                                            (3.1 (4) (*1)) 

      int       fd,             // in  : 制御識別子                 (_TDSUDrvOpen() で取得したもの) 

      int       mode,           // in  : 処理モード                                  (3.1 (5) (*1)) 

      int       devid,          // in  : 送信メッセージのデバイスＩＤ 

      int       sf,             // in  : 送信メッセージのＳＦコード                  (3.1 (4) (*4)) 

      TDSECSHead *rhd,          // in  : 送信対象の不正メッセージのヘッダ     (S9Fx の場合のみ有意) 

      TDSECSHead *shd,          // out : 送信メッセージ・ヘッダ                 (2.2 (1)(注 1) 参照) 

      void       *sdt)          // out : 送信メッセージ・データ 

                                //       十分なサイズ (16Byte 以上) の領域とすること。 

 

      (注 1) shd,sdt は =0 を指定した場合は、格納しない。 

 

 

 

  (6) 接続状態の確認 

 

      現在の接続状態を取得する。 

 

      int  _TDSUDrvStatus(      // 戻り値                                      (3.1 (6) 戻り値参照) 

      int       fd,             // in  : 制御識別子                 (_TDSUDrvOpen() で取得したもの) 

      int       mode)           // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

 

      (注 1) 現在の接続状態は、_TDSUDrvRecv() により状態を受信する事により確認する。従って、本関数は 

          _TDSUDrvRecv() の Call と組み合わせて使用する事。 

 

 

 

  (7) セッションＩＤ毎の接続状態の確認 (HSMS-GS) 

 

      HSMS-GS モードでの動作における、セッションＩＤ毎の現在の接続状態を取得する。 

 

      int  _TDSUDrvSelectStatus(// 戻り値                                      (3.1 (7) 戻り値参照) 

      int       fd,             // in  : 制御識別子                 (_TDSUDrvOpen() で取得したもの) 

      int       mode,           // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      int       devid)          // in  : セッションＩＤ  (デバイスＩＤ) 

 

      (注 1) _TDSUDrvStatus() の (注 1) 参照 

 

 

 

  (8) SECS メッセージ・ヘッダ構造のバイト・オーダー変換 

 

      void _TDSUDrvHeaderBO( 

      int       fd,             // in  : 制御識別子                 (_TDSUDrvOpen() で取得したもの) 

      int       mode,           // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      TDSECSHead *hd)           // i/o : 変換対象 SECS メッセージ・ヘッダ 
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  (9) SF-Code 別統計情報関連 

 

    (a) SF-Code 別統計情報テーブルを初期化する 

 

      void _TDSUDrvSInfoClear( 

      int       fd,             // in  : 制御識別子                 (_TDSUDrvOpen() で取得したもの) 

      int       mode,           // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

 

 

 

    (b) SF-Code 別統計情報テーブル内容を取得する 

 

      int  _TDSUDrvSInfoGet(    // 戻り値                                      (3.1 (9) 戻り値参照) 

      int       fd,             // in  : 制御識別子                 (_TDSUDrvOpen() で取得したもの) 

      int       mode,           // in  : 処理モード 

      int       sf,             // in  : 取得対象 SF-Code 

      void      *stinf)         // out : SF-Code 別 SECS Message 統計情報 

 

 

 

    (c) SF-Code 別統計情報テーブル内容を通信トレース・ファイルに出力する 

 

      void _TDSUDrvSInfoOut( 

      int       fd,             // in  : 制御識別子                 (_TDSUDrvOpen() で取得したもの) 

      int       mode)           // in  : 処理モード 

 

 

 

  (10) ユーザ・コメント・メッセージの通信トレース・ファイルへの追加出力 

 

      任意のコメント・メッセージを、本ライブラリが出力する通信トレース・ファイルへ出力する。 

 

      int  _TDSUDrvUserComment( // 戻り値                                                <reserved> 

      int       fd,             // in  : 制御識別子                 (_TDSUDrvOpen() で取得したもの) 

      int       mode,           // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      char      *comm)          // in  : 出力するコメント・メッセージ 
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３.３ SECS メッセージ構築、解析機能 

 

  ＜注意＞ 

    同一の「処理制御識別子」を使用して、異なるスレッドで同時に、一連の構築、解析処理を行うことはで 

   きない。 (同一の制御識別子に関しては、スレッド・セーフではない。) 複数のスレッドで本関数を使用 

   する場合、十分留意すること。 

   また、SECS メッセージ定義ファイルを使用して、データ項目名の表示等の処理を行う場合、MssgInit()、 

   MssgFind() で指定する SECS 通信制御通信制御識別子も、異なるスレッドで同時に使用することはできな 

   い。 

 

  (1) SECS メッセージ構築 

      指定領域に SECS メッセージを構築する。 

    まず、_TDSMssgInit() で構築するメッセージの格納領域を初期化した後、_TDSMssgBuild() (もしくは 

    _TDSMssgBuildL()) にて、メッセージの先頭から順番に構築すべきメッセージ・アイテムを加え、最後に 

    _TDSMssgEnd() にてメッセージ構築を終了することにより、指定領域に SECS メッセージを作成する。 

 

    (注 1) リスト構造における階層の最大数は 32 とする。 

 

    (a) 初期化 

 

      int  _TDSMssgInit(        // 戻り値                                                      (*1) 

      int       mode,           // in  : 処理モード 

                                //       B 

                                // +----+----+----+----+ 

                                //       +-- パラメータ 'fdc' の形式 

                                //           =0:SECS 通信制御識別子 

                                //            1:処理対象最大 SECS メッセージ・バイト・サイズ 

      void      *msg,           // out : SECS メッセージ格納領域 

      int       len,            // in  : SECS メッセージ格納領域のバイト・サイズ 

      int       fdc)            // in  : SECS 通信制御識別子 (Open 処理済みのもの)  or  

                                //       処理対象最大 SECS メッセージ・バイト・サイズ 

                                //       SECS 通信を行わず、メッセージ関連処理のみを行う場合は、 

                                //       _TDSCommOpen() 時に mode|=0x8000 とするとよい。 

                                // (注) 現状必要とする .ini の情報は、処理対象最大 SECS メッセージ 

                                //    バイト・サイズのみなので、_CommOpen() しない場合は、 

                                //    (mode&0x0800)!=0 とし、最大 SECS メッセージ・バイト・サイズを 

                                //    fdc に指定する事が可能。 

                                //    また、(mode&0x0800)!=0 の場合でも、fdc=0 とする事も可能であり 

                                //    この場合、処理対象最大 SECS メッセージ・バイト・サイズは 

                                //    ==len であるとして処理する。 

                                //    即ち (mode&0x0800)==0 及び fdc==0 の場合、.ini ファイル無し 

                                //    でも SECS Message 構築が可能となる。 

 

      (*1) 戻り値 

           >  0: OK             : 以降の処理に使用する制御識別子 

           == 0: <reserved> 

           <  0: NG             : エラー・コード 

                 -E_NOMEM :  -12: 内部処理メモリ割り付けエラー 

                 -E_NOSPC :  -28: 内部処理テーブル満杯 

                 上記以外       : その他のエラー 
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    (b) 終了処理 

 

      int  _TDSMssgEnd(         // 戻り値                                                      (*1) 

      int       md,             // in  : 制御識別子                 (_TDSMssgInit() で取得したもの) 

      int       mode,           // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      void      *msg)           // i/o : SECS メッセージ格納領域 

 

      (*1) 戻り値 

           >= 0: OK             : 構築した SECS メッセージのバイト長 

           <  0: NG             : エラー・コード 

                 -E_BADF  :   -9: 指定の md は _TDSMssgInit() 処理がされていない 

                 上記以外       : その他のエラー 
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    (c-1) データ・アイテム追加 (通常形式) 

 

      mnt  _TDSMssgBuild(       // 戻り値                                                      (*1) 

      int       md,             // in  : 制御識別子                 (_TDSMssgInit() で取得したもの) 

      int       mode,           // in  : 処理モード 

                                //  FE     98 

                                // +----+----+----+----+ 

                                //  ||     ++-- Length Byte のバイト数 

                                //  ||          =0: Auto       2: 2Bytes 

                                //  ||           1: <reserved> 3: 3Bytes 

                                //  ||          (注) 指定の追加パラメータが使用するバイト数が、指定 

                                //  ||             の Length Byte に収まらない場合は、自動的に Auto 

                                //  ||             の指定となる。 

                                //  |+---- M(K) 文字列項目 ((form&0xff)==022) での文字列変換処理 

                                //  |      =0: 何もしない 

                                //  |       1: 自身の文字列コードから指定のコードに変換する。 

                                //  +----- A, J, M(K) 文字列項目の場合の \377 エスケープにによる 

                                //         Binary 値設定処理                      (=0:無効  1:有効) 

      void      *msg,           // i/o : SECS メッセージ格納領域 

      int       form,           // in  : 追加アイテム形式コード                                (*2) 

      int       nop,            // in  : 追加アイテム・パラメータ個数 

      void      *item)          // in  : 追加アイテム・パラメータ格納領域 

 

 

      (*1) 戻り値 

 

           >  0: <reserved> 

           == 0: OK 

           <  0: NG             : エラー・コード 

                 -E_BADF  :   -9: 指定の md は _TDSMssgInit() 処理がされていない 

                 -E_INVAL :  -22: 指定の追加アイテム形式が異常 

                 -E_NOSPC :  -28: メッセージ追加領域不足 

                 上記以外       : その他のエラー 

 

      (*2) form   : 追加アイテム形式コード  (８進数で指定) 

 

                    = 000: リスト                                    (TDS_LST) 

                      010: １バイト バイナリ                         (TDS_BIN) 

                      011: １バイト 論理値                           (TDS_LOG) 

                      020: １バイト Ascii テキスト文字列             (TDS_ASC) 

                      021: １バイト JIS-8 テキスト文字列             (TDS_JIS) 

                      022: マルチバイト テキスト文字列               (TDS_MLT、TDS_KAN) 

                      030: ８バイト 符号付き                         (TDS_S8) 

                      031: １バイト 符号付き                         (TDS_S1) 

                      032: ２バイト 符号付き                         (TDS_S2) 

                      034: ４バイト 符号付き                         (TDS_S4) 

                      040: ８バイト IEEE754                          (TDS_F8) 

                      044: ４バイト IEEE754                          (TDS_F4) 

                      050: ８バイト 符号無し                         (TDS_U8) 

                      051: １バイト 符号無し                         (TDS_U1) 

                      052: ２バイト 符号無し                         (TDS_U2) 

                      054: ４バイト 符号無し                         (TDS_U4) 

 

           (注 1) form=021 (JIS-8 テキスト文字列) にて半角カタカナを指定する場合、処理系により、半 

               角カタカナの表現形式は 1Byte とは限らない事 (EUC-JP では 2Byte、UTF-8 では 3Byte) 

               に留意すること。 
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           (注 2) form=022 (マルチバイト文字列) の場合、処理系標準の漢字コードを使用しない場合は、 

               以下の Local String Header (LSH) の指定をすること。 

 

               UTF-8     : form = 0x00020000 + 022       (LSH =  2) 

               Shift-JIS : form = 0x00080000 + 022       (LSH =  8) 

               EUC-JP    : form = 0x00090000 + 022       (LSH =  9) 

 

               処理系標準の漢字コードは、以下の通りとする 

               Win32     : Shift-JIS           Linux     : UTF-8 

               SunOS     : UTF-8               FreeBSD   : UTF-8 

               HP-UX     : Shift-JIS           MacOS X   : UTF-8 

 

 

 

 

    (c-2) データ・アイテム追加 (文字列形式) 

 

      int  _TDSMssgBuildL(      // 戻り値     (c-1) 参照 

      int       md,             // in  : 制御識別子                 (_TDSMssgInit() で取得したもの) 

      int       mode,           // in  : 処理モード 

                                //  FE     98  654 

                                // +----+----+----+----+ 

                                //  ||     ||  +++ 

                                //  ||     ||   +-- リスト入力形式 

                                //  ||     ||       0:TDS 形式           3  :<reserved> 

                                //  ||     ||       1:????形式           4  :NSG/TS300 形式 

                                //  ||     ||       2:SML 形式           5-7:<reserved> 

                                //  ||     ++-- <reserved> 

                                //  |+---- <reserved> 

                                //  +----- <reserved> 

      void      *msg,           // i/o : SECS メッセージ格納領域 

      char      *str)           // in  : 所定の文字列形式の SECS データ・アイテム 

 

 

      (注 1) _TDSMssgNextL() において (mode&0x04)!=0 として複数行に渡り出力した SECS データ・アイテ 

          ムの全データ値には対応していない。 

          また、データ数過多による "..." 表記にも、Hexa コードの混合表示にも対応していない。 
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  (2) SECS メッセージ解析 

 

      指定領域に格納された SECS メッセージを解析する。 

    まず、_TDSMssgFind() で解析するメッセージの格納領域に関する初期化処理を行い、_TDSMssgNext() ( 

    もしくは _TDSMssgNextL()) にて、メッセージの先頭からメッセージ項目を順次取得する。取得が終了し 

    たら (しなくても) 最後に _TDSMssgExit() にてメッセージ解析を終了する。 

 

    (注 1) リスト構造における階層の最大数は 32 とする。 

 

    (a) 初期化 

 

      int  _TDSMssgFind(        // 戻り値                                                      (*1) 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

                                //       引き続き _TDSMssgNextL() を使用する場合で、メッセージ定義 

                                //       ファイルを利用した項目名称表示を行う場合は、以下のビット 

                                //       設定を行うこと。 

                                //  F DC B 

                                // +----+----+----+----+ 

                                //  | || +-- パラメータ 'fdc' の形式 

                                //  | ||     =0:SECS 通信制御識別子 

                                //  | ||      1:処理対象最大 SECS メッセージ・バイト・サイズ 

                                //  | ||     (注) _TDSMssgInit() の説明を参照すること。 

                                //  | ++-- 解析対象メッセージの発生ノード 

                                //  |      (メッセージ定義を使用する場合のみ有意) 

                                //  |      =0:双方を対象とする       2:自身で発生 

                                //  |       1:<reserved>             3:相手側で発生 

                                //  +----- メッセージ定義使用の有無 

                                //         =0:使用せず               1:使用する。 

                                //         (注) _TDSMssgNextL() で項目名称表示指定を行う場合以外は 

                                //             「使用せず」とすること。 

      void        *msg,         // in  : SECS メッセージ格納領域 

      int         len,          // in  : SECS メッセージのバイト・サイズ 

      int         fdc,          // in  : SECS 通信制御識別子   (3.3 (1)(a) の fdc に関する説明参照) 

                                //       もしくは 処理対象最大 SECS メッセージ・バイト・サイズ 

      TDSECSHead  *hd,          // in  : SECS メッセージ・ヘッダ 

                                //       (メッセージ定義を使用しない場合は不要。=0 でよい) 

      char        *mname)       // out : メッセージ名称                       (=0 の場合格納しない) 

 

      (*1) 戻り値 

           >  0: OK             : 以降の処理に使用する制御識別子 

           == 0: <reserved> 

           <  0: NG             : エラー・コード 

                 -E_NOMEM :  -12: 内部処理メモリ割り付けエラー 

                 -E_NOSPC :  -28: 内部処理テーブル満杯 

                 上記以外       : その他のエラー 

 

      (注 1) hd, mname 

            (mode&0x8000)!=0 の場合のみ有意。それ以外の場合は =0 とする 

 

      (注 2) --------------------------------------------------------------------------------------+ 

      |  本関数でメッセージ名称 (mname) を取得したり、引き続く _TDSMssgNextL() にてメッセージを   | 

      | 構成する各項目の項目名称を、メッセージ定義ファイルを参照して取得する場合、本関数に fdc を | 

      | を与えなければならないが、異なるスレッドで同時に本関数により処理を行う場合、同一の fdc を | 

      | 指定することはできない。                                                                  | 

      +-------------------------------------------------------------------------------------------+ 

 



 

                                                                                              3.3-6 

 

 

    (b) 終了処理 

 

      int  _TDSMssgExit(        // 戻り値                                                      (*1) 

      int       md,             // in  : 制御識別子                 (_TDSMssgFind() で取得したもの) 

      int       mode,           // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      void      *msg)           // in  : SECS メッセージ格納領域 

 

      (*1) 戻り値 

           >  0: <reserved> 

           == 0: OK 

           <  0: NG             : エラー・コード 

                 -E_BADF  :   -9: 指定の md は TDSMssgFind() 処理がされていない 

                 上記以外       : その他のエラー 

 

 

 

    (c-1) データ・アイテム取得 (通常形式) 

 

      int  _TDSMssgNext(        // 戻り値                                                      (*1) 

      int       md,             // in  : 制御識別子                 (_TDSMssgFind() で取得したもの) 

      int       mode,           // in  : 処理モード 

                                //  FE 

                                // +----+----+----+----+ 

                                //  |+---- K 文字列項目 ((form&0xff)==022) の場合の文字列変換処理 

                                //  |      =0: 何もしない       1: 自身の文字列コードに変換する。 

                                //  +----- A, J 文字列項目の場合の \377 エスケープにによる Binary 

                                //         値可視化処理        (注: M(K) 項目は不可) (=0:No  1:Yes) 

      void      *msg,           // i   : SECS メッセージ格納領域 

      int       *form,          // out : アイテム形式コード          (_TDSMssgBuild() の form 参照) 

                                //       (注) (form&0xff)==022 (Multi Byte String) の場合、(mode& 

                                //          0x4000)!=0 とし、文字列変換した場合も、上位 16bit に設定 

                                //          する Local String Header (LSH) の値は msg に格納された 

                                //          オリジナルの値である。 

      int       *parl,          // out : アイテム１個の占めるバイト・サイズ                    (*2) 

      int       *noi,           // out : アイテム・パラメータ個数                              (*2) 

      void      *item,          // out : アイテム・パラメータ値格納領域                        (*2) 

      int       xlen)           // in  : アイテム・パラメータ値格納領域のバイト・サイズ 

 

      (*1) 戻り値 

 

           >  0: <reserved> 

           == 0: OK 

           <  0: NG             :  

                 -E_BADF   :  -9: 指定の md は _TDSMssgFind() 処理がされていない 

                 -E_INVAL  : -22: データ構造異常 (項目コード異常) 

                 -E_ILSEQ  : -42: データ構造異常 (Length Byte が =0) 

                 -E_2BIG   :  -7: データ構造異常 (項目長が全体長を超えている) 

                 -E_NOSPC  : -23: メッセージ項目格納領域不足 

                 -E_NODATA :-951: メッセージ解析終了 

                 上記以外       : その他のエラー 

 

 

      (*2) parl   : アイテム１個の占めるバイト・サイズ 

           noi    : アイテム個数 

           item   : アイテム格納領域 

 

           item 内に form で示す形式のデータを noi 個連続して格納する。従って、parl*noi バイトが 

           item 内で有効なデータとなる。 
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    (c-2) データ・アイテム取得 (文字列形式) 

 

      int  _TDSMssgNextL(       // 戻り値     (c-1) 及び 下記 (注 1) 参照 

      int       md,             // in  : 制御識別子                 (_TDSMssgFind() で取得したもの) 

      int       mode,           // in  : 処理モード 

                                //  FEDC      7654  2 

                                // +----+----+----+----+ 

                                //  ||||      |+++  | 

                                //  ||||      | |   +-- アイテム・データ表示形式        (TEXT 以外) 

                                //  ||||      | |       0:１行のみ表示 

                                //  ||||      | |       1:全データを複数行で表示) 

                                //  ||||      | +-- リスト出力形式 

                                //  ||||      |     0:TDS 形式          3  :<reserved> 

                                //  ||||      |     1:????形式          4  :NSG/TS300 形式 

                                //  ||||      |     2:SML 形式          5-7:<reserved> 

                                //  ||||      +---- 項目名称表示                      (0:No  1:Yes) 

                                //  ||||            有効なメッセージ定義が指定されている場合のみ 

                                //  ||||            有効 

                                //  ||++-- 解析対象メッセージの発生ノード 

                                //  ||     (メッセージ定義を使用する場合のみ有意) 

                                //  ||     =0:双方を対象とする          2:自身で発生 

                                //  ||      1:<reserved>                3:相手側で発生 

                                //  |+---- アイテムが 022 (Multi Byte String) の場合の表現 

                                //  |      LSH (Local String Header) の付与           (0:No  1:Yes) 

                                //  +----- A, J 文字列項目の場合の \377 エスケープによる Binary 

                                //         値可視化処理        (注: M(K) 項目は不可) (=0:No  1:Yes) 

      void      *msg,           // i/o : SECS メッセージ格納領域 

      int       *form,          // out : アイテム形式コード           (_TDSMssgNext() の form 参照) 

      int       *noi,           // out : アイテム個数 

      char      *str,           // out : 所定の文字列形式の SECS データ・アイテム (256Byte 以上必要) 

                                //       アイテムが 022 (Multi Byte String) の場合、常に自システム 

                                //       での文字コードに変換する。 

      int       xlen)           // in  : str のバイト・サイズ 

 

 

      (注 1) str に格納する SECS データ・アイテム形式を SML 形式、もしくは NSG/TS300 通信トレースと 

          同様の形式とする場合は、mode の第 4-6 ビットを =2 もしくは =4 とする。 

          この場合、戻り値として =>0 の値が戻り、その値はリスト階層数を示す。階層の終了を示す閉じ 

          カッコ ">" は、戻り値を基にＡＰ側で表示する必要がある。 

          (本パッケージの "Sample0/" に含まれる各言語のサンプル・コードを参照すること。) 

          ・ "L,0" の場合は、階層が増加する機会が無いことに留意すること。 

             "<L,0" に対応する閉じカッコ ">" は (form==000 && noi==0) を取得した時点で処理を行う。 

          ・ 閉じカッコ ">" の表示方法に関しては、サンプル・プログラム "Sample0/SubFunction.h" 内 

             の DispSECSMssg() の _TDSMssgNextL() 下方のコード等を参照すること。 

 

      (注 2) 有効なメッセージ定義ファイルを指定し、データ・アイテム名称を展開する場合は、mode の 

          第７ビットを =1 とする。 

          メッセージ定義ファイルの形式は、.ini ファイルの TRCTTYPE の第８，９ビットでの指定による。 

 

      (注 3) (mode&0x0800)!=0 として、List 表示行に 16 進数を付与して混合表示する場合は、全てのデー 

          タ項目値を表示することができない場合がある。また、16 進数表示するバイト数は、先頭から 

          (mode&0x0400) により決定するバイト数であり、それ以上のバイト・データは表示しない。 

 

      (注 4) 異なるスレッドで同時に本関数により処理を行う場合、md、及び _TDSMssgFind() 時に指定する 

            ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

          fdc を同一のものを指定することはできない。 

          ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 



 

                                                                                              3.4-1 

３.４ SML 形式、NSG/TS300 形式 メッセージ構造定義を使用した SECS メッセージ構築、解析機能 

 

  (0) メッセージ構造定義情報取得、解放 

 

      (1)(2) に示す、メッセージ構築、解析を行うために、メッセージ構造定義ファイルを読み込み定義情 

    報をアクセス制御ブロック内に取得する。 

    解析可能なメッセージ構造定義ファイルの形式は、以下の通り。 

 

    ・ SML 形式 

    ・ NSG/TS300 形式 

 

    初期化関数により初期化したアクセス制御ブロックを使用して、(1)(2) を繰り返し実行可能であるが、 

    (1)(2) を同時に実行することはできない。同時に実行する場合は、異なるアクセス制御ブロックを使用 

    する必要がある。 

 

    初期化関数により初期化したアクセス制御ブロック内には、malloc() によりテーブル領域を確保する。 

    従って処理完了の場合は、必ず _TDSMDMssgTerminate() を Call し、テーブル領域を開放すること。 

 

 

    ＜注意１＞ 

      本関数では、メッセージ構造定義ファイルの内容の正当性チェックを行わない。従って、 (特にリスト 

    構造に関して) 異常な設定が存在するメッセージ構造定義ファイルを指定した場合、以降の動作に重大な 

    支障 (異常終了する等) が発生する可能性があることに留意すること。 

 

 

    ＜注意２＞ 

      メッセージ構造定義ファイルを使用した処理 (通信メッセージの構築、解析、通信トレース出力) には 

    使用しない場合での同様の処理に比べて、より多くの負荷を必要とする。従って、より速い通信応答速度 

    を必要とするような場合には、本節に示す関数ではなく、3.3 節に示すメッセージ構造定義ファイルを使 

    用しないで SECS 通信メッセージの構築、解析と行う関数を使用することを勧める。 

 

 

    ＜注意３＞ 

      メッセージ構造定義ファイルの書式は「付録Ａ」を参照すること。 
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    (a) メッセージ構造定義情報取得 及び 初期化 

 

        ＜注意＞ 

        同一の「処理制御識別子」及び、同一の「SECS 処理制御識別子」を使用して、異なるスレッドで同時 

        に、一連の構築、解析処理を行うことはできない。 (同一の制御識別子、および SECS 制御識別子に 

        関しては、スレッド・セーフではない。) 以下の初期化関数 (_TDSMDMssgInitialize() で 

        (mode&0x8000)==0 とする場合は、複数のスレッドで本関数を使用する場合、十分留意すること。 

        また (mode&0x8000)!=0 とする場合は、Init() したら、必ず End() を、Find() したら、必ず 

        Exit() を Call しなければならない。 

 

      int  _TDSMDMssgInitialize(// 戻り値                                                      (*1) 

      int       mode,           // in  : 処理モード 

                                //   E               10 

                                // +----+----+----+----+ 

                                //   |               ++-- 0:SML 形式      2:TS300 形式 

                                //   |                    1:<reserved>    3:<reserved> 

                                //   |                    (注 1) 本指定は path==0 の場合は無効 

                                //   +-- (1),(2) に示す関数を実行する際、スレッドでのロックを行うか 

                                //                                                    (0:No  1:Yes) 

      int       fdc,            // in  : SECS 処理制御識別子                  (Open 処理済みのもの) 

                                //       3.3 (1)(a) の fdc に関する説明参照 

                                //       (最大メッセージ・サイズではなく、必ず制御識別子を指定する。 

                                //       _TDSCommOpen() の (mode&0x8000)!=0 による fd でもよい。) 

      char      *path)          // in  : メッセージ構造定義ファイル・パス名称 

                                //       (注 2) path==0 || path[0]=='\0' の場合は、.ini ファイルの 

                                //           MDMSSG にて指定した名称を使用する。その場合、定義ファ 

                                //           イルの形式は (TRCTTYPE&0x0300) 値に依存する。 

 

      (*1) 戻り値 

 

           >  0: OK       : 以降の処理に使用する制御識別子 

           == 0: <reserved> 

           <  0: NG       : エラー・コード 

                 下記以外 : その他のエラー 

                  = -941  : データ・アイテム定義テーブルの領域不足 

                    -942  : メッセージ定義テーブルの領域不足 

                    -943  : メッセージ毎のアイテムを格納するテーブルの領域不足 

                    -944  : メッセージ毎のアイテムに設定、チェックするデータ格納領域の不足 

                    

               (注 3) 上記エラーの場合、.ini ファイルに設定する以下のパラメータを増加させること。 

                    -941  : MDMXITEM   : メッセージ定義 最大データ・アイテム個数 

                    -942  : MDMXMSSG   : メッセージ定義 最大メッセージ個数 

                    -943  : MDMXMITEM  : メッセージ定義 最大メッセージ内全アイテム個数 

                    -944  : MDMXPOOL   : メッセージ定義 設定データ格納領域サイズ 

 

 

    (b) メッセージ構造定義情報解放 

 

      void _TDSMDMssgTerminate( 

      int       md,             // in  : 制御識別子         (_TDSMDMssgInitialize() で取得したもの) 

      int       mode)           // in  : 処理モード 

                                //   E 

                                // +----+----+----+----+ 

                                //   +-- Initialize() で (mode&0x4000)!=0 を指定した場合のロック・ 

                                //       リソースを強制的に解除する                   (0:No  1:Yes) 



 

                                                                                              3.4-3 

 

  (1) SECS メッセージ構築 

 

      メッセージ構造定義ファイルの内容に応じて、指定名称の SECS メッセージを、指定領域に構築する。 

    まず、_TDSMDMssgInit() で構築するメッセージの格納領域を初期化した後、_TDSMDMssgBuild() にて、 

    メッセージに含む各データ・アイテムのパラメータ値を設定し、最後に _TDSMDMssgEnd() にてメッセージ 

    構築を終了することにより、指定領域に SECS メッセージを作成する。 

 

      不定個数のリスト項目に対するリスト個数の設定は、一般の項目値の設定の前に行い、全てのリスト項 

    目数を確定しなければならない。また、リスト項目数の確定は、上位レベルのリスト項目から行わなけれ 

    ばならない。 

 

      _TDSMDMssgBuild() による指定データ・アイテムに対するパラメータ値の指定順番は (不定個数のリス 

    ト項目を除き) 必ずしも、データ・アイテムの出現順番である必要はない。 

 

    (注 1) _TDSMDMssgInitialize() で (mode&0x4000)!=0 とした場合、MssgInit() と MssgEnd() は必ず対応 

        していないと、デッドロックが発生する可能性がある。即ち、MssgInit() が成功した場合、必ず 

        MssgEnd() を Call しなければならない。また MssgInit() を Call していない場合 MssgEnd() を 

        Call してはならない。 

 

 

 

    (a) 初期化 

 

      int  _TDSMDMssgInit(      // 戻り値                                             ((0)(a) 参照) 

      int       md,             // in  : 制御識別子         (_TDSMDMssgInitialize() で取得したもの) 

      int       mode,           // in  : 処理モード                                            (*1) 

                                //   E 

                                // +----+----+----+----+ 

                                //   +---- ロック制御の無効化 

                                //         =0: _TDSMDMssgInitialize() 時の指定に従う 

                                //          1: ロック制御を行わない。 

      void      *msg,           // out : SECS メッセージ格納領域 

      int       len,            // in  : SECS メッセージ格納領域のバイト・サイズ 

      char      *mname)         // in  : メッセージ構造定義ファイルでのメッセージ名称 

 

 

 

    (b) 終了処理 

 

      int  _TDSMDMssgEnd(       // 戻り値                                                      (*1) 

                                // >= 0: OK : 構築した SECS メッセージのバイト長 

                                // <  0: NG : エラー・コード                 (3.3(1)(c-1)(*2) 参照) 

      int       md,             // in  : 制御識別子         (_TDSMDMssgInitialize() で取得したもの) 

      int       mode,           // in  : 処理モード                                  ((a)(*1) 参照) 

                                //   E     98 

                                // +----+----+----+----+ 

                                //   |     ++-- Length Byte のバイト数 

                                //   |          =0: Auto       2: 2Bytes 

                                //   |           1: <reserved> 3: 3Bytes 

                                //   |          (注) 指定の追加パラメータが使用するバイト数が、指定 

                                //   |             の Length Byte に収まらない場合は、自動的に Auto 

                                //   |             の指定となる。 

                                //   +---- ロック制御の無効化 

                                //         (注) 対応する _TDSMDMssgInit() の (mode&0x4000) と同じで 

                                //            なければならない。 

      void      *msg)           // i/o : SECS メッセージ格納領域 
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    (c) データ・アイテムのパラメータ値設定 

 

      int  _TDSMDMssgBuild(     // 戻り値                                             ((0)(a) 参照) 

      int       md,             // in  : 制御識別子         (_TDSMDMssgInitialize() で取得したもの) 

      int       mode,           // in  : 処理モード 

                                //  FE     98 

                                // +----+----+----+----+ 

                                //  ++-----++-- <reserved> 

      void      *msg,           // i/o : SECS メッセージ格納領域 

      char      *iname,         // in  : 追加アイテム名称 

      int       nop,            // in  : 追加アイテム・パラメータ個数 

      void      *item)          // in  : 追加アイテム・パラメータ格納領域 

 

 

      (注 0) _TDSMDMssgBuild() では、_TDSMssgBuild() と同様の (mode&0xc000) による文字列項目に関する 

           \377 Escape 処理、コード体系変換処理を指定することはできない。 

           メッセージ定義ファイルを使用した SECS Message の構築では、すべてのメッセージ項目に対して 

           _TDSMDMssgBuild() を Call する訳ではないので、そのメッセージの全文字列項目に関して 

           _TDSMssgBuild() での mode が (mode&0xc000)==0xc000 であるのと同様の処理を常に行う。 

           また、各項目の LengthByte 数を個別の項目毎に指定することもできない。LengthByte 数は、全 

           メッセージ項目に共通で _TDSMDMssgEnd() で指定することができる。 

 

 

      (注 1) _TDSMDMssgInit() で指定したメッセージ中のデータ・アイテムの内、本関数の Call によりパラ 

           メータ値を指定しないデータ・アイテムのパラメータ値は、メッセージ構造定義ファイルに指定し 

           た「デフォルト値」を使用する。「デフォルト値」が指定されない場合は、文字列アイテムでは 

           ' ' (空白) 、数値アイテムでは =0 を設定する。 

 

 

      (注 2) リスト項目数を指定する場合 nop に指定する。しかし item を int へのポインタとして、*item 

           にリスト項目数を指定した場合は、それを使用する。 

 

 

      (注 3) 指定のデータ・アイテムのパラメータ個数が不定 (99..99 の指定) の場合、nop で指定する個数 

          が、パラメータ個数となる。固定の場合は、メッセージ構造定義ファイルにて規定した個数となる。 

 

 

      (注 4) 指定の nop が、メッセージ構造定義ファイルで指定した個数範囲外である場合は、パラメータ値 

          を以下の様に設定する。 

 

          ・ 範囲より多い場合   : 指定最大個数で打ち切る。 

          ・ 範囲より少ない場合 : 指定最小個数まで、テキストの場合は ' ' (空白) 、数値の場合は 0 を 

                                  パディングする。 

 

 

      (注 5) データ・アイテムが文字列 (形式コードが 020、021、022) の場合 nop=0 を指定すると、item 

          にて指定した文字列の長さ (strlen()) より算出した値を用いる。 

 

 

      (注 6) メッセージ中に不定個数のリスト項目がある場合は、まずその値を確定させなければならない。 

          また、不定個数のリスト項目が複数ある場合は、上位階層のリスト項目から、同一階層では、定義 

          順に確定させなければならない。 
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      (注 7) メッセージ中に不定個数のリスト項目があり、そのリスト構造の個数を特定した場合、そのリス 

          ト項目以下のデータ・アイテム名称は、XXXX:99 といった形式で表現する。ここで XXXX は、デー 

          タ・アイテム名称であり、99 は 1 から始まる繰り返し回数である。 

          不定個数のリスト項目が複数階層に及ぶ場合は、階層を追う毎に繰り返す回数を示す表示を追加す 

          る。即ち、２階層目は XXX:99:99、３階層目は XXX:99:99:99 といった名称となる。ただし [0|x] 

          形式の不定個数リストの場合は、項目名の変更 (繰り返し数の付与) はしない。 

 

        (例 1) データ・アイテム名称が SVID の場合、最初の繰り返しでの名称は SVID:1、２回目の繰り返 

            しでの名称は SVID:2、17 回目での名称は SVID:17 となる。 

 

        (例 2) 以下の左側のメッセージ定義において NOI1=3、NOI2:1=1、NOI2:2=0、NOI2:3=2 を設定すると 

            順次右側の構造に展開する。 (紙面の関係で、リストの ">" は省略する。) 

  

                           NOI1=3                NOI2:1=1、NOI2:2=0、NOI2:3=2 

            <L[N]NOI1      ---> <L[3]NOI1        ---> <L[3]NOI1 

              <L[2]               <L[2]                 <L[2] 

                <A[10]ABC>          <A[10]ABC:1>          <A[10]ABC:1> 

                <L[N ]NOI2          <L[N ]NOI2:1          <L[ 1]NOI2:1 

                  <B[1]XYZ>           <B[1]XYZ:1>           <B[1]XYZ:1:1> 

                                  <L[2]                 <L[2] 

                                    <A[10]ABC:2>          <A[10]ABC:2> 

                                    <L[N ]NOI2:2          <L[ 0]NOI2:2 

                                      <B[1]XYZ:2> 

                                  <L[2]                 <L[2] 

                                    <A[10]ABC:3>          <A10]ABC:3> 

                                    <L[N ]NOI2:3          <L[ 2]NOI2:3 

                                      <B[1]XYZ:3>           <B[1]XYZ:3:1> 

                                                            <B[1]XYZ:3:2> 

 

        (例 3) 以下の左側のメッセージ定義において NOI1=2、NOI2:1=0、NOI2:2=2、NOI3:2=2 を設定すると 

            順次右側の構造に展開する。 (紙面の関係で、リストの ">" は省略する。) 

  

                           NOI1=2                NOI2:1=0、NOI2:2=2     NOI3:2=2 

            <L[N]NOI1      ---> <L[2]NOI1        ---> <L[2]NOI1         --> <L[2]NOI1 

              <L[0|2]NOI2         <L[0|2]NOI2:1         <L[0]NOI2:1           <L[0]NOI2:1 

                <A[10]ABC>          <A[10]ABC:1> 

                <L[N ]NOI3          <L[N ]NOI3:1 

                  <B[1]XYZ>           <B[1]XYZ:1> 

                                  <L[0|2]NOI2:2         <L[2]NOI2:2           <L[2]NOI2:2 

                                    <A[10]ABC:2>          <A[10]ABC:2>          <A[10]ABC:2> 

                                    <L[N ]NOI3:2          <L[N ]NOI3:2          <L[ 2]NOI3:2 

                                      <B[1]XYZ:2>           <B[1]XYZ:2>           <B[1]XYZ:2:1> 

                                                                                  <B[1]XYZ:2:2> 

 

 

        (参考) ---------------------------------------------------------------------------------+ 

        | 不定個数リストの個数を確定させた場合の項目名称の展開の様子は、弊社製品である          | 

        | "Tust Design Simple SECS Simulator (Preliminary version)" (tdlSSim) を使用して、メッ  | 

        | セージ構造の展開操作をし、不定個数リストの項目数を確定することにより、確認することが  | 

        | できる。                                                                              | 

        | 同製品の詳細は、弊社ＨＰより同製品をダウンロードし、付属のドキュメントを参照すること。| 

        +---------------------------------------------------------------------------------------+ 
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  (2) SECS メッセージ解析 

 

      指定領域に格納された SECS メッセージを解析し、メッセージ構造定義ファイルのいずれのメッセージ 

    に該当するかを判定し、該当するメッセージ名称を出力する。また、指定データ・アイテム名称のパラ 

    メータ値を出力する。 

      処理手順は、まず、_TDSMDMssgFind() で解析するメッセージの格納領域に関する初期化処理を行い、 

    メッセージ名称を得る。次に _TDSMDMssgNext() にて、指定アイテム名称のパラメータ値を取得する。 

    最後に _TDSMDMssgExit() にてメッセージ解析を終了する。 

    解析可能なメッセージには、不定個数のリスト項目を含むことができる。 

 

    (注 1) _TDSMDMssgInitialize() で (mode&0x4000)!=0 とした場合、MssgFind() と MssgExit() は必ず対 

        応していないと、デッドロックが発生する可能性がある。即ち、MssgFind() が成功した場合、必ず 

        MssgExit() を Call しなければならない。また MssgFind() を Call していない場合 MssgExit() 

        を Call してはならない。 

 

 

    (a) 初期化 

 

      int  _TDSMDMssgFind(      // 戻り値                                                      (*1) 

      int       md,             // in  : 制御識別子         (_TDSMDMssgInitialize() で取得したもの) 

      int       mode,           // in  : 処理モード                                            (*2) 

      void      *msg,           // in  : SECS メッセージ格納領域 

      int       len,            // in  : SECS メッセージのバイト・サイズ 

      int       sf,             // in  : 取得対象の SF-Code  

                                //       SF-Code の指定方法は、(*1) 戻り値と同様 (bit#15=0 でよい) 

                                //       = 0: 取得対象の SF-Code を限定しない 

      char      *mname)         // out : メッセージ構造定義ファイルでのメッセージ名称 

 

 

      (*1) 戻り値 

 

           >  0: OK 

                  FE     8 7      0 

                 +--------+--------+ 

                  |+--+--+ +---+--+ 

                  |   |        +----- 該当メッセージの F-Code 

                  |   +-------------- 該当メッセージの S-Code 

                  +------------------ W-Bit 値 

           == 0: <reserved> 

           <  0: NG               : エラー・コード 

                 下記以外         : その他のエラー 

                  = -E_NOENT :  -2: 該当するメッセージが存在しない 

                    -941          : データ・アイテム定義テーブルの領域不足 

                    -942          : メッセージ定義テーブルの領域不足 

                    -943          : メッセージ毎のアイテムを格納するテーブルの領域不足 

                    -944          : メッセージ毎のアイテムに設定、チェックするデータ格納領域の不足 

                    

               (注 1)  -941 ～ -944 の場合、(1)(a) 参照 

 

 

 

      (*2) mode   : 処理モード 

             EDC 

           +----+----+----+----+ 

             |++-- 取得メッセージ限定 

             |     =0: 限定しない       2: 取得メッセージは、自分側のメッセージ 

             |      1: <reserved>       3: 取得メッセージは、相手側のメッセージ 

             +---- ロック制御の無効化 

                   =0: _TDSMDMssgInitialize() 時の指定に従う 

                    1: ロック制御を行わない 
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    (b) 終了処理 

 

      int  _TDSMDMssgExit(      // 戻り値                                                      (*1) 

      int       md,             // in  : 制御識別子         (_TDSMDMssgInitialize() で取得したもの) 

      int       mode,           // in  : 処理モード                                  ((a)(*1) 参照) 

                                //       (注) (mode&0x4000) の値は対応する _TDSMDMssgFind() と同じ 

                                //          でなければならない 

      void      *msg)           // in  : SECS メッセージ格納領域 

 

 

      (*1) 戻り値 

 

           >  0: <reserved> 

           == 0: OK 

           <  0: <reserved> 

 

 

 

 

    (c) 指定アイテムのパラメータ値取得 

 

      int  _TDSMDMssgNext(      // 戻り値                                                      (*1) 

      int       md,             // in  : 制御識別子         (_TDSMDMssgInitialize() で取得したもの) 

      int       mode,           // in  : 処理モード 

                                //  FE 

                                // +----+----+----+----+ 

                                //  |+---- M(K) 文字列項目 ((form&0xff)==022) 時の文字列変換処理 

                                //  |      =0: 何もしない       1: 自身の文字列コードに変換する。 

                                //  +----- A, J 文字列項目の場合の \377 エスケープにによる Binary 

                                //         値可視化処理        (注: M(K) 項目は不可) (=0:No  1:Yes) 

      void      *msg,           // in  : SECS メッセージ格納領域 

      char      *iname,         // in  : 取得対象のアイテム名称 

      int       nop,            // in  : 取得可能なアイテム・パラメータ個数 

      void      *item)          // out : アイテム・パラメータ格納領域                          (*2) 

                                //       4096Byte 以上の領域とすること 

 

      (*1) 戻り値 

 

           >  0: OK             : 取得したアイテム・パラメータ個数 

           == 0: <reserved> 

           <  0: NG             : エラー・コード 

                 -E_NOENT  :  -2: 指定アイテムは存在しない 

                 上記以外       : その他のエラー 

 

 

      (*2) item   : アイテム・パラメータ格納領域 

 

           指定アイテムの型で格納する。リスト・アイテムの場合は、リスト個数を int 型で格納する。 

         パラメータ個数が複数の場合は、連続して格納する。 

         nop=0 を指定すると、メッセージ中に格納された項目数と同一の個数を指定したものと見なす。 

         文字列アイテムの場合は、格納文字列の最後に '\0' を付与する。従って、文字列アイテムを指定 

         する場合は、item のサイズは nop+1 以上でなければならない。 

 

 

      (注 1) メッセージ中に不定個数のリスト項目がある場合、そのリストを展開したアイテムに関する名称 

          は、XXXX:99 といった形式で表現する。ここで XXXX は、データ・アイテム名称であり、99 は 1 

          から始まる繰り返し回数である。 

          (例) データ・アイテム名称が SVID の場合、最初の繰り返しでの名称は SVID:1、２回目の繰り返 

              しでの名称は SVID:2、17 回目での名称は SVID:17 となる。 
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  (3) SECS 受信メッセージに対する返信メッセージの作成 

 

      受信した SECS メッセージ・ヘッダ及びメッセージ本体より、メッセージ構造定義ファイルを参照して、 

    受信メッセージを特定し、そのメッセージに対応する返信２次メッセージを自動的に特定し、デフォル 

    ト・パラメータを使用した返信メッセージを作成する。 

 

      返信可能な返信２次メッセージが複数ある場合、受信１次メッセージの定義位置から検索を開始し、最 

    初に見つかった対応する SF-Code の２次メッセージを返信メッセージとする。定義ファイルの最後まで 

    到着しても見付からない場合は、ファイルの先頭に戻って検索を継続する。 

 

      自動的に正常な返信メッセージを作成可能なのは、以下の場合 

    ・ 受信メッセージの W-bit が ON 

    ・ 受信メッセージが１次メッセージ 

    ・ 受信メッセージの定義が特定できる 

    ・ 返信可能な２次メッセージの定義が特定できる 

 

      返信可能な２次メッセージを特定できない場合、その理由により、以下のメッセージを作成する。 

    ・ S9F3 : 受信１次メッセージの S-Code は未定義 

    ・ S9F5 : 受信１次メッセージの F-Code は未定義 

    ・ S9F7 : 受信１次メッセージの SF-Code は定義済みだが、メッセージ構造が不正 

    ・ SxF0 : 受信１次メッセージは正常だが、返信２次メッセージが未定義 (x は受信 S-Code) 

 

 

    (a) 受信メッセージに対する返信メッセージの作成 

 

      int  _TDSMDMssgAutoRes(   // 戻り値                                                      (*1) 

      int        md,            // in  : 制御識別子         (_TDSMDMssgInitialize() で取得したもの) 

      int        mode,          // in  : 処理モード                                            (*2) 

      TDSECSHead *rhd,          // in  : 受信 SECS メッセージ・ヘッダ 

      void       *msg,          // i/o : SECS メッセージ格納領域                (領域サイズは xlen) 

                                //       in  : 受信１次メッセージ 

                                //       out : 送信２次メッセージ 

      int        rlen,          // in  : 受信 SECS メッセージのバイト長 

      int        xlen,          // in  : SECS メッセージ格納領域のバイト・サイズ 

      char       *rname,        // out : 受信メッセージ名称                   (=0 の場合格納しない) 

      char       *sname,        // out : 送信メッセージ名称                   (=0 の場合格納しない) 

      int        *sf)           // out : 送信 SF-Code                         (=0 の場合格納しない) 

                                //       bit#14 - 8 : S-Code 

                                //       bit# 7 - 0 : F-Code 
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      (*1) 戻り値 

 

           >= 0: OK             : 送信 SECS メッセージのバイト長 

           <  0: NG             : エラー・コード 

                 下記以外       : その他のエラー 

                  = -941 - -944 : _TDSMDMssgInitialize() 参照 

                    -930        : W-bit が OFF 

                    -931        : 受信メッセージが１次メッセージでない 

 

      (*2) mode   : 処理モード 

             EDC 

           +----+----+----+----+ 

             ||+-- 取得メッセージ検索指定 

             ||    = 0: 取得メッセージは相手側のメッセージであり、相手側メッセージのみを検索。 

             ||      1: 限定しない。 

             || 

             |+--- rhd (受信 SECS メッセージ・ヘッダ) のバイトオーダー指定 

             |     = 0: 動作システムのバイトオーダー 

             |       1: ネットワーク・バイトオーダー 

             |     (注) バイトオーダーの変換対象となるのは TDSECSHead の did, sid, 

             |          xid (第 0,1、6,7、8,9 バイト) 及び SECS-1 の場合の ptp+stp (第 4,5 バイト) 

             | 

             +---- ロック制御の無効化 

                   = 0: _TDSMDMssgInitialize() 時の指定に従う 

                     1: ロック制御を行わない。 
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３.５ その他の機能 

 

  (1) SECS/HSMS 通信処理時 エラー情報の取得 

 

      以下の関数は、SECS/HSMS 通信処理に関するライブラリ中で発生したエラー情報を取得するための 

    ものである。 

    本関数は、エラー発生直後に Call しないと最後に発生したエラーに関する情報を取得できない。 

 

 

    (a) 最後に発生したエラー・コードの取得 

 

      int   _TDSErrorValue(     // 最後に発生したエラー・コード 

      int       fd)             // in  : 制御識別子 

                                //       (_TDSCommOpen() or _TDSUDrvOpen() で取得したもの) 

 

 

    (b) 最後に発生したエラーのポジション・コードの取得 

 

      int   _TDSErrorPosition(  // 最後に発生したエラーのポジション・コード 

      int       fd)             // in  : 制御識別子 

                                //       (_TDSCommOpen() or _TDSUDrvOpen() で取得したもの) 

 

 

    (c) 最後に発生したエラー情報の取得 

 

      void  _TDSErrorStatus( 

      int       fd,             // in  : 制御識別子 

                                //       (_TDSCommOpen() or _TDSUDrvOpen() で取得したもの) 

      int       *err,           // out : 最後に発生したエラー・コード 

      int       *pos)           // out : 最後に発生したエラーのポジション・コード 

 

 

 

  (2) SECS/HSMS メッセージ処理時 エラー情報の取得 

 

      以下の関数は、SECS/HSMS メッセージ処理 (構築、解析) に関するライブラリ中で発生したエラー 

    情報を取得するためのものである。 

    本関数は、エラー発生直後に Call しないと最後に発生したエラーに関する情報を取得できない。 

 

 

    (a) 最後に発生したエラー・コードの取得 

 

      int   _TDSMssgErrorValue(// 最後に発生したエラー・コード 

      int       md)            // in  : 制御識別子         (_TDSMssgInit()、_Find() で取得したもの) 

 

 

    (b) 最後に発生したエラーのポジション・コードの取得 

 

      int   _TDSMssgErrorPosition(// 最後に発生したエラーのポジション・コード 

      int       md)               // in  : 制御識別子      (_TDSMssgInit()、_Find() で取得したもの) 

 

 

    (c) 最後に発生したエラー情報の取得 

 

      void  _TDSMssgErrorStatus( 

      int       md)           // in  : 制御識別子          (_TDSMssgInit()、_Find() で取得したもの) 

      int       *err,         // out : 最後に発生したエラー・コード 

      int       *pos)         // out : 最後に発生したエラーのポジション・コード 
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４. ツール 

 

  (1) 通信制御プロセス 

  (2) 通信データ・キュー・テーブル参照ツール 

  (3) エラー一覧表示 
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４.１ 通信制御プロセス 

 

    _TDSCommOpen() 時に、(mode&0x03) を =1 指定し、SECS/HSMS 通信制御プロセス (tdsc) を使用する指定 

  をした場合、本プロセスが、相手側との通信制御を実行する。1.(3)(b) を参照すること。 

 

 

 

  (1) 起動法 

 

      tdsc [options] ini [sect] 

      ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

 

      ini        : SECS/HSMS 通信パラメータ設定ファイル (.ini ファイル) のファイル・パス名称 

 

      sect       : 設定ファイル内の使用するセクション名称 

 

      options... : オプション・パラメータ 

 

        -v       : 冗長出力指定 

        -f       : 本プロセス (tdsc) をフォアグラウンドで動作させる 

        -w       : (Windows 以外) 表示後、終了確認を行う 

                   (Windows)      表示後、終了確認を行わない 

 

        +W       : Windows の場合、起動コンソールから切り離す 

                  (Window 自体を消去可能なのは、起動コンソールを本プロセスが占有している場合のみで 

                  ある。従って、本プログラム自身へのショート・カット等により起動した場合にのみ 

                  Window 自体が消去される。) 
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４.２ 通信データ・キュー・テーブル参照ツール 

 

    通信データ・キューとして、ファイルもしくは共有メモリを使用する場合、通信処理を実行したメッセー 

  ジの内容を外部から参照することができる。 

  本ツールは、その機能を実現する。 

 

  また、本サブ・システムはいくつかのシステム・リソースを使用する。本ツールは、そのリソースを強制的 

  に開放することができる。(下記 -r オプション参照) 

 

 

 

 

  (1) 起動法 

 

      tdsm [options..] ini [type] 

      ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

 

      ini        : SECS/HSMS 通信パラメータ設定ファイル (.ini ファイル) のファイル・パス名称 

 

      type       : SECS/HSMS 通信データ・キュー内容の表示対象 

                   type = qu : 全体(データ部はヘッダ情報のみ) 

                          qh : ヘッダ・レコード 

                          qw : ライト・ポインタ・レコード 

                          qr : リード・ポインタ・レコード 

                          qd : データ・レコード 

 

      options... : オプション・パラメータ 

 

        -v            : エラー・メッセージの冗長出力 

        -f            : 表示を古いデータから順に行う。 

        -b            : 表示を新しいデータから順に行う。 

        -s sect       : 設定ファイル内の使用するセクション名称 

        -q type       : キュー・ファイルの種別 

                        type = r : SECS 受信    メッセージ・キュー 

                               s : SECS 送信    メッセージ・キュー 

                               c : SECS 送信結果メッセージ・キュー 

        -c form       : キュー・データの表示形式 

                        form = 1 : リスト形式 

                               2 : Hexa 形式 

                               3 : リスト 及び Hexa 形式 

        -t            : リスト形式表示を NSG/TS300 の形式とする 

 

        -R start,stop : 表示データの対象レコードを指定する 

        -D start,stop : 表示データの対象を指定の日付に制限する 

        -T start,stop : 表示データの対象を指定の時刻に制限する 

 

        -H            : 表示時にキュー・ファイル行を表示しない 

        -Z            : 表示行のデータがすべて '0' の場合表示しない 

        -B            : 表示行のデータがすべて ' ' の場合表示しない 

                                                                                                     

        -r            : 関連するリソース ID、共有メモリ ID を開放する             (UNIX の場合に有意) 

        -w            : (Windows 以外) 表示後、終了確認を行う 

                        (Windows)      表示後、終了確認を行わない 
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４.３ エラー一覧表示 

 

    TDS が発生するエラー番号の一覧を標準出力に表示する。 

 

 

 

  (1) 起動法 

 

      tdse [options..] 

      ~~~~~~~~~~~~~~~~ 

 

      options... : オプション・パラメータ 

 

        -e       : 英語出力 

        -w       : (Windows 以外) 表示後、終了確認を行う 

                   (Windows)      表示後、終了確認を行わない 
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Ａ. SML 形式、NSG/TS300 形式 メッセージ構造定義ファイル書式 

 

  (1) SML 形式 

 

    (a) 全体構成 

 

        //                                       コメント行 

 

        S1F1_H          HW                    // メッセージ定義行 

           

        S1F2_E          E                     // メッセージ定義 

          <L[2]                               // 固定個数リスト定義 

            <A[6]MDLN "EQUIP">                // 固定個数項目定義 

            <A[6]REVISION "20.090"> 

          >                                   // リスト終了定義 

 

        S1F3_H          HW 

          <L[N]NOI1                           // 不定個数リスト定義 

            <L[2] 

              <A[0..16]RPTID "RP001">         // 不定個数項目定義 

              <L[1.. 4]NOI2 

                <U4[1..8]SVID "0,1,2"> 

              > 

            > 

          > 

 

    (b) メッセージ定義行 

 

       name  flag 

       ~~~~~~~~~~ 

       name     : このメッセージの名称を "SxFy_ZZZZ" の形式で指定する。 

                  x に S-Code、y に F-Code を指定する。ZZZZ は任意の文字列を指定可能。 

 

                  (注 1) 同一の SF-Code で名称を変えて複数のメッセージを定義することができる。 

                      受信メッセージに対して、メッセージ定義を適用する際は、発信先及び、メッセージ 

                      構造を比較して最適なメッセージを選択する。 

                  (注 2) 名称に使用可能な文字は、アルファベット大文字、数字 及び '_' (アンダースコ 

                      ア) で、先頭文字は数字以外とし、全体の長さは 30 文字以内とすること。 

 

       flag     : 以下の文字を組み合わせて指定する。 

                  H : ホスト側発信メッセージ 

                  E : 装置  側発信メッセージ 

                  W : ２次メッセージの受信を待つ１次メッセージ 

                  D : デフォルトの２次メッセージ 

 

                  (注 3) H、E は省略可能であり、どちらも指定しない場合は、どちらの発信メッセージと 

                      しても扱う。 

 

                  (注 4) D : _TDSMDMssgAutoRes() で受信１次メッセージを検索したときに、該当する１次 

                      メッセージが無かった場合に、メッセージ構造とは無関係に、SF コードのみで決定 

                      する２次メッセージとする。必ずしも 'D' を指定した２次メッセージを定義する必 

                      要はない。 

 

       (注 5) 通常、送受信対象となる全ての SF-Code、全てのメッセージ構造を定義すること。ただし返信 

           ２次メッセージに関しては 'D' 指定を行う場合、必ずしも、その２次メッセージに対応する１次 

           メッセージを定義する必要はない。 

           また、自動応答を行う場合の受信１次メッセージの検索、対応２次メッセージの確定、及び検索 

           不可の場合の返信２次メッセージの選定に関しては _TDSMDAutoRes() の説明を参照すること。 
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    (c) リスト定義行、リスト終了定義行 

 

       <L[n]  もしくは  <L[N]name  もしくは  <L[m..x]name  もしくは  <L[0|x]name 

       ~~~~~            ~~~~~~~~~            ~~~~~~~~~~~~            ~~~~~~~~~~~ 

       n        : リスト項目数                                  (項目数固定) 

 

       N        : リスト項目数が不定であることを示すキーワード  (項目数不定) 

       m        : 最小リスト項目数                              (項目数不定) 

       x        : 最大リスト項目数                              (項目数不定) 

 

       name     : 不定個数リストの項目数を決定する時に使用する名称 

 

                  (注 1) [0|x] 以外の不定個数リストの場合、そのリストで定義可能な項目は「単一」で 

                      なくてはならない。 

                  (注 2) [0|x] 指定の場合、リストに含まれる項目数が 0 もしくは x であることを示す。 

                      この場合、リストに含まれる項目は、単一である必要はなく、任意の項目を x 個 

                      指定する。 

                      この指定の場合、項目数をこの指定の場合、項目数をこの指定の場合、項目数をこの指定の場合、項目数を    1111～～～～xxxx----1 1 1 1 個とすることはできない。必ず個とすることはできない。必ず個とすることはできない。必ず個とすることはできない。必ず    0 or x 0 or x 0 or x 0 or x とする。とする。とする。とする。    

                      ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

                  (注 3) (b)(注 2) と同様 

                      (全体の長さには、不定個数を確定したことにより付与する ":1" 等を含む) 

                  (注 4) 不定個数リストを指定する場合、「必ず」不定個数リストを指定する場合、「必ず」不定個数リストを指定する場合、「必ず」不定個数リストを指定する場合、「必ず」name (name (name (name (項目名称項目名称項目名称項目名称) ) ) ) を指定すること。を指定すること。を指定すること。を指定すること。 

                        ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

       > 

       ~ 

 

      (注 5) 項目数が不定であるリスト定義を、任意の階層で、任意の個数行うことができる。 

          不定個数のリスト項目には、必ず項目名称を指定し、メッセージ構築時にリスト個数を確定しなけ 

          ればならない。不定個数リストの個数を確定した際の項目名称の展開に関して、「3.4(1)(c) デー 

          タ・アイテムのパラメータ値設定」の注記を参照すること。 

 

 

      (注 6) 不定個数リストに含まれる項目は、(L[0|x] 指定を除き) 単一でなければならない。 

          以下に設定例を示す。(紙面の都合上、リストの閉じ ">" は省略する。) 

 

         ・ OK な指定                 ・ NG な指定              ・ OK な指定 

         1. <L[N]NOI1                  1. <L[0..2]NOI1            1. <L[0|2]NOI1 

              <L[2]                         <A[20]ID>                  <A[20]ID> 

                <A[20]ID>                   <U4[1]DATA>                <U4[1]DATA> 

                <U4[1..2]DATA>  

                                       2. <L[N]NOI1               2. <L[0|2]NOI1 

         2. <L[0..5]NO1                     <A[20]TEXT>                <A[20]TEXT> 

              <A[0..40]TEXT>                <L[2]                      <L[2] 

                                              <A[20]ID>                  <A[20]ID> 

                                              <U4[1]DATA>                <U4[1]DATA> 
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    (d) 項目定義行 

 

       <X[n]name "val0[,val1[,...]]" ["cp00[,cp01[,...]]" [... ["cp30[,cp31[,...]]"]]]> 

       ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

       もしくは   

 

       <X[m..x]name "val0[,val1[,...]]" ["cp00[,cp01[,...]]" [... ["cp30[,cp31[,...]]"]]]> 

       ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

       (注 0) 定義行の長さの最大は 1000Bytes 

              ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

       X        : 項目タイプ 

                  B  : 1Byte Binary         I1: 1Byte 符号付き整数      U1: 1Byte 符号無し整数 

                  T  : 1Byte Logical        I2: 2Byte 符号付き整数      U2: 2Byte 符号無し整数 

                  A  : Ascii 文字           I4: 4Byte 符号付き整数      U4: 4Byte 符号無し整数 

                  J  : 1Byte JIS-8 文字     I8: 8Byte 符号付き整数      U8: 8Byte 符号無し整数 

                  K  : 2Byte 文字           F4: 4Byte IEEE 形式実数 

                  M99: Multi Byte 文字      F8: 8Byte IEEE 形式実数 

                  (注 1) M99 の場合、99 に "LSH" (ローカル文字列ヘッダ) の値を指定する。 

                      指定可能な LSH の範囲は 0～65535。 

                      本ライブラリが文字コードを実行環境に合わせて自動変換可能なのは以下の通り。 

                      ・ LSH= 2 : UTF-8 

                      ・ LSH= 8 : Shift-JIS 

                      ・ LSH= 9 : EUC-JP 

 

       n        : 項目数             (項目数固定) 

       m        : 最小項目数         (項目数不定) 

       x        : 最大項目数         (項目数不定) 

 

       name     : 項目名称           (必ず指定する必ず指定する必ず指定する必ず指定する。使用可能文字等に関しては (b)(注 2) と同様) 

       val0 ..  : 送信時に使用するデフォルトの項目値 

                  複数項目の場合は、全体を '"' で括って、各要素を ',' で区切って指定するが、文 

                  字項目の場合は、文字列として指定する。 

       cp00 ..  : 受信時のチェックに使用する項目値 (最大４個 (４組) まで指定可能) 

                  複数項目の場合は、val と同様の形式で指定する。 

                  (注 2) 項目タイプ K (2Byte 文字)、M99 (Multi Byte 文字) は、本パラメータ指定に 

                      よる項目一致判定は行えない。 

 

      (注 3) リスト定義行とは異なり、<X[N]name ... > とした "N" での不定項目数指定はできない。 

      (注 4) 文字項目の指定において、'"' で括った文字列中で '"'、'\' を指定する場合は、先行する 

          '\' でエスケープすること。 

          即ち、文字列として「123"456\789」を指定する場合は "123\"456\\789" と記述する。 

          また、'\' に引き続き３桁の８進数 (\001～\376) を記すことにより任意 (\000、\377 を除く) 

          のバイナリ値を記述することが可能。 

      (注 5) cp00 等のチェック項目は、受信メッセージをメッセージ定義と比較する際、該当する受信デー 

          タ値が、ここで指定する値に一致するか否かを判定し、一致する場合に受信メッセージがこのメッ 

          セージ定義と一致する、と判断する。即ち、同一メッセージ構造を持つメッセージ定義を、設定可 

          能な値毎に複数定義することが可能。チェック項目を指定しない場合は、項目値が一致するか否か 

          の判断を行わない。 

 

      <設定例> 

        <A [0..6]NAME "NA\003\004\005" "NA\003\004\005" "NAME1" "NAME02" "NAME03"> 

        <B [1]B1 "1" "1" "2"> 

        <B [3]B3 "10,20,30" "10,20,30" "11,21,31" "12,22,32"> 

        <U2[1]NWAFER> 

        <B [1]CEID "122" "122" "123"> 

        <A [6]MDLN "MACH01"> 
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      (注 6) マクロ名称として以下が指定可能 

 

        ・ @TIME       : 現在時刻 

                         デフォルト・パラメータ値として、書式を YYYY、YY、MM、DD、hh、mm、ss を 

                         組み合わせて指定すること。 

 

        ・ @FILEXXXXX  : 指定ファイルからの設定データの取得 

                         アイテム・リスト中に @FILEXXXXX を定義し、型及びデータ個数を指定する。 

                         XXXXX の部分は任意の名称とし、デフォルト・パラメータ値として、ファイル・ 

                         パス名称を指定する。 

 

                         デフォルト・パラメータ値として "@FILENAME=XXXX" 形式で指定することも可能 

 

                       (注 a) 本機能を適用してファイル名称 (XXXX) を指定する場合において、固定個数の 

                           項目数とする場合は、、指定ファイル名称の長さは、その項目が使用するバイト 

                           数以下とする必要がある。 

                           ・ B[6]=BIN01    "@FILENAME=a.txt" ......... OK 

                           ・ B[4]=BIN01    "@FILENAME=a.txt" ......... NG 

                           ・ B[0..4]=BIN01 "@FILENAME=a.txt" ......... OK 

                           ・ U2[4]=U2_02   "@FILENAME=u2_0.txt" ...... OK 

                           ・ U2[4]=U2_02   "@FILENAME=u2_02.txt" ..... NG 

 

                       (注 b) 本機能を文字列項目 (A[]) に適用する場合、指定ファイル内に '\0' (0x00) 

                           を設定することはできない。 

 

                       (注 c) 本機能を複数バイトの数値項目 (I2,I4,I8,U2,U4,U8,F4,F8) に適用する場合 

                           ファイルに格納する数値のバイトオーダーは、当該システムのでのバイトオー 

                           ダーとすること。 

 

        <設定例> 

 

          <A [ 16]@TIME ""> 

          <A [ 16]@TIME "YYYYMMDDhhmmss00"> 

 

          <U2[128]@FILEDATA0 "U2DataFile.dat"> 

          <U1[1000..16777215]FILEDATA1 "@FILENAME=U1DataFile.dat"> 

          <A[0..128]TEXTDATA0 "@FILENAME=ADataFile.dat"> 

 

 

      (注 7) 数値項目の最大設定個数は 64 個となる。それ以上のデータ個数を設定する場合は、上述のデータ 

          ファイルを使用した項目値設定を行う必要がある。
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  (2) NSG/TS300 形式 

 

      (注 1) NSG/TS300 のオリジナル書式に関しては、NSG/TS300 の説明書を参照すること。 

          本仕様では、オリジナル書式と以下の点が異なる。 

 

    (a) メッセージ名称等の定義行において、２項目目の "EW-Bit" の指定が異なる。 

      ・ NSG/TS300 仕様 : 返信待ち無しの場合    返信待ち有りの場合 

         ホストが対象   :     ""                    "W" 

         装置が対象     :     "E"                   "EW" 

         両方が対象     :     設定不可              設定不可 

 

      ・ 本ライブラリの NSG/TS300 形式での指定の仕様 

                        : 返信待ち無しの場合    返信待ち有りの場合 

         ホストが対象   :     "H"                   "HW" 

         装置が対象     :     "E"                   "EW" 

         両方が対象     :     "" or "HE"            "W" or "HEW" 

 

      ・ 即ち、ホスト対象メッセージの定義が異なるので、ホストのみを対象としたい場合は、変更する 

         必要がある。 

 

 

    (b)  不定個数のリスト項目の NSG/TS300 メッセージ構造定義ファイルでの記述は、以下の２種が可能 

 

      ・ L,N [,ListItemName]        (NSG/TS300 でも指定可能) 

      ・ L,99..99 [,ListItemName]   (NSG/TS300 では、この形式は指定不能) 

 

       ここで、99..99 は、リストの最小個数と最大個数を意味し、通常のデータ・アイテムの指定における 

       不定項目数の指定形式と同一である。ListItemName は、_TDSMDMssgBuild() でリスト項目数を指定す 

       る際に使用する項目名称であり、この名称が指定されていない場合は、実行時にリスト個数を指定す 

       ることはできない。 

 

 

    (c) マクロ名称として以下が指定可能 

 

      ・ @TIME       : 現在時刻 

                       デフォルト・パラメータ値として、書式を YYYY、YY、MM、DD、hh、mm、ss を組み 

                       合わせて指定すること。 

 

      ・ @FILEXXXXX  : 指定ファイルからの設定データの取得 

                       アイテム・リスト中に @FILEXXXXX を定義し、型及びデータ個数を指定する。 

                       XXXXX の部分は任意の名称とし、デフォルト・パラメータ値として、ファイル・パ 

                       ス名称を指定する。 

                       ファイル・パス名称を相対パスとして指定する場合は、NSG/TS300 メッセージ定義 

                       ファイルが存在するディレクトリからの相対パスとして指定すること。 

 

         (注) 指定ファイルからの設定データの取得は、NSG/TS300 と同様の形式での指定も可能。 

            ・ データ・アイテムは、通常のデータ・アイテムを指定する。 

            ・ デフォルト・パラメータ値として、以下の形式で、ファイル・パス名称を指定する。 

               @FILENAME="XXXXXX" 
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Ｂ. SECS/HSMS 通信ライブラリ (C# 版) API 仕様 

 

 

  (1) SECS/HSMS メッセージ通信機能 (通常 API) 

 

  (2) SECS/HSMS メッセージ通信機能 (簡易 API) 

 

  (3) SECS メッセージ構築、解析機能 

 

  (4) SML 形式、NSG/TS300 形式 メッセージ構造定義を使用した SECS メッセージ構築、解析機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (注 1) 本章に示す各関数は、以下の属性を持つ。 

 

    ・ namespase : TDCSL 

    ・ class     : TDS 

 

 

  (注 2) 各関数の処理、パラメータ詳細等は、第３章を参照すること。 

 

 

  (注 3) 本ライブラリの使用には、以下の DLL が必要となる。 

 

    ・ Windows の場合 

      ・ TDCSS.dll、TDS.dll 

 

 



 

                                                                                              B.1-1 

Ｂ.１ SECS/HSMS メッセージ通信機能 (通常 API) 

 

    以下の説明において、戻り値、パラメータ内容等は、3.1 節記載の対応する API を参照すること。 

 

 

  (1) SECS/HSMS 通信 オープン処理 

 

      int  TDS._CommOpen(       // 戻り値 

      int       mode,           // in  : 処理モード 

      string    *ini,           // in  : .ini ファイルのパス名称 

      string    *sect)          // in  : .ini ファイル中の対象セクション名称 

 

 

      (注 1) C 関数での Callback 関数の設定はできない。 

          Callback 関数を必要とする場合は、AP 側で例えば以下のようなコードにより、Callback 処理を 

          行う必要がある。 

 

        ・ Callback 関数用スレッドの起動 

           Thread   th; 

           string   param; 

           param=fd.ToString(); // fd は TDS._CommOpen() で取得した制御識別子 

           th=new Thread(new ParameterizedThreadStart(RecvProcThread)); 

           th.Start(param); 

 

        ・ Callback 関数用スレッド 

           private static void RecvProcThread(object param) 

           { 

             byte[]     msg=new byte[512],hd=new byte[12]; 

             uint       xid; 

             int        fd,rtn,req,devid,sf; 

             fd=int.Parse((string)param); 

             for(;;){ 

               req=0; 

               if((rtn=TDS._CommRecv(fd,0,out devid,out sf,out xid,ref msg,512,ref hd))==(-951)){ 

                 Thread.sleep(100); 

               }else{ 

                 if((-1000)<rtn && rtn<(-959)) req=(-rtn)-900; 

                 CBRecvProc(req,rtn,devid,sf,xid,hd,msg); 

             } } 

           } 

 

        ・ Callback 処理関数 

           private static int 

           CBRecvProc(int req, int rtn, int devid, int sf, uint xid, byte[] thd, byte[] msg) 

           { 

             // Callback 処理 

             // パラメータは、2.2 (3) に示す構造体 TDSCBData の各メンバー変数と同様 

           } 

 

 

 

 

  (2) SECS/HSMS 通信 クローズ処理 

 

      int  TDS._CommClose(      // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子                (TDS._CommOpen() で取得したもの) 

      int         mode)         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 
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  (3) SECS/HSMS 通信 受信処理 

 

      int  TDS._CommRecv(       // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子                (TDS._CommOpen() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

      out int     devid,        // out : 受信メッセージのデバイスＩＤ 

      out int     sf,           // out : 受信メッセージのＳＦコード 

      out uint    xid,          // out : 受信メッセージのトランザクションＩＤ (SystemByte) 

      byte[]      msg,          // out : 受信メッセージ本体   (データ部) 

      int         len,          // in  : 受信可能メッセージ長 (バイト数) 

      byte[]      hd)           // out : 受信メッセージ・ヘッダ 

                                // (注 1) hd を構成する 10Byte のうち、複数バイトで構成するメンバー 

                                //     (2.2 (1) に示すヘッダ構成 TDSECSHead.did、sid、xid 及び 

                                //     SECS-1 接続時の ptp+stp) は、動作システムでのバイトオーダー 

                                //     となる。 

                                //     即ち Intel CPU を使用した Little Endian のシステムでは、例え 

                                //     ば did=0x1234 の場合は、hd[0]=0x34、hd[1]=0x12 となる。 

                                //     この場合 devid にはもちろん 0x1234 が報告される。 

 

 

 

 

  (4) SECS/HSMS 通信 送信処理 

 

      int  TDS._CommSend(       // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子                (TDS._CommOpen() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

      int         devid,        // in  : 送信メッセージのデバイスＩＤ 

      int         sf,           // in  : 送信メッセージのＳＦコード 

      uint        xid,          // in  : 送信メッセージのトランザクションＩＤ (SystemByte) 

      byte[]      msg,          // in  : 送信メッセージ本体   (データ部) 

      int         len,          // in  : 送信メッセージ長     (バイト数) 

      byte[]      hd)           // out : 送信メッセージ・ヘッダ   ((mode&0x0f00)==0 の場合のみ有効) 

                                //       (注) B.1 (3)(注 1) 参照 

 

 

 

 

  (5) SECS/HSMS 通信 不正メッセージ受信結果送信処理 

 

      int  TDS._CommSendError(  // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子                (TDS._CommOpen() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      int         devid,        // in  : 送信メッセージのデバイスＩＤ 

      int         sf,           // in  : 送信メッセージのＳＦコード 

      byte[]      rhd)          // in  : 送信対象の不正メッセージのヘッダ     (S9Fx の場合のみ有意) 

                                //       (注) B.1 (3)(注 1) 参照 
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  (6) 接続状態の確認 

 

      int  TDS._CommStatus(     // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子                (TDS._CommOpen() で取得したもの) 

      int         mode)         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

 

 

 

 

  (7) セッションＩＤ毎の接続状態の確認 (HSMS-GS) 

 

      int  TDS._CommSelectStatus( // 戻り値 

      int       fd,             // in  : 制御識別子                (TDS._CommOpen() で取得したもの) 

      int       mode,           // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      int       devid)          // in  : セッションＩＤ  (デバイスＩＤ) 

 

 

 

 

  (8) SECS メッセージ・ヘッダ構造のバイト・オーダー変換 

 

      int  TDS._CommHeaderBO( 

      int         fd,           // in  : 制御識別子                (TDS._CommOpen() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte[]      hd)           // i/o : 変換対象 SECS メッセージ・ヘッダ 

 

 



 

                                                                                              B.1-4 

 

  (9) SF-Code 別統計情報関連 

 

    (a) SF-Code 別統計情報テーブルを初期化する 

 

      void TDS._CommSInfoClear( 

      int         fd,           // in  : 制御識別子                (TDS._CommOpen() で取得したもの) 

      int         mode)         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

 

 

    (b) SF-Code 別統計情報テーブル内容を取得する 

 

      int  TDS._CommSInfoGet(    // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子                (TDS._CommOpen() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

      int         sf,           // in  : 取得対象 SF-Code 

      int[]       stinf)        // out : SF-Code 別 SECS Message 統計情報 

 

 

    (c) SF-Code 別統計情報テーブル内容を通信トレース・ファイルに出力する 

 

      void TDS._CommSInfoOut( 

      int         fd,           // in  : 制御識別子                (TDS._CommOpen() で取得したもの) 

      int         mode)         // in  : 処理モード 

 

 

 

 

  (10) ユーザ・コメント・メッセージの通信トレース・ファイルへの追加出力 

 

      int  TDS._CommUserComment(// 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子                (TDS._CommOpen() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      string      comm)         // in  : 出力するコメント・メッセージ 
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Ｂ.２ SECS/HSMS メッセージ通信機能 (簡易 API) 

 

    以下の説明において、戻り値、パラメータ内容等は、3.1 節記載の対応する API を参照すること。 

 

 

  (1) SECS/HSMS 通信 オープン処理 

 

      int  TDS._UDrvOpen(       // 戻り値 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

      string      *ini,         // in  : .ini ファイルのパス名称 

      string      *sect,        // in  : .ini ファイル中の対象セクション名称 

      int         mask)         // in  : 取得イベントのマスク 

 

 

 

  (2) SECS/HSMS 通信 クローズ処理 

 

      int  TDS._UDrvClose(      // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子                (TDS._UDrvOpen() で取得したもの) 

      int         mode)         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

 

 

 

  (3) SECS/HSMS 通信 受信処理 

 

      int  TDS._UDrvRecv(       // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子                (TDS._UDrvOpen() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

      out int     devid,        // out : 受信メッセージのデバイスＩＤ 

      out int     sf,           // out : 受信メッセージのＳＦコード 

      out uint    xid,          // out : 受信メッセージのトランザクションＩＤ (SystemByte) 

      byte[]      msg,          // out : 受信メッセージ本体   (データ部) 

      int         len,          // in  : 受信可能メッセージ長 (バイト数) 

      byte[]      hd)           // out : 受信メッセージ・ヘッダ 

                                //       (注) B.1 (3)(注 1) 参照 

 

 

 

 

  (4) SECS/HSMS 通信 送信処理 

 

      int  TDS._UDrvSend(       // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子                (TDS._UDrvOpen() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

      int         devid,        // in  : 送信メッセージのデバイスＩＤ 

      int         sf,           // in  : 送信メッセージのＳＦコード 

      uint        xid,          // in  : 送信メッセージのトランザクションＩＤ (SystemByte) 

      byte[]      msg,          // in  : 送信メッセージ本体   (データ部) 

      int         len,          // in  : 送信メッセージ長     (バイト数) 

      byte[]      hd)           // out : 送信メッセージ・ヘッダ   ((mode&0x0f00)==0 の場合のみ有効) 

                                //       (注) B.1 (3)(注 1) 参照 
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  (5) SECS/HSMS 通信 不正メッセージ受信結果送信処理 

 

      int  TDS._UDrvSendError(  // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子                (TDS._UDrvOpen() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      int         devid,        // in  : 送信メッセージのデバイスＩＤ 

      int         sf,           // in  : 送信メッセージのＳＦコード 

      byte[]      rhd)          // in  : 送信対象の不正メッセージのヘッダ     (S9Fx の場合のみ有意) 

                                //       (注) B.1 (3)(注 1) 参照 

 

 

 

  (6) 接続状態の確認 

 

      int  TDS._UDrvStatus(     // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子                (TDS._UDrvOpen() で取得したもの) 

      int         mode)         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

 

 

 

  (7) セッションＩＤ毎の接続状態の確認 (HSMS-GS) 

 

      int  TDS._UDrvSelectStatus(// 戻り値  

      int         fd,           // in  : 制御識別子                (TDS._UDrvOpen() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      int         devid)        // in  : セッションＩＤ  (デバイスＩＤ) 

 

 

 

  (8) SECS メッセージ・ヘッダ構造のバイト・オーダー変換 

 

      int  TDS._UDrvHeaderBO( 

      int         fd,           // in  : 制御識別子                (TDS._CommOpen() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte[]      hd)           // i/o : 変換対象 SECS メッセージ・ヘッダ 
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  (9) SF-Code 別統計情報関連 

 

    (a) SF-Code 別統計情報テーブルを初期化する 

 

      void TDS._UDrvSInfoClear( 

      int         fd,           // in  : 制御識別子                (TDS._UDrvOpen() で取得したもの) 

      int         mode)         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

 

 

    (b) SF-Code 別統計情報テーブル内容を取得する 

 

      int  TDS._UDrvSInfoGet(    // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子                (TDS._UDrvOpen() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

      int         sf,           // in  : 取得対象 SF-Code 

      int[]       stinf)        // out : SF-Code 別 SECS Message 統計情報 

 

 

    (c) SF-Code 別統計情報テーブル内容を通信トレース・ファイルに出力する 

 

      void TDS._UDrvSInfoOut( 

      int         fd,           // in  : 制御識別子                (TDS._UDrvOpen() で取得したもの) 

      int         mode)         // in  : 処理モード 

 

 

 

  (10) ユーザ・コメント・メッセージの通信トレース・ファイルへの追加出力 

 

      int  TDS._UDrvUserComment(// 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子                (TDS._UDrvOpen() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      string      comm)         // in  : 出力するコメント・メッセージ 
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Ｂ.３ SECS メッセージ構築、解析機能 

 

    以下の説明において、戻り値、パラメータ内容等は、3.1 節記載の対応する API を参照すること。 

 

 

  (1) SECS メッセージ構築 

 

    (a) 初期化 

 

      int  TDS._MssgInit(       // 戻り値 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

      byte[]      msg,          // out : SECS メッセージ格納領域 

      int         len,          // in  : SECS メッセージ格納領域のバイト・サイズ 

      int         fdc)          // in  : SECS 通信制御識別子 (Open 処理済みのもの) もしくは 

                                //       処理対象最大 SECS メッセージ・バイト・サイズ 

 

 

 

    (b) 終了処理 

 

      int  TDS._MssgEnd(        // 戻り値 

      int         md,           // in  : 制御識別子                (TDS._MssgInit() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte[]      msg)          // i/o : SECS メッセージ格納領域 

 

 

 

    (c-1) データ・アイテム追加 (通常形式) 

 

      int  TDS._MssgBuild(      // 戻り値 

      int         md,           // in  : 制御識別子                (TDS._MssgInit() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte[]      msg,          // i/o : SECS メッセージ格納領域 

      int         form,         // in  : 追加アイテム形式コード 

      int         nop,          // in  : 追加アイテム・パラメータ個数 

      void        *item)        // in  : 追加アイテム・パラメータ格納領域 

 

 

      (注) 追加アイテム・パラメータ格納領域は、以下の形式での指定が可能 

 

         ・ void*        ・ string       ・ float[]      ・ double[] 

         ・ sbyte []     ・ short []     ・ int  []      ・ long  [] 

         ・ byte  []     ・ ushort[]     ・ uint []      ・ ulong [] 

 

 

 

    (c-2) データ・アイテム追加 (文字列形式) 

 

      int  TDS._MssgBuildL(    // 戻り値                                               ((c-1) 参照) 

      int         md,          // in  : 制御識別子                 (TDS._MssgInit() で取得したもの) 

      int         mode,        // in  : 処理モード 

      byte[]      msg,         // i/o : SECS メッセージ格納領域 

      string      str)         // in  : 所定の文字列形式の SECS データ・アイテム 
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  (2) SECS メッセージ解析 

 

    (a) 初期化 

 

      int  TDS._MssgFind(       // 戻り値 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

      byte[]      msg,          // in  : SECS メッセージ格納領域 

      int         len,          // in  : SECS メッセージのバイト・サイズ 

      int         fdc,          // in  : SECS 通信制御識別子 (Open 処理済みのもの) もしくは 

                                //       処理対象最大 SECS メッセージ・バイト・サイズ 

      byte[]      hd,           // in  : SECS メッセージ・ヘッダ 

                                //       (注) B.1 (3)(注 1) 参照 

      out string  mname)        // out : メッセージ名称 

 

 

 

    (b) 終了処理 

 

      int  TDS._MssgExit(       // 戻り値 

      int         md,           // in  : 制御識別子                (TDS._MssgFind() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte[]      msg)          // in  : SECS メッセージ格納領域 

 

 

 

    (c-1) データ・アイテム取得 (通常形式) 

 

      int  TDS._MssgNext(       // 戻り値 

      int         md,           // in  : 制御識別子                (TDS._MssgFind() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte[]      msg,          // in  : SECS メッセージ格納領域 

      out int     form,         // out : アイテム形式コード 

      out int     parl,         // out : アイテム１個の占めるバイト・サイズ 

      out int     noi,          // out : アイテム・パラメータ個数 

      void        *item,        // out : アイテム・パラメータ値格納領域 

      int         xlen,         // in  : アイテム・パラメータ値格納領域のバイト・サイズ 

      out string  sitem)        // out : 取得したアイテムが文字列の場合、その文字列を格納する。 

                                //       格納するのは item に格納できた部分である。即ち xlen を 

                                //       超えることはできない。 

 

 

 

    (c-2) データ・アイテム取得 (文字列形式) 

 

      int  TDS._MssgNextL(      // 戻り値 

      int         md,           // in  : 制御識別子                (TDS._MssgFind() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

      byte[]      msg,          // in  : SECS メッセージ格納領域 

      out int     form,         // out : アイテム形式コード 

      out int     noi,          // out : アイテム個数 

      out string  str)          // out : 所定の文字列形式の SECS データ・アイテム (最大 1000 バイト) 
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Ｂ.４ SML 形式、NSG/TS300 形式 メッセージ構造定義を使用した SECS メッセージ構築、解析機能 

 

   ＜注意＞ 

     以下の各関数の関数名の先頭３文字 (_MD) を、使用するメッセージ定義ファイルの形式により、以下の 

   ように読み替えて使用することも可能。 

 

   ・ SML 形式 ............. _SM 

   ・ NSG/TS300 形式 ....... _TS 

 

 

    以下の説明において、戻り値、パラメータ内容等は、3.1 節記載の対応する API を参照すること。 

 

 

 

  (0) メッセージ構造定義情報取得、解放 

 

    (a) メッセージ構造定義情報取得 及び 初期化 

 

      int  TDS._MDMssgInitialize(      //戻り値 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

                                //              10 

                                //       ----+----+ 

                                //              ++-- 0:SML 形式      1:TS300 形式 

                                //                   2:<reserved>    3:<reserved> 

                                //              (注) _SMMssgInitialize()、_TSMssgInitialize() 

                                //                   の場合、本ビット指定は無意味 

      int         fdc,          // in  : SECS 処理制御識別子                  (Open 処理済みのもの) 

      string      path)         // in  : メッセージ構造定義ファイル・パス名称 

 

 

 

    (b) メッセージ構造定義情報解放 

 

      void TDS._MDMssgTerminate( 

      int         md,           // in  : 制御識別子        (TDS._MDMssgInitialize() で取得したもの) 

      int         mode)         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 
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  (1) SECS メッセージ構築 

 

    (a) 初期化 

 

      int  TDS._MDMssgInit(     // 戻り値 

      int         md,           // in  : 制御識別子        (TDS._MDMssgInitialize() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte[]      msg,          // out : SECS メッセージ格納領域 

      int         len,          // in  : SECS メッセージ格納領域のバイト・サイズ 

      string      mname)        // in  : メッセージ構造定義ファイルでのメッセージ名称 

 

 

 

    (b) 終了処理 

 

      int  TDS._MDMssgEnd(      // 戻り値 

      int         md,           // in  : 制御識別子        (TDS._MDMssgInitialize() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte[]      msg)          // i/o : SECS メッセージ格納領域 

 

 

 

    (c) データ・アイテムのパラメータ値設定 

 

      int  TDS._MDMssgBuild(    // 戻り値 

      int         md,           // in  : 制御識別子        (TDS._MDMssgInitialize() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte[]      msg,          // i/o : SECS メッセージ格納領域 

      string      iname,        // in  : 追加アイテム名称 

      int         nop,          // in  : 追加アイテム・パラメータ個数 

      TYPE        item)         // in  : 追加アイテム・パラメータ格納領域 

 

 

      (注) 追加アイテム・パラメータ格納領域は、以下の形式での指定が可能 

 

         ・ void*        ・ string       ・ float[]      ・ double[] 

         ・ sbyte []     ・ short []     ・ int  []      ・ long  [] 

         ・ byte  []     ・ ushort[]     ・ uint []      ・ ulong [] 
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  (2) SECS メッセージ解析 

 

    (a) 初期化 

 

      int  TDS._MDMssgFind(     // 戻り値 

      int         md,           // in  : 制御識別子        (TDS._MDMssgInitialize() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

      byte[]      *msg,         // in  : SECS メッセージ格納領域 

      int         len,          // in  : SECS メッセージのバイト・サイズ 

      int         sf,           // in  : 取得対象の SF-Code  

      out string  mname)        // out : メッセージ構造定義ファイルでのメッセージ名称 

 

 

 

    (b) 終了処理 

 

      int  TDS._MDMssgExit(     // 戻り値 

      int         md,           // in  : 制御識別子        (TDS._MDMssgInitialize() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte[]      msg)          // in  : SECS メッセージ格納領域 

 

 

 

    (c) 指定アイテムのパラメータ値取得 

 

      int  TDS._MDMssgNext(     // 戻り値 

      int         md,           // in  : 制御識別子        (TDS._MDMssgInitialize() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte[]      msg,          // in  : SECS メッセージ格納領域 

      string      iname,        // in  : 取得対象のアイテム名称 

      int         nop,          // in  : 取得可能なアイテム・パラメータ個数 

      TYPE        item)         // out : アイテム・パラメータ格納領域 

 

 

      (注 1) アイテムが文字列の場合は、以下を使用可能 

      int  TDS._MDMssgNext(     // 戻り値 

      int         md,           // in  : 制御識別子        (TDS._MDMssgInitialize() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte[]      msg,          // in  : SECS メッセージ格納領域 

      string      iname,        // in  : 取得対象のアイテム名称 

      int         nop,          // in  : 取得可能なアイテム・パラメータ個数 

      out string  item)         // out : アイテム・パラメータ格納領域 

 

 

      (注 2) アイテムが文字列以外の場合は、以下を使用可能 

      int  TDS._MDMssgNext(     // 戻り値 

      int         md,           // in  : 制御識別子        (TDS._MDMssgInitialize() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte[]      msg,          // in  : SECS メッセージ格納領域 

      string      iname,        // in  : 取得対象のアイテム名称 

      int         nop,          // in  : 取得可能なアイテム・パラメータ個数 

      TYPE[]      item)         // out : アイテム・パラメータ格納領域 

                                //       TYPE は以下のいずれか 

                                //       ・ sbyte    ・ short    ・ int      ・ long 

                                //       ・ byte     ・ ushort   ・ uint     ・ ulong 

                                //       ・ float    ・ double 
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  (3) SECS 受信メッセージに対する返信メッセージの作成 

 

    (a) 受信メッセージに対する返信メッセージの作成 

 

      int  TDS._MDMssgAutoRes(  // 戻り値 

      int         md,           // in  : 制御識別子        (TDS._MDMssgInitialize() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte[]      rhd,          // in  : 受信 SECS メッセージ・ヘッダ 

                                //       (注) B.1 (3)(注 1) 参照 

      byte[]      msg,          // i/o : SECS メッセージ格納領域                (領域サイズは xlen) 

      int         rlen,         // in  : 受信 SECS メッセージのバイト長 

      int         xlen,         // in  : SECS メッセージ格納領域のバイト・サイズ 

      out string  rname,        // out : 受信メッセージ名称 

      out string  sname,        // out : 送信メッセージ名称 

      out int     sf)           // out : 送信 SF-Code 
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Ｃ. SECS/HSMS 通信ライブラリ (Visual Basic 版) API 仕様 

 

 

  (1) SECS/HSMS メッセージ通信機能 (通常 API) 

 

  (2) SECS/HSMS メッセージ通信機能 (簡易 API) 

 

  (3) SECS メッセージ構築、解析機能 

 

  (4) SML 形式、NSG/TS300 形式 メッセージ構造定義を使用した SECS メッセージ構築、解析機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (注 1) 本章に示す各関数は、以下の属性を持つ。 

 

      ・ namespase : TDVBL 

      ・ class     : TDS 

 

      本章に示す関数は、class TDS のインスタンス関数として動作する。従って、各関数を Call する前に 

      class TDS のインスタンスを作成した後、そのインスタンスのメンバー関数として使用すること。 

 

 

  (注 2) 各関数の処理、パラメータ詳細等は、第３章を参照すること。 

 

 

  (注 3) 本ライブラリの使用には、以下の DLL が必要となる。 

 

    ・ Windows の場合 

      ・ TDVBS.dll、TDS.dll 

 

 



 

                                                                                              C.1-1 

Ｃ.１ SECS/HSMS メッセージ通信機能 (通常 API) 

 

    以下の説明において、戻り値、パラメータ内容等は、3.1 節記載の対応する API を参照すること。 

 

 

  (0) インスタンスの生成  

 

      dim td as TDS 

 

     (注) 以下のメンバー関数の説明には td を用いる。 

 

 

  (1) SECS/HSMS 通信 オープン処理 

 

      function td._TDSCommOpen(    // 戻り値 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード 

      byval  ini     as string,    // in  : .ini ファイルのパス名称 

      byval  sect    as string)    // in  : .ini ファイル中の対象セクション名称 

                     as integer 

 

      (注 1) C 関数での Callback 関数の設定はできない。 

          Callback 関数を必要とする場合は、AP 側で例えば以下のようなコードにより、Callback 処理を 

          行う必要がある。 

 

        ・ 大域変数宣言 

           dim   Td     as TDS 

           dim   Fd     as integer 

 

        ・ Callback 関数用スレッドの起動 

           dim   th     as Thread 

           th=new Thread(new ParameterizedThreadStart(AddressOf RecvProcThread)) 

           th.Start(""); 

 

        ・ Callback 関数用スレッド 

           private sub RecvProcThread(byval param as object) 

           dim   hd(12),msg(512)      as byte 

           dim   rtn,req,devid,sf,xid as integer 

           do 

             req=0 

             rtn=Td._TDSCommRecv(Fd,0,devid,sf,xid,msg,512,hd) 

             if rtn=(-951) then 

               Sleep(100) 

             else 

               if (-1000)<rtn and rtn<(-959) then req = (-rtn)-900 

               CBRecvProc(req,rtn,devid,sf,xid,hd,msg) 

             endif 

           loop 

 

        ・ Callback 処理関数 

           private function CBRecvProc(byval req as integer, byval rtn as integer, _ 

               byval devid as integer, byval sf  as integer, byval xid as integer, _ 

               byval thd() as byte,    byval msg as byte)    as integer 

           // Callback 処理 

           // パラメータは、2.2 (3) に示す構造体 TDSCBData の各メンバー変数と同様 

           end function 
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  (2) SECS/HSMS 通信 クローズ処理 

 

      function td._TDSCommClose(   // 戻り値 

      byval  fd      as integer,   // in  : 制御識別子              (_TDSCommOpen() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer)   // in  : 処理モード                              (=0 とすること) 

                     as integer 

 

 

 

  (3) SECS/HSMS 通信 受信処理 

 

      function td._TDSCommRecv(    // 戻り値 

      byval  fd      as integer,   // in  : 制御識別子              (_TDSCommOpen() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード 

      byref  devid   as integer,   // out : 受信メッセージのデバイスＩＤ 

      byref  sf      as integer,   // out : 受信メッセージのＳＦコード 

      byref  xid     as integer,   // out : 受信メッセージのトランザクションＩＤ (SystemByte) 

      byval  msg()   as byte,      // out : 受信メッセージ本体   (データ部) 

      byval  len     as integer,   // in  : 受信可能メッセージ長 (バイト数) 

      byval  hd()    as byte)      // out : 受信メッセージ・ヘッダ 

                     as integer    //       (注) B.1 (3)(注 1) 参照 

 

 

 

  (4) SECS/HSMS 通信 送信処理 

 

      function td._TDSCommSend(    // 戻り値 

      byval  fd      as integer,   // in  : 制御識別子              (_TDSCommOpen() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード 

      byval  devid   as integer,   // in  : 送信メッセージのデバイスＩＤ 

      byval  sf      as integer,   // in  : 送信メッセージのＳＦコード 

      byval  xid     as integer,   // in  : 送信メッセージのトランザクションＩＤ (SystemByte) 

      byval  msg()   as byte,      // in  : 送信メッセージ本体   (データ部) 

      byval  len     as integer,   // in  : 送信メッセージ長     (バイト数) 

      byval  hd()    as byte)      // out : 送信メッセージ・ヘッダ 

                     as integer    //       ((mode and &h0f00)==0 の場合のみ有意) 

                                   //       (注) B.1 (3)(注 1) 参照 

 

 

 

 

  (5) SECS/HSMS 通信 不正メッセージ受信結果送信処理 

 

      function td._TDSCommSendError(     // 戻り値 

      byval  fd      as integer,   // in  : 制御識別子              (_TDSCommOpen() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード 

      byval  devid   as integer,   // in  : 送信メッセージのデバイスＩＤ 

      byval  sf      as integer,   // in  : 送信メッセージのＳＦコード 

      byval  rhd()   as byte)      // in  : 送信対象の不正メッセージのヘッダ  (S9Fx の場合のみ有意) 

                     as integer    //       (注) B.1 (3)(注 1) 参照 
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  (6) 接続状態の確認 

 

      function td._TDSCommStatus(  // 戻り値 

      byval  fd      as integer,   // in  : 制御識別子              (_TDSCommOpen() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer)   // in  : 処理モード                              (=0 とすること) 

                     as integer 

 

 

 

  (7) セッションＩＤ毎の接続状態の確認 (HSMS-GS) 

 

      function yd._TDSCommSelectStatus( // 戻り値 

      byval  fd      as integer,        // in  : 制御識別子         (_TDSCommOpen() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer,        // in  : 処理モード                         (=0 とすること) 

      byval  devid   as integer)        // in  : セッションＩＤ  (デバイスＩＤ) 

                     as integer 

 

 

 

  (8) SECS メッセージ・ヘッダ構造のバイト・オーダー変換 

 

      function yd._TDSCommHeaderBO(     // 戻り値 

      byval  fd      as integer,        // in  : 制御識別子         (_TDSCommOpen() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer,        // in  : 処理モード                         (=0 とすること) 

      byval  hd()    as byte)           // i/o : 変換対象 SECS メッセージ・ヘッダ 
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 (9) SF-Code 別統計情報関連 

 

    (a) SF-Code 別統計情報テーブルを初期化する 

 

      function td._TDSCommSInfoClear( 

      byval  fd      as integer,   // in  : 制御識別子              (_TDSCommOpen() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer)   // in  : 処理モード                              (=0 とすること) 

                     as integer 

 

 

 

    (b) SF-Code 別統計情報テーブル内容を取得する 

 

      function td._TDSCommSInfoOut(// 戻り値 

      byval  fd      as integer,   // in  : 制御識別子              (_TDSCommOpen() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード 

      byval  sf      as integer,   // in  : 取得対象 SF-Code 

      byval  stinf() as integer)   // out : SF-Code 別 SECS Message 統計情報 

                     as integer 

 

 

 

    (c) SF-Code 別統計情報テーブル内容を通信トレース・ファイルに出力する 

 

      function td._TDSCommSInfoOut( 

      byval  fd      as integer,   // in  : 制御識別子              (_TDSCommOpen() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer)   // in  : 処理モード 

                     as integer 

 

 

  (10) ユーザ・コメント・メッセージの通信トレース・ファイルへの追加出力 

 

      function td._TDSCommUserComment(  // 戻り値 

      byval  fd      as integer,   // in  : 制御識別子              (_TDSCommOpen() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード 

      byval  comm    as string)    // in  : 出力するコメント・メッセージ 

                     as integer 
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Ｃ.２ SECS/HSMS メッセージ通信機能 (簡易 API) 

 

    以下の説明において、戻り値、パラメータ内容等は、3.1 節記載の対応する API を参照すること。 

 

 

  (1) SECS/HSMS 通信 オープン処理 

 

      function td._TDSUDrvOpen(    // 戻り値 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード 

      byval  ini     as string,    // in  : .ini ファイルのパス名称 

      byval  sect    as string,    // in  : .ini ファイル中の対象セクション名称 

      byval  mask    as intger)    // in  : 取得イベントのマスク 

                     as integer 

 

 

 

  (2) SECS/HSMS 通信 クローズ処理 

 

      function td._TDSUDrvClose(   // 戻り値 

      byval  fd      as integer,   // in  : 制御識別子              (_TDSUDrvOpen() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer)   // in  : 処理モード                              (=0 とすること) 

                     as integer 

 

 

 

  (3) SECS/HSMS 通信 受信処理 

 

      function td._TDSUDrvRecv(    // 戻り値 

      byval  fd      as integer,   // in  : 制御識別子              (_TDSUDrvOpen() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード 

      byref  devid   as integer,   // out : 受信メッセージのデバイスＩＤ 

      byref  sf      as integer,   // out : 受信メッセージのＳＦコード 

      byref  xid     as integer,   // out : 受信メッセージのトランザクションＩＤ (SystemByte) 

      byval  msg()   as byte,      // out : 受信メッセージ本体   (データ部) 

      byval  len     as integer,   // in  : 受信可能メッセージ長 (バイト数) 

      byval  hd()    as byte)      // out : 受信メッセージ・ヘッダ 

                     as integer    //       (注) B.1 (3)(注 1) 参照 

 

 

 

  (4) SECS/HSMS 通信 送信処理 

 

      function td._TDSUDrvSend(    // 戻り値 

      byval  fd      as integer,   // in  : 制御識別子              (_TDSUDrvOpen() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード 

      byval  devid   as integer,   // in  : 送信メッセージのデバイスＩＤ 

      byval  sf      as integer,   // in  : 送信メッセージのＳＦコード 

      byval  xid     as integer,   // in  : 送信メッセージのトランザクションＩＤ (SystemByte) 

      byval  msg()   as byte,      // in  : 送信メッセージ本体   (データ部) 

      byval  len     as integer,   // in  : 送信メッセージ長     (バイト数) 

      byval  hd()    as byte)      // out : 送信メッセージ・ヘッダ 

                     as integer    //       ((mode and &h0f00)==0 の場合のみ有意) 

                                   //       (注) B.1 (3)(注 1) 参照 
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  (5) SECS/HSMS 通信 不正メッセージ受信結果送信処理 

 

      function td._TDSUDrvSendError(     // 戻り値 

      byval  fd      as integer,   // in  : 制御識別子              (_TDSUDrvOpen() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード 

      byval  devid   as integer,   // in  : 送信メッセージのデバイスＩＤ 

      byval  sf      as integer,   // in  : 送信メッセージのＳＦコード 

      byval  rhd()   as byte)      // in  : 送信対象の不正メッセージのヘッダ  (S9Fx の場合のみ有意) 

                     as integer    //       (注) B.1 (3)(注 1) 参照 

 

 

 

  (6) 接続状態の確認 

 

      function td._TDSUDrvStatus(  // 戻り値 

      byval  fd      as integer,   // in  : 制御識別子              (_TDSUDrvOpen() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer)   // in  : 処理モード                              (=0 とすること) 

                     as integer 

 

 

 

  (7) セッションＩＤ毎の接続状態の確認 (HSMS-GS) 

 

      function td._TDSUDrvSelectStatus(  // 戻り値 

      byval  fd      as integer,   // in  : 制御識別子              (_TDSUDrvOpen() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード                              (=0 とすること) 

      byval  devid   as integer)   // in  : セッションＩＤ  (デバイスＩＤ) 

                     as integer 

 

 

 

  (8) SECS メッセージ・ヘッダ構造のバイト・オーダー変換 

 

      function td._TDSUDrvHeaderBO(     // 戻り値 

      byval  fd      as integer,        // in  : 制御識別子         (_TDSCommOpen() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer,        // in  : 処理モード                         (=0 とすること) 

      byval  hd()    as byte)           // i/o : 変換対象 SECS メッセージ・ヘッダ 

                     as integer 
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 (9) SF-Code 別統計情報関連 

 

    (a) SF-Code 別統計情報テーブルを初期化する 

 

      function td._TDSUDrvSInfoClear( 

      byval  fd      as integer,   // in  : 制御識別子              (_TDSUDrvOpen() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer)   // in  : 処理モード                              (=0 とすること) 

                     as integer 

 

 

 

    (b) SF-Code 別統計情報テーブル内容を取得する 

 

      function td._TDSUDrvSInfoOut(// 戻り値 

      byval  fd      as integer,   // in  : 制御識別子              (_TDSUDrvOpen() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード 

      byval  sf      as integer,   // in  : 取得対象 SF-Code 

      byval  stinf() as integer)   // out : SF-Code 別 SECS Message 統計情報 

                     as integer 

 

 

 

    (c) SF-Code 別統計情報テーブル内容を通信トレース・ファイルに出力する 

 

      function td._TDSUDrvSInfoOut( 

      byval  fd      as integer,   // in  : 制御識別子              (_TDSUDrvOpen() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer)   // in  : 処理モード 

                     as integer 

 

 

 

  (10) ユーザ・コメント・メッセージの通信トレース・ファイルへの追加出力 

 

      function td._TDSUDrvUserComment(   // 戻り値 

      byval  fd      as integer,   // in  : 制御識別子              (_TDSUDrvOpen() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード 

      byval  comm    as string)    // in  : 出力するコメント・メッセージ 

                     as integer 
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Ｃ.３ SECS メッセージ構築、解析機能 

 

    以下の説明において、戻り値、パラメータ内容等は、3.1 節記載の対応する API を参照すること。 

 

 

  (1) SECS メッセージ構築 

 

    (a) 初期化 

 

      function td._TDSMssgInit(    // 戻り値 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード                              (=0 とすること) 

      byval  msg()   as byte,      // out : SECS メッセージ格納領域 

      byval  len     as integer,   // in  : SECS メッセージ格納領域のバイト・サイズ 

      byval  fdc     as integer)   // in  : SECS 通信制御識別子 (Open 処理済みのもの) もしくは 

                     as integer    //       処理対象最大 SECS メッセージ・バイト・サイズ 

 

 

    (b) 終了処理 

 

      function td._TDSMssgEnd(     // 戻り値 

      byval  md      as integer,   // in  : 制御識別子              (_TDSMssgInit() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード                              (=0 とすること) 

      byval  msg()   as byte)      // i/o : SECS メッセージ格納領域 

                     as integer 

 

 

    (c-1) データ・アイテム追加 (通常形式) 

 

      function td._TDSMssgBuild(   // 戻り値 

      byval  md      as integer,   // in  : 制御識別子              (_TDSMssgInit() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード                              (=0 とすること) 

      byval  msg()   as byte,      // i/o : SECS メッセージ格納領域 

      byval  form    as integer,   // in  : 追加アイテム形式コード 

      byval  nop     as integer,   // in  : 追加アイテム・パラメータ個数 

      byval  item    as TYPE)      // in  : 追加アイテム・パラメータ格納領域 

                     as integer 

 

 

      (注) 追加アイテム・パラメータ格納領域は、TYPE として以下の形式での指定が可能 

 

         ・ string 

         ・ sbyte()      ・ short ()     ・ integer ()   ・ long ()     ・ single() 

         ・ byte ()      ・ ushort ()    ・ uinteger()   ・ ulong()     ・ double() 

 

 

 

    (c-2) データ・アイテム追加 (文字列形式) 

 

      function td._TDSMssgBuildL(  // 戻り値 

      byval  md      as integer,   // in  : 制御識別子              (_TDSMssgInit() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード                              (=0 とすること) 

      byval  msg()   as byte,      // i/o : SECS メッセージ格納領域 

      byval  str     as string)    // in  : 所定の文字列形式の SECS データ・アイテム 

                     as integer 
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  (2) SECS メッセージ解析 

 

    (a) 初期化 

 

      function td._TDSMssgFind(    // 戻り値 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード 

      byval  msg()   as byte,      // in  : SECS メッセージ格納領域 

      byval  len     as integer,   // in  : SECS メッセージ格納領域のバイト・サイズ 

      byval  fdc     as integer,   // in  : SECS 通信制御識別子 (Open 処理済みのもの) もしくは 

                                   //       処理対象最大 SECS メッセージ・バイト・サイズ 

      byval  hd()    as byte,      // in  : SECS メッセージ・ヘッダ 

                                   //       (注) B.1 (3)(注 1) 参照 

      byref  mname   as string)    // out : メッセージ名称 

                     as integer 

 

 

 

    (b) 終了処理 

 

      function td._TDSMssgExit(    // 戻り値 

      byval  md      as integer,   // in  : 制御識別子              (_TDSMssgFind() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード                              (=0 とすること) 

      byval  msg()   as byte)      // in  : SECS メッセージ格納領域 

                     as integer 

 

 

 

    (c-1) データ・アイテム取得 (通常形式) 

 

      function td._TDSMssgNext(    // 戻り値 

      byval  md      as integer,   // in  : 制御識別子              (_TDSMssgFind() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード                              (=0 とすること) 

      byval  msg()   as byte,      // in  : SECS メッセージ格納領域 

      byref  form    as integer,   // out : アイテム形式コード 

      byref  parl    as integer,   // out : アイテム１個の占めるバイト・サイズ 

      byref  noi     as integer,   // out : アイテム・パラメータ個数 

      byval  item()  as byte,      // out : アイテム・パラメータ値格納領域 

      byval  xlen    as integer,   // in  : アイテム・パラメータ値格納領域のバイト・サイズ 

      byref  sitem   as string)    // out : 取得したアイテムが文字列の場合、その文字列を格納する。 

                                   //       格納するのは item に格納できた部分である。即ち xlen を 

                                   //       超えることはできない。 

                     as integer 

 

 

 

    (c-2) データ・アイテム取得 (文字列形式) 

 

      function td._TDSMssgNextL(   // 戻り値 

      byval  md      as integer,   // in  : 制御識別子              (_TDSMssgFind() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード 

      byval  msg()   as byte,      // in  : SECS メッセージ格納領域 

      byref  form    as integer,   // out : アイテム形式コード 

      byref  noi     as integer,   // out : アイテム・パラメータ個数 

      byref  str     as string)    // out : 所定の文字列形式の SECS データ項目     (最大 1000 バイト) 

                     as integer 
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Ｃ.４ SML 形式、NSG/TS300 形式 メッセージ構造定義を使用した SECS メッセージ構築、解析機能 

 

    以下の説明において、戻り値、パラメータ内容等は、3.1 節記載の対応する API を参照すること。 

 

 

  (0) メッセージ構造定義情報取得、解放 

 

    (a) メッセージ構造定義情報取得 及び 初期化 

 

      function td._TDSMDMssgInitialize(  // 戻り値 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード 

                                   //              10 

                                   //       ----+----+ 

                                   //              ++-- 0:SML 形式      2:TS300 形式 

                                   //                   1:<reserved>    3:<reserved> 

      byval  fdc     as integer,   // in  : SECS 通信制御識別子               (Open 処理済みのもの) 

      byval  path    as string)    // in  : メッセージ構造定義ファイル・パス名称 

                     as integer 

 

 

 

    (b) メッセージ構造定義情報解放 

 

      sub      td._TDSMDMssgTerminate( 

      byval  md      as integer,   // in  : 制御識別子      (_TDSMDMssgInitialize() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer)   // in  : 処理モード                              (=0 とすること) 
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  (1) SECS メッセージ構築 

 

    (a) 初期化 

 

      function td._TDSMDMssgInit(  // 戻り値 

      byval  md      as integer,   // in  : 制御識別子      (_TDSMDMssgInitialize() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード                              (=0 とすること) 

      byval  msg()   as byte,      // out : SECS メッセージ格納領域 

      byval  len     as integer,   // in  : SECS メッセージ格納領域のバイト・サイズ 

      byval  mname   as string)    // in  : メッセージ構造定義ファイルでのメッセージ名称 

                     as integer 

 

 

 

    (b) 終了処理 

 

      function td._TDSMDMssgEnd(   // 戻り値 

      byval  md      as integer,   // in  : 制御識別子      (_TDSMDMssgInitialize() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード                              (=0 とすること) 

      byval  msg()   as byte)      // i/o : SECS メッセージ格納領域 

                     as integer 

 

 

 

    (c) データ・アイテムのパラメータ値設定 

 

      function td._TDSMDMssgBuild( // 戻り値 

      byval  md      as integer,   // in  : 制御識別子      (_TDSMDMssgInitialize() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード                              (=0 とすること) 

      byval  msg()   as byte,      // i/o : SECS メッセージ格納領域 

      byval  iname   as string,    // in  : 追加アイテム名称 

      byval  nop     as integer,   // in  : 追加アイテム・パラメータ個数 

      byval  item    as TYPE)      // in  : 追加アイテム・パラメータ格納領域 

                     as integer 

 

      (注) 追加アイテム・パラメータ格納領域は、TYPE として以下の形式での指定が可能 

 

         ・ string 

         ・ sbyte()      ・ short ()     ・ integer ()   ・ long ()     ・ single() 

         ・ byte ()      ・ ushort()     ・ uinteger()   ・ ulong()     ・ double() 
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  (2) SECS メッセージ解析 

 

    (a) 初期化 

 

      function td._TDSMDMssgFind(  // 戻り値 

      byval  md      as integer,   // in  : 制御識別子      (_TDSMDMssgInitialize() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード 

      byval  msg()   as byte,      // in  : SECS メッセージ格納領域 

      byval  len     as integer,   // in  : SECS メッセージ格納領域のバイト・サイズ 

      byval  sf      as integer,   // in  : 取得対象の SF-Code  

      byref  mname   as string)    // out : メッセージ構造定義ファイルでのメッセージ名称 

                     as integer 

 

 

 

    (b) 終了処理 

 

      function td._TDSMDMssgExit(  // 戻り値 

      byval  md      as integer,   // in  : 制御識別子      (_TDSMDMssgInitialize() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード                              (=0 とすること) 

      byval  msg()   as byte)      // in  : SECS メッセージ格納領域 

                     as integer 

 

 

 

    (c) 指定アイテムのパラメータ値取得 

 

      function td._TDSMDMssgNext(  // 戻り値 

      byval  md      as integer,   // in  : 制御識別子      (_TDSMDMssgInitialize() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード                              (=0 とすること) 

      byval  msg()   as byte,      // in  : SECS メッセージ格納領域 

      byval  iname   as string,    // in  : 取得対象のアイテム名称 

      byval  nop     as integer,   // in  : 取得可能なアイテム・パラメータ個数 

      byval  item    as TYPE)      // out : アイテム・パラメータ格納領域 

                     as integer 

 

      (注) 取得するアイテム・パラメータは、TYPE として以下の形式での指定が可能 

 

         ・ string       (注 2) string の場合は byref で受け渡す。 

         ・ sbyte()      ・ short ()     ・ integer ()   ・ long ()     ・ single() 

         ・ byte ()      ・ ushort()     ・ uinteger()   ・ ulong()     ・ double() 

 



 

                                                                                              C.4-4 

 

  (3) SECS 受信メッセージに対する返信メッセージの作成 

 

    (a) 受信メッセージに対する返信メッセージの作成 

 

      function td._TDSMDMssgAutoRes(     // 戻り値 

      byval  md      as integer,   // in  : 制御識別子      (_TDSMDMssgInitialize() で取得したもの) 

      byval  mode    as integer,   // in  : 処理モード                              (=0 とすること) 

      byval  rhd()   as byte,      // in  : 受信 SECS メッセージ・ヘッダ 

                                   //       (注) B.1 (3)(注 1) 参照 

      byval  msg()   as byte,      // i/o : SECS メッセージ格納領域             (領域サイズは xlen) 

      byval  rlen    as integer,   // in  : 受信 SECS メッセージのバイト長 

      byval  xlen    as integer,   // in  : SECS メッセージ格納領域のバイト・サイズ 

      byref  rname   as string,    // out : 受信メッセージ名称 

      byref  sname   as string,    // out : 送信メッセージ名称 

      byref  sf      as integer)   // out : 送信 SF-Code 

                     as integer 
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Ｄ. SECS/HSMS 通信ライブラリ (Java 版) API 仕様 

 

 

  (1) SECS/HSMS メッセージ通信機能 (通常 API) 

 

  (2) SECS/HSMS メッセージ通信機能 (簡易 API) 

 

  (3) SECS メッセージ構築、解析機能 

 

  (4) SML 形式、NSG/TS300 形式 メッセージ構造定義を使用した SECS メッセージ構築、解析機能 

 

 

 

 

 

  (注 1) 本章に示す各関数は、以下の属性を持つ。 

 

    ・ package   : TDL.TDS 

    ・ class     : TDJVS 

 

      従って、本ライブラリの使用に当たり、以下の import 文を記述すること。 

 

       import static TDL.TDS.TDJVS.* 

 

 

 

  (注 2) 各関数の処理、パラメータ詳細等は、第３章を参照すること。 

 

 

 

  (注 3) 本ライブラリを使用しての Build 及び、実行には、以下を必要とする。いずれも、公式サイト等より 

      ダウンロードする等により、当該システムに、予めインストールすること。 

 

    ・ JavaVM 1.6 以降  (32bit/64bit 対応) 

    ・ JDK    1.6 以降  (32bit/64bit 対応) 

    ・ JNA    4.1 以降  (32bit/64bit 対応) 

 

 

  (注 4) 本ライブラリは、Java JNA により、その機能を実現している。従って "jna-4.1.0.jar" 以降の 

      JNA 実行 .jar 及び、当パッケージである TDJVS.jar を CLASSPATH に含めること。 

      また、Native ライブラリとして以下を使用するので、以下の共有ライブラリを PATH の通ったフォルダ 

      に配置すること。 

 

    ・ Windows : TDS.dll        (PATH) 

    ・ HP-UX   : libTDS.sl      (SHLIB_PATH) 

    ・ Linux   : libTDS.so      (LD_LIBRARY_PATH) 

    ・ FreeBSD : libTDS.so      (LD_LIBRARY_PATH 及び LD_32_LIBRARY_PATH) 

    ・ MacOS X : libTDS.dylib   (DYLD_LIBRARY_PATH) 

 

 

  (注 5) JNA の対応アーキテクチャ (32bit or 64bit) に注意し、使用する共有ライブラリ (TDS.dll、 

      libTDS.so、libTDS.dylib、libTDS.sl) のアーキテクチャ (32bit or 64bit) を対応するものとする必 

      要がある。 

 

 

  (注 6) Java/JNA 環境で、本ライブラリ (DLL) を動作させる場合、使用するスタック・サイズとして十分な 

      大きさを指定する必要がある。詳細は 2.1 節の THSTACKUSR、THSTACKSYS の説明を参照すること。 
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Ｄ.１ SECS/HSMS メッセージ通信機能 (通常 API) 

 

    以下の説明において、戻り値、パラメータ内容等は、3.1 節記載の対応する API を参照すること。 

 

 

  (1) SECS/HSMS 通信 オープン処理 

 

      int  _TDJVSCommOpen(      // 戻り値 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

      String      ini,          // in  : .ini ファイルのパス名称 

      String      sect)         // in  : .ini ファイル中の対象セクション名称 

 

 

      (注 1) C 関数での Callback 関数の設定はできない。 

          Callback 関数を必要とする場合は、AP 側で例えば以下のようなコードにより、Callback 処理を 

          行う必要がある。 

 

        ・ Callback 関数用スレッドの起動 

           RecvProcThread   th; 

           th=new RecvProcThread(fd); 

           th.start(); 

 

        ・ Callback スレッド・クラス 

           class RecvProcThread extends Thread{ 

           private int  fd; 

           public RecvProcThread(int fd) 

           { 

             this.fd=fd; 

           } 

           public void run() 

           { 

             byte       msg[]=new byte[512],hd[]=new byte[12]; 

             int        devid[]=new int[1],sf[]=new int[1],xid[]=new int[1],rtn,req; 

             for(;;){ 

               req=0; 

               if((rtn=_TDJVSCommRecv(fd,0,devid,sf,xid,msg,512,hd))==(-951)){ 

                 Thread.sleep(100); 

               }else{ 

                 if((-1000)<rtn && rtn<(-959)) req=(-rtn)-900; 

                 CBRecvProc(req,rtn,devid[0],sf[0],xid[0],hd,msg); 

           } } } 

           } 

 

        ・ Callback 処理関数 

           static private int 

           CBRecvProc(int req, int rtn, int devid, int sf, int xid, byte thd[], byte msg[]) 

           { 

             // Callback 処理 

             // パラメータは、2.2 (3) に示す構造体 TDSCBData の各メンバー変数と同様 

           } 
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  (2) SECS/HSMS 通信 クローズ処理 

 

      int  _TDJVSCommClose(     // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子               (_TDJVSCommOpen() で取得したもの) 

      int         mode)         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

 

 

 

  (3) SECS/HSMS 通信 受信処理 

 

      int  _TDJVSCommRecv(      // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子               (_TDJVSCommOpen() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

      int         devid[],      // out : 受信メッセージのデバイスＩＤ 

      int         sf   [],      // out : 受信メッセージのＳＦコード 

      int         xid  [],      // out : 受信メッセージのトランザクションＩＤ (SystemByte) 

      byte        msg  [],      // out : 受信メッセージ本体   (データ部) 

      int         len,          // in  : 受信可能メッセージ長 (バイト数) 

      byte        hd   [])      // out : 受信メッセージ・ヘッダ 

                                //       (注) B.1 (3)(注 1) 参照 

 

 

 

 

  (4) SECS/HSMS 通信 送信処理 

 

      int  _TDJVSCommSend(      // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子               (_TDJVSCommOpen() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

      int         devid,        // in  : 送信メッセージのデバイスＩＤ 

      int         sf,           // in  : 送信メッセージのＳＦコード 

      int         xid,          // in  : 送信メッセージのトランザクションＩＤ (SystemByte) 

      byte        msg  [],      // in  : 送信メッセージ本体   (データ部) 

      int         len,          // in  : 送信メッセージ長     (バイト数) 

      byte        hd   [])      // out : 送信メッセージ・ヘッダ   ((mode&0x0f00)==0 の場合のみ有効) 

                                //       (注) B.1 (3)(注 1) 参照 

 

 

 

 

  (5) SECS/HSMS 通信 不正メッセージ受信結果送信処理 

 

      int  _TDJVSCommSendError( // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子               (_TDJVSCommOpen() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      int         devid,        // in  : 送信メッセージのデバイスＩＤ 

      int         sf,           // in  : 送信メッセージのＳＦコード 

      byte        rhd  [])      // in  : 送信対象の不正メッセージのヘッダ     (S9Fx の場合のみ有意) 

                                //       (注) B.1 (3)(注 1) 参照 
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  (6) 接続状態の確認 

 

      int  _TDJVSCommStatus(    // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子               (_TDJVSCommOpen() で取得したもの) 

      int         mode)         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

 

 

 

 

  (7) セッションＩＤ毎の接続状態の確認 (HSMS-GS) 

 

      int  _TDJVSCommSelectStatus( // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子               (_TDJVSCommOpen() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      int         devid)        // in  : セッションＩＤ  (デバイスＩＤ) 

 

 

 

 

  (8) SECS メッセージ・ヘッダ構造のバイト・オーダー変換 

 

      void _TDJVSCommHeaderBO(  // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子               (_TDJVSCommOpen() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte        hd  [])       // i/o : 変換対象 SECS メッセージ・ヘッダ 
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  (9) SF-Code 別統計情報関連 

 

    (a) SF-Code 別統計情報テーブルを初期化する 

 

      void _TDJVSCommSInfoClear( 

      int         fd,           // in  : 制御識別子               (_TDJVSCommOpen() で取得したもの) 

      int         mode)         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

 

 

 

    (b) SF-Code 別統計情報テーブル内容を取得する 

 

      int  _TDJVSCommSInfoGet(  // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子               (_TDJVSCommOpen() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

      int         sf,           // in  : 取得対象 SF-Code 

      int         stinf[])      // out : SF-Code 別 SECS Message 統計情報 

 

 

 

    (c) SF-Code 別統計情報テーブル内容を通信トレース・ファイルに出力する 

 

      void _TDJVSCommSInfoOut( 

      int         fd,           // in  : 制御識別子               (_TDJVSCommOpen() で取得したもの) 

      int         mode)         // in  : 処理モード 

 

 

 

  (10) ユーザ・コメント・メッセージの通信トレース・ファイルへの追加出力 

 

      int  _TDJVSCommUserComment(  // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子               (_TDJVSCommOpen() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      String      comm)         // in  : 出力するコメント・メッセージ 
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Ｄ.２ SECS/HSMS メッセージ通信機能 (簡易 API) 

 

    以下の説明において、戻り値、パラメータ内容等は、3.1 節記載の対応する API を参照すること。 

 

 

  (1) SECS/HSMS 通信 オープン処理 

 

      int  _TDJVSUDrvOpen(      // 戻り値 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

      String      *ini,         // in  : .ini ファイルのパス名称 

      String      *sect,        // in  : .ini ファイル中の対象セクション名称 

      int         mask)         // in  : 取得イベントのマスク 

 

 

 

  (2) SECS/HSMS 通信 クローズ処理 

 

      int  _TDJVSUDrvClose(     // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子               (_TDJVSUDrvOpen() で取得したもの) 

      int         mode)         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

 

 

 

  (3) SECS/HSMS 通信 受信処理 

 

      int  _TDJVSUDrvRecv(      // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子               (_TDJVSUDrvOpen() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

      int         devid[],      // out : 受信メッセージのデバイスＩＤ 

      int         sf   [],      // out : 受信メッセージのＳＦコード 

      int         xid  [],      // out : 受信メッセージのトランザクションＩＤ (SystemByte) 

      byte        msg  [],      // out : 受信メッセージ本体   (データ部) 

      int         len,          // in  : 受信可能メッセージ長 (バイト数) 

      byte        hd   [])      // out : 受信メッセージ・ヘッダ 

                                //       (注) B.1 (3)(注 1) 参照 

 

      (注 1) D.1 (3) (注 1) 参照 

 

 

 

  (4) SECS/HSMS 通信 送信処理 

 

      int  _TDJVSUDrvSend(      // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子               (_TDJVSUDrvOpen() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

      int         devid,        // in  : 送信メッセージのデバイスＩＤ 

      int         sf,           // in  : 送信メッセージのＳＦコード 

      int         xid,          // in  : 送信メッセージのトランザクションＩＤ (SystemByte) 

      byte        msg  [],      // in  : 送信メッセージ本体   (データ部) 

      int         len,          // in  : 送信メッセージ長     (バイト数) 

      byte        hd   [])      // out : 送信メッセージ・ヘッダ   ((mode&0x0f00)==0 の場合のみ有効) 

                                //       (注) B.1 (3)(注 1) 参照 

 

 



 

                                                                                              D.2-2 

 

  (5) SECS/HSMS 通信 不正メッセージ受信結果送信処理 

 

      int  _TDJVSUDrvSendError( // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子               (_TDJVSUDrvOpen() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      int         devid,        // in  : 送信メッセージのデバイスＩＤ 

      int         sf,           // in  : 送信メッセージのＳＦコード 

      byte        rhd  [])      // in  : 送信対象の不正メッセージのヘッダ     (S9Fx の場合のみ有意) 

                                //       (注) B.1 (3)(注 1) 参照 

 

 

 

  (6) 接続状態の確認 

 

      int  _TDJVSUDrvStatus(    // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子               (_TDJVSUDrvOpen() で取得したもの) 

      int         mode)         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

 

 

 

  (7) セッションＩＤ毎の接続状態の確認 (HSMS-GS) 

 

      int  _TDJVSUDrvSelectStatus( // 戻り値  

      int         fd,           // in  : 制御識別子               (_TDJVSUDrvOpen() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      int         devid)        // in  : セッションＩＤ  (デバイスＩＤ) 

 

 

 

  (8) SECS メッセージ・ヘッダ構造のバイト・オーダー変換 

 

      void _TDJVSUDrvHeaderBO(  // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子               (_TDJVSUDrvOpen() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte        hd  [])       // i/o : 変換対象 SECS メッセージ・ヘッダ 
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  (9) SF-Code 別統計情報関連 

 

    (a) SF-Code 別統計情報テーブルを初期化する 

 

      void _TDJVSUDrvSInfoClear( 

      int         fd,           // in  : 制御識別子               (_TDJVSCommOpen() で取得したもの) 

      int         mode)         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

 

 

 

    (b) SF-Code 別統計情報テーブル内容を取得する 

 

      int  _TDJVSUDrvSInfoGet(  // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子               (_TDJVSCommOpen() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

      int         sf,           // in  : 取得対象 SF-Code 

      int         stinf[])      // out : SF-Code 別 SECS Message 統計情報 

 

 

 

    (c) SF-Code 別統計情報テーブル内容を通信トレース・ファイルに出力する 

 

      void _TDJVSUDrvSInfoOut( 

      int         fd,           // in  : 制御識別子               (_TDJVSCommOpen() で取得したもの) 

      int         mode)         // in  : 処理モード 

 

 

 

  (10) ユーザ・コメント・メッセージの通信トレース・ファイルへの追加出力 

 

      int  _TDJVSUDrvUserComment(  // 戻り値 

      int         fd,           // in  : 制御識別子               (_TDJVSUDrvOpen() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      String      comm)         // in  : 出力するコメント・メッセージ 
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Ｄ.３ SECS メッセージ構築、解析機能 

 

    以下の説明において、戻り値、パラメータ内容等は、3.1 節記載の対応する API を参照すること。 

 

 

  (1) SECS メッセージ構築 

 

    (a) 初期化 

 

      int  _TDJVSMssgInit(      // 戻り値 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

      byte        msg  [],      // out : SECS メッセージ格納領域 

      int         len,          // in  : SECS メッセージ格納領域のバイト・サイズ 

      int         fdc)          // in  : SECS 通信制御識別子 (Open 処理済みのもの) もしくは 

                                //       処理対象最大 SECS メッセージ・バイト・サイズ 

 

 

 

    (b) 終了処理 

 

      int  _TDJVSMssgEnd(       // 戻り値 

      int         md,           // in  : 制御識別子               (_TDJVSMssgInit() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte        msg  [])      // i/o : SECS メッセージ格納領域 

 

 

 

    (c-1) データ・アイテム追加 (通常形式) 

 

      int  _TDJVSMssgBuild(     // 戻り値 

      int         md,           // in  : 制御識別子               (_TDJVSMssgInit() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte        msg  [],      // i/o : SECS メッセージ格納領域 

      int         form,         // in  : 追加アイテム形式コード 

      int         nop,          // in  : 追加アイテム・パラメータ個数 

      TYPE        item)         // in  : 追加アイテム・パラメータ格納領域 

 

 

      (注) 追加アイテム・パラメータ格納領域は、TYPE として以下の形式での指定が可能。 

         ByteBuffer を指定する場合は、form に合致した形式のデータが、ByteOrder.nativeOrder() で格納 

         されていること。それ以外の形式で指定する場合は、form に合致した変数形式であること。 

 

         ・ ByteBuffer   ・ String 

         ・ byte []      ・ float[]      ・ double[] 

         ・ short[]      ・ int  []      ・ long  [] 

 

 

 

    (c-2) データ・アイテム追加 (文字列形式) 

 

      int  _TDJVSMssgBuildL(   // 戻り値     (c-1) 参照 

      int         md,          // in  : 制御識別子                (_TDJVSMssgInit() で取得したもの) 

      int         mode,        // in  : 処理モード 

      byte        msg  [],     // i/o : SECS メッセージ格納領域 

      String      str)         // in  : 所定の文字列形式の SECS データ・アイテム 
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  (2) SECS メッセージ解析 

 

    (a) 初期化 

 

      int  _TDJVSMssgFind(      // 戻り値 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

      byte        msg  [],      // in  : SECS メッセージ格納領域 

      int         len,          // in  : SECS メッセージのバイト・サイズ 

      int         fdc,          // in  : SECS 通信制御識別子 (Open 処理済みのもの) もしくは 

                                //       処理対象最大 SECS メッセージ・バイト・サイズ 

      byte        hd   [],      // in  : SECS メッセージ・ヘッダ 

                                //       (注) B.1 (3)(注 1) 参照 

      StringBuffer mname)       // out : メッセージ名称 

 

 

 

    (b) 終了処理 

 

      int  _TDJVSMssgExit(      // 戻り値 

      int         md,           // in  : 制御識別子               (_TDJVSMssgFind() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte        msg  [])      // in  : SECS メッセージ格納領域 

 

 

 

    (c-1) データ・アイテム取得 (通常形式) 

 

      int  _TDJVSMssgNext(      // 戻り値 

      int         md,           // in  : 制御識別子               (_TDJVSMssgFind() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte        msg  [],      // in  : SECS メッセージ格納領域 

      int         form [],      // out : アイテム形式コード 

      int         parl [],      // out : アイテム１個の占めるバイト・サイズ 

      int         noi  [],      // out : アイテム・パラメータ個数 

      ByteBuffer  item,         // out : アイテム・パラメータ値格納領域 

      int         xlen)         // in  : アイテム・パラメータ値格納領域のバイト・サイズ 

 

      (注) 取得アイテム値は、item に ByteOrder.nativeOrder() で格納する。AP では、form[0] 値に応じ 

         て item.array()、item.getInt() 等でアイテム値を取得する。 

         文字列の場合は、String str=new String(item.array(),0,noi[0]); 等により取得する。 

 

 

 

    (c-2) データ・アイテム取得 (文字列形式) 

 

      int  _TDJVSMssgNextL(     // 戻り値 

      int         md,           // in  : 制御識別子               (_TDJVSMssgFind() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

      byte        msg  [],      // in  : SECS メッセージ格納領域 

      int         form [],      // out : アイテム形式コード 

      int         noi  [],      // out : アイテム個数 

      StringBuffer str)         // out : 所定の文字列形式の SECS データ・アイテム (最大 1000 バイト) 
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Ｄ.４ SML 形式、NSG/TS300 形式 メッセージ構造定義を使用した SECS メッセージ構築、解析機能 

 

    以下の説明において、戻り値、パラメータ内容等は、3.1 節記載の対応する API を参照すること。 

 

 

  (0) メッセージ構造定義情報取得、解放 

 

    (a) メッセージ構造定義情報取得 及び 初期化 

 

      int  _TDJVSMDMssgInitialize(     //戻り値 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

                                //              10 

                                //       ----+----+ 

                                //              ++-- 0:SML 形式      1:<reserved> 

                                //                   2:TS300 形式    3:<reserved> 

      int         fdc,          // in  : SECS 処理制御識別子                  (Open 処理済みのもの) 

      String      path)         // in  : メッセージ構造定義ファイル・パス名称 

 

 

 

    (b) メッセージ構造定義情報解放 

 

      void _TDJVSMDMssgTerminate( 

      int         md,           // in  : 制御識別子       (_TDJVSMDMssgInitialize() で取得したもの) 

      int         mode)         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 
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  (1) SECS メッセージ構築 

 

    (a) 初期化 

 

      int  _TDJVSMDMssgInit(    // 戻り値 

      int         md,           // in  : 制御識別子       (_TDJVSMDMssgInitialize() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte        msg  [],      // out : SECS メッセージ格納領域 

      int         len,          // in  : SECS メッセージ格納領域のバイト・サイズ 

      String      mname)        // in  : メッセージ構造定義ファイルでのメッセージ名称 

 

 

 

    (b) 終了処理 

 

      int  _TDJVSMDMssgEnd(     // 戻り値 

      int         md,           // in  : 制御識別子       (_TDJVSMDMssgInitialize() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte        msg  [])      // i/o : SECS メッセージ格納領域 

 

 

 

    (c) データ・アイテムのパラメータ値設定 

 

      int  _TDJVSMDMssgBuild(   // 戻り値 

      int         md,           // in  : 制御識別子       (_TDJVSMDMssgInitialize() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte        msg  [],      // i/o : SECS メッセージ格納領域 

      String      iname,        // in  : 追加アイテム名称 

      int         nop,          // in  : 追加アイテム・パラメータ個数 

      TYPE       item)         // in  : 追加アイテム・パラメータ格納領域 

 

 

      (注) 追加アイテム・パラメータ格納領域は、TYPE として以下の形式での指定が可能 

         ByteBuffer を指定する場合は、iname で指定するアイテムの形式に合致した形式のデータが、 

         ByteOrder.nativeOrder() で格納されていること。それ以外の形式で指定する場合は、iname で指定 

         するアイテムの形式に合致した変数形式であること。 

 

         ・ ByteBuffer                   ・ String 

         ・ byte []      ・ float[]      ・ double[] 

         ・ short[]      ・ int  []      ・ long  [] 
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  (2) SECS メッセージ解析 

 

    (a) 初期化 

 

      int  _TDJVSMDMssgFind(    // 戻り値 

      int         md,           // in  : 制御識別子       (_TDJVSMDMssgInitialize() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

      byte        msg  [],      // in  : SECS メッセージ格納領域 

      int         len,          // in  : SECS メッセージのバイト・サイズ 

      int         sf,           // in  : 取得対象の SF-Code  

      StringBuffer mname)       // out : メッセージ構造定義ファイルでのメッセージ名称 

 

 

 

    (b) 終了処理 

 

      int  _TDJVSMDMssgExit(    // 戻り値 

      int         md,           // in  : 制御識別子       (_TDJVSMDMssgInitialize() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte        msg  [])      // in  : SECS メッセージ格納領域 

 

 

 

    (c) 指定アイテムのパラメータ値取得 

 

      int  _TDJVSMDMssgNext(    // 戻り値 

      int         md,           // in  : 制御識別子       (_TDJVSMDMssgInitialize() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte        msg  [],      // in  : SECS メッセージ格納領域 

      String      iname,        // in  : 取得対象のアイテム名称 

      int         nop,          // in  : 取得可能なアイテム・パラメータ個数         (>0 とすること) 

      TYPE        item)         // out : アイテム・パラメータ格納領域 

 

 

      (注) アイテム・パラメータ格納領域は、TYPE として以下の形式での指定が可能。 

         ByteBuffer を指定する場合は、iname で指定するアイテムの形式に合致した形式のデータを、 

         ByteOrder.nativeOrder() で格納する。それ以外の形式で指定する場合は、iname で指定するアイテ 

         ムの形式に合致した変数形式の変数を指定すること。 

 

         ・ ByteBuffer   ・ StringBuffer ・ String[] 

         ・ byte []      ・ float[]      ・ double[] 

         ・ short[]      ・ int  []      ・ long  [] 
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  (3) SECS 受信メッセージに対する返信メッセージの作成 

 

    (a) 受信メッセージに対する返信メッセージの作成 

 

      int  _TDJVSMDMssgAutoRes( // 戻り値 

      int         md,           // in  : 制御識別子       (_TDJVSMDMssgInitialize() で取得したもの) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte        rhd  [],      // in  : 受信 SECS メッセージ・ヘッダ 

                                //       (注) B.1 (3)(注 1) 参照 

      byte        msg  [],      // i/o : SECS メッセージ格納領域                (領域サイズは xlen) 

      int         rlen,         // in  : 受信 SECS メッセージのバイト長 

      int         xlen,         // in  : SECS メッセージ格納領域のバイト・サイズ 

      StringBuffer rname,       // out : 受信メッセージ名称 

      StringBuffer sname,       // out : 送信メッセージ名称 

      int         sf   [])      // out : 送信 SF-Code 
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Ｅ. SECS/HSMS 通信ライブラリ (機能限定 Java (JNA 不使用) 版) API 仕様 

 

    JNA 及び Ｃ言語ライブラリを使用しない、Java 実行環境のみで動作する、TDS の機能を限定した Java 

   API 通信ライブラリに関して記述する。 

 

   本ライブラリは、Ｃ言語版 TDS と比して、以下の機能が限定的である。 

 

    1. SECS-1 通信、HSMS-GS 通信は不可、HSMS-SS 通信のみをサポート 

    2. HSMS-SS におけるアドレス形式は IPV4 のみをサポート 

 

    3. 動作形態は、ユーザＡＰ内スレッドとしての動作のみをサポート 

    4. 通信データ・キューはローカル・メモリ・テーブルのみをサポート 

    5. Callback 関数を登録した受信処理はできない 

 

    6. MssgBuildL() による SECS メッセージ・テキスト文字列からの SECS メッセージの構築機能は無い 

    7. SECS-2 メッセージ項目形式のマルチバイト・テキスト文字列 (022) に関するコード系変換機能は 

       使用できない 

    8. SECS-II メッセージ項目形式のテキスト文字列項目 (020,021,022) に関する \377 Escape 形式の 

       Binary 値記述/表示はできない。 

    9. メッセージ定義ファイルの使用は不可であり、以下に影響する。 

      ・ ２次メッセージの自動応答機能等 

      ・ トレース・ファイルへのメッセージ名称、項目名称の表示は不可 

 

   10. 起動後 (CommOpen()、UDrvOpen() 後) に設定ファイル (.ini ファイル) を変更しても、その変更 

       内容を動作に反映することはできない 

 

   11. SF-Code 別統計情報に関する機能はない。 

 

   12. トレース出力は、通信トレース・ファイルへの出力のみ 

   13. ユーザ・コメントを通信トレース・ファイルに出力する機能は無い 

 

 

 

 

  (0) SECS/HSMS 通信パラメータ設定ファイル (.ini ファイル) 構成 

  (1) SECS/HSMS メッセージ通信機能 (通常 API) 

  (2) SECS/HSMS メッセージ通信機能 (簡易 API) 

  (3) SECS メッセージ構築、解析機能 

 

 

  (注 1) 本章に示す各関数は、以下の属性を持つ。 

 

    ・ package   : TDL.TDS 

    ・ class     : TDSComm ... SECS/HSMS 通信 (通常 API) 

                   TDSUDrv ... SECS/HSMS 通信 (簡易 API) 

                   TDSMssg ... SECS-II メッセージ構造構築、解析 

 

      従って、本ライブラリの使用に当たり、以下の import 文を記述すること。 

      import  TDL.TDS.TDSComm; 

      import  TDL.TDS.TDSUDrv; 

      import  TDL.TDS.TDSMssg; 

 

 

  (注 2) 本ライブラリを使用しての Build 及び、実行には、以下を必要とする。いずれも、公式サイト等より 

      ダウンロードする等により、当該システムに、予めインストールすること。 

 

    ・ JavaVM 8 以降 

    ・ JDK    8 以降 
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Ｅ.０ SECS/HSMS 通信パラメータ設定ファイル (.ini ファイル) 構成 

 

      第 2.1 節に示す 設定ファイル (.ini) の記述の内、有効なトークンを以下に示す。詳細は、第 2.1 節 

     を参照すること。 

 

     SECSMODE   = 0xffff     // SECS 通信パラメータ 

                      //       BA98 7654 3210 

                      // +----+----+----+----+ 

                      //       |||| |||| ||++-- 通信形式            (0:<reserved>   1:HSMS        ) 

                      //       |||| |||| ||                         (2:<reserved>   3:<reserved>  ) 

                      //       |||| |||| |+---- HSMS Passive IP-Address 強制 open 

                      //       |||| |||| |                          (0:<reserved>   1:Yes         ) 

                      //       |||| |||| +-----  HSMS Address 形式  (0:IPV4         1:<reserved>  ) 

                      //       |||| |||+------- デバイス形式        (0:ホスト側     1:装置側      ) 

                      //       |||| ||+-------- <reserved> 

                      //       |||| |+--------- HSMS 接続形式       (0:Passive      1:Active      ) 

                      //       |||| +---------- <reserved> 

                      //       |||+-- HSMS Passive 側 Accept 順位    (0:先優先       1:後優先      ) 

                      //       ||+--- HSMS 時セッション ID の第 15bit の意味 

                      //       ||                                   (0:SessionID    1:W-bit       ) 

                      //       |+---- HSMS Select,Deselect,Separate Request でのセッション ID (デバ 

                      //       |      イス ID) の扱い                (0:0xffff       1:<reserved>  ) 

                      //       +----- HSMS Select,Deselect,LinkTest Request での W-bit 

                      //                                            (0:0 とする     1:<reserved>  ) 

 

 

     DEVMODE    = 0xffff     // デバイス制御モード 

                      //  F  C BA98 7654 3210 

                      // +----+----+----+----+ 

                      //  |  | |||| |||| |||+-- デバイス ID チェック 

                      //  |  | |||| |||| ||+--- 受信待ち状態でない２次メッセージ受信時 

                      //  |  | |||| |||| |+---- <reserved> 

                      //  |  | |||| |||| +----- <reserved> 

                      //  |  | |||| |||+------- トランザクション管理 (データ送受信) 

                      //  |  | |||| ||+-------- トランザクション管理 (制御情報送受信) 

                      //  |  | |||| |+--------- S9FX 受信でトランザクション終了 

                      //  |  | |||| +---------- HSMS の場合 Reject request 受信で Transaction 終了 

                      //  |  | |||+------------ T3TimeOut 報告           (S9F9)  自動送信 

                      //  |  | ||+------------- 未定義デバイス ID 報告    (S9F1)  自動送信 

                      //  |  | |+-------------- データ・サイズ・オーバー (S9F11) 自動送信 

                      //  |  | +--------------- 受信待ち状態でない２次メッセージ受信時 

                      //  |  |                  異常データ報告           (S9F7)  自動送信 

                      //  |  +----------------- HSMS 時の Reject request         自動送信 

                      //  +-------------------- HSMS 時 T6 Timeout 発生で通信    自動切断 
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     XDEV       = 9999          // 接続対象設備最大数 

     DEVID      = "999,0xff"    // 接続デバイス ID 

     XMSGSIZE   = 999999999     // 最大 SECS メッセージ・バイト長 

     XTRANX     = 999999        // 同時に処理するトランザクションの最大数 

     SRCID0     = 99999         // ユーザＡＰ送信メッセージに付与するソースＩＤ        ( 0 - 32767) 

     SRCID1     = 99999         // HSMS 制御メッセージに付与するソースＩＤ             ( 0 - 32767) 

     XIDMIN     = 99999         // 付与するトランザクションＩＤの最小値                ( 1 - 65535) 

     XIDMAX     = 99999         // 付与するトランザクションＩＤの最大値                ( 1 - 65535) 

 

     INTER0     = 99900         // 通信制御部処理インターバル                          (単位 : m 秒) 

     INTER1     = 99900         // 全体制御部処理インターバル                          (単位 : m 秒) 

     INTER2     = 990           // シリアル通信受信インターバル                        (単位 : m 秒) 

     INTER3     = 999           // ファイル関連処理インターバル                        (単位 :  秒) 

 

     HOST       = "XXXXXXXX"    // HSMS TCP/IP 接続先ホスト名称 もしくは IP アドレス 

     PORT       = 99999         // HSMS TCP/IP 接続ポート番号                           (1 - 65535) 

     LINKINT    = 9999          // HSMS リンク・テスト実行間隔                          (単位 : 秒) 

     T3         = 999           // T3 タイムアウト値 (メッセージ返信)                   (単位 : 秒) 

     T4         = 999           // T4 タイムアウト値 (ブロック間)                       (単位 : 秒) 

     T5         = 999           // T5 タイムアウト値 (接続、切断)                       (単位 : 秒) 

     T6         = 999           // T6 タイムアウト値 (制御トランザクション)             (単位 : 秒) 

     T7         = 999           // T7 タイムアウト値 (NOT SELECT)                       (単位 : 秒) 

     T8         = 999           // T8 タイムアウト値 (ネットワーク・パケット間)         (単位 : 秒) 

     TORECV     = 99999999      // メッセージ無受信による切断までの時間                 (単位 : 秒) 

 

     QUEREC     = 9999          // SECS/HSMS 通信メッセージ送受信キュー・ファイルのレコード数 

     QUEMODE    = 0xff          // SECS/HSMS 通信メッセージ送受信キュー・ファイルの処理モード 

 

 

 

 



 

                                                                                              E.0-3 

 

 

     TRCDIR     = "XXXXXXXX"    // トレース・ファイル格納ディレクトリ 

     TRCTTYPE   = 0xffff        // 通信トレースへの通信メッセージ出力形式 

                                //  FE C BA98 7654 3210 

                                // +----+----+----+----+ 

                                //  || | ||++ |+++ |||+-- リスト形式出力              (0:No  1:Yes) 

                                //  || | || | | |  ||+--- 16 進数形式出力              (0:No  1:Yes) 

                                //  || | || | | |  |+---- アイテム・データ表示形式 

                                //  || | || | | |  +----- 16 進数表示形式     (0:16B づつ表示  1:20B) 

                                //  || | || | | |         (0:１行のみ表示 1:全データを複数行で表示) 

                                //  || | || | | +-------- リスト出力形式 

                                //  || | || | |           (0:TDS 形式  2:SML 形式  1,3-7:<reserved> 

                                //  || | || | +---------- <reserved> 

                                //  || | || +------------ <reserved> 

                                //  || | |+-------------- リスト表示先頭スペース個数  (0:2 個 1:0 個) 

                                //  || | +--------------- <reserved> 

                                //  || +----------------- <reserved> 

                                //  |+------------------- <reserved> 

                                //  +-------------------- <reserved> 

     TRCTOUT    = 0xffff        // 通信トレース出力モード 

                                //    D     8  765   10 

                                // +----+----+----+----+ 

                                //    +-+---+  |++   ++-- トレース出力先 

                                //      |      |+-------- <reserved> 

                                //      |      +--------- 指定サイズ超の場合のファイル切替指定 

                                //      +-- 残しておくトレース・ファイル数 

     TRCTLEVEL  = 9             // 通信トレース出力レベル 

     TRCTATTR   = 0xffff        // 通信トレース出力属性                            (通常は変更不可) 

                                //  F       8   54 3210 

                                // +----+----+----+----+ 

                                //  |       |   || |||+-- 出力時刻                    YYMMDD.hhmmss 

                                //  |       |   || ||+--- 出力時刻 (m 秒)              .999 

                                //  |       |   || |+---- <reserved> 

                                //  |       |   || +----- トレース行のトレース出力レベル :99 

                                //  |       |   |+------- <reserved> 

                                //  |       |   +-------- <reserved> 

                                //  |       +------------ トレース行のキー文字列      :XX 

                                //  +-------------------- 行末の扱い 

     TRCTSIZE   = 99999999      // 通信トレース・ファイル・サイズ 

     TRCDELTIME = hhmmss        // 古トレース削除実行時刻 

     TRCDELDAY  = YYMMDD        // 古トレース削除対象経過年月日 
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Ｅ.１ SECS/HSMS メッセージ通信機能 (通常 API) 

 

    以下の説明において、戻り値、パラメータ内容等は、3.1 節記載の対応する API を参照すること。 

 

 

  (0) 構築 

 

      TDSComm         Scb=new TDSComm();   

 

 

 

  (1) SECS/HSMS 通信 オープン処理 

 

      int  Scb._TDSCommOpen(    // 戻り値  > 0: <reserved> 

                                //         ==0: OK 

                                //         < 0: NG 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      String      ini,          // in  : .ini ファイルのパス名称 

      String      sect)         // in  : .ini ファイル中の対象セクション名称 

 

 

      (注 1) C 関数での Callback 関数の設定はできない。 

          Callback 関数を必要とする場合は、AP 側で、例えば以下のようなコードにより、Callback 

          処理を行う必要がある。 

 

        ・ Callback 関数用スレッドの起動 

           RecvProcThread   th; 

           th=new RecvProcThread(); 

           th.start(); 

 

        ・ Callback スレッド・クラス 

           class RecvProcThread extends Thread{ 

           public void run() 

           { 

             byte       msg[]=new byte[最大メッセージ長],hd[]=new byte[12]; 

             int        devid[]=new int[1],sf[]=new int[1],xid[]=new int[1],rtn,req; 

             for(;;){ 

               req=0; 

               if((rtn=Scb._TDSCommRecv(0,devid,sf,xid,msg,最大メッセージ長,hd))==(-951)){ 

                 Thread.sleep(100); 

               }else{ 

                 if((-1000)<rtn && rtn<(-959)) req=(-rtn)-900; 

                 CBRecvProc(req,rtn,devid[0],sf[0],xid[0],hd,msg); 

                 if(rtn<0) Thread.sleep(100); 

           } } } 

           } 

 

        ・ Callback 処理関数 

           static private int 

           CBRecvProc(int req, int rtn, int devid, int sf, int xid, byte thd[], byte msg[]) 

           { 

             // Callback 処理 

             // パラメータは、2.2 (3) に示す構造体 TDSCBData の各メンバー変数と同様 

           } 
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  (2) SECS/HSMS 通信 クローズ処理 

 

      int  Scb._TDSCommClose(   // 戻り値 

      int         mode)         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

 

 

  (3) SECS/HSMS 通信 受信処理 

 

      int  Scb._TDSCommRecv(    // 戻り値 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

                                //    D 

                                // +----+----+----+----+ 

                                //    +------------------ hd (受信 SECS メッセージ・ヘッダ) の 

                                //                        バイトオーダー指定 

                                //                        (注) 3.1 (2) _TDSCommRecv() の注記参照 

      int         devid[],      // out : 受信メッセージのデバイスＩＤ 

      int         sf   [],      // out : 受信メッセージのＳＦコード 

      int         xid  [],      // out : 受信メッセージのトランザクションＩＤ (SystemByte) 

      byte        msg  [],      // out : 受信メッセージ本体   (データ部) 

      int         len,          // in  : 受信可能メッセージ長 (バイト数) 

      byte        hd   [])      // out : 受信メッセージ・ヘッダ              (注) B.1 (3)(注 1) 参照 

 

 

  (4) SECS/HSMS 通信 送信処理 

 

      int  Scb._TDSCommSend(    // 戻り値 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

                                //    D  BA98        1 

                                // +----+----+----+----+ 

                                //    |  ||||        +--- 送信結果取得時の同一メッセージ判定種別 

                                //    |  ||||             = 0: 何らかのメッセージの送信結果を待つ 

                                //    |  ||||               1: 厳密に送信メッセージに対する結果取得 

                                //    |  ||||                  を待つ 

                                //    |  ++++------------ メッセージ種別 

                                //    +---hd (送信 SECS メッセージ・ヘッダ) のバイトオーダー指定 

                                //     (注) 各 bit の意味は 3.1 (4) _TDSCommSend() の mode 注記参照 

 

      int         devid,        // in  : 送信メッセージのデバイスＩＤ 

      int         sf,           // in  : 送信メッセージのＳＦコード 

      int         xid,          // in  : 送信メッセージのトランザクションＩＤ (SystemByte) 

      byte        msg  [],      // in  : 送信メッセージ本体   (データ部) 

      int         len,          // in  : 送信メッセージ長     (バイト数) 

      byte        hd   [])      // out : 送信メッセージ・ヘッダ   ((mode&0x0f00)==0 の場合のみ有効) 

                                //       (注) B.1 (3)(注 1) 参照 
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  (5) SECS/HSMS 通信 不正メッセージ受信結果送信処理 

 

      int  Scb._TDSCommSendError(// 戻り値 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

                                //    D 

                                // +----+----+----+----+ 

                                //    +------------------ rhd、shd のバイトオーダー指定 

                                //                        (注) 3.1 (4) _TDSCommSend() の注記参照 

      int         devid,        // in  : 送信メッセージのデバイスＩＤ 

      int         sf,           // in  : 送信メッセージのＳＦコード 

      byte        rhd  [],      // in  : 送信対象の不正メッセージのヘッダ     (S9Fx の場合のみ有意) 

      byte        shd  [],      // out : 送信メッセージのヘッダ              (注) B.1 (3)(注 1) 参照 

      byte        sdt  [])      // out : 送信メッセージのデータ 

 

 

 

  (6) 接続状態の確認 

 

      int  Scb._TDSCommStatus(  // 戻り値 

      int         mode)         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

 

 

 

  (7) 欠番 

 

 

 

  (8) SECS メッセージ・ヘッダ構造のバイト・オーダー変換 

 

      void Scb._TDSCommHeaderBO( 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte        hd   [])      // in  : SECS メッセージ・ヘッダ 

 

 

 

  (9) 欠番 

 

 

 

  (10) 欠番 
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Ｅ.２ SECS/HSMS メッセージ通信機能 (簡易 API) 

 

    以下の説明において、戻り値、パラメータ内容等は、3.1 節記載の対応する API を参照すること。 

 

 

  (0) 構築 

 

      TDSUDrv         Scb=new TDSUDrv();   

 

 

 

  (1) SECS/HSMS 通信 オープン処理 

 

      int  Scb._TDSUDrvOpen(    // 戻り値  > 0: <reserved> 

                                //         ==0: OK 

                                //         < 0: NG 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      String      ini,          // in  : .ini ファイルのパス名称 

      String      sect,         // in  : .ini ファイル中の対象セクション名称 

      int         mask)         // in  : 取得イベントのマスク 

 

 

 

  (2) SECS/HSMS 通信 クローズ処理 

 

      int  Scb._TDSUDrvClose(   // 戻り値 

      int         mode)         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

 

 

 

  (3) SECS/HSMS 通信 受信処理 

 

      int  Scb._TDSUDrvRecv(    // 戻り値 

      int         mode,         // in  : 処理モード                           (_TDSCommRecv() 参照) 

      int         devid[],      // out : 受信メッセージのデバイスＩＤ 

      int         sf   [],      // out : 受信メッセージのＳＦコード 

      int         xid  [],      // out : 受信メッセージのトランザクションＩＤ (SystemByte) 

      byte        msg  [],      // out : 受信メッセージ本体   (データ部) 

      int         len,          // in  : 受信可能メッセージ長 (バイト数) 

      byte        hd   [])      // out : 受信メッセージ・ヘッダ              (注) B.1 (3)(注 1) 参照 

 

      (注 1) E.1 (3) (注 1) 参照 

 

 

 

  (4) SECS/HSMS 通信 送信処理 

 

      int  Scb._TDSUDrvSend(    // 戻り値 

      int         mode,         // in  : 処理モード                           (_TDSCommSend() 参照) 

      int         devid,        // in  : 送信メッセージのデバイスＩＤ 

      int         sf,           // in  : 送信メッセージのＳＦコード 

      int         xid,          // in  : 送信メッセージのトランザクションＩＤ (SystemByte) 

      byte        msg  [],      // in  : 送信メッセージ本体   (データ部) 

      int         len,          // in  : 送信メッセージ長     (バイト数) 

      byte        hd   [])      // out : 送信メッセージ・ヘッダ   ((mode&0x0f00)==0 の場合のみ有効) 

                                //       (注) B.1 (3)(注 1) 参照 
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  (5) SECS/HSMS 通信 不正メッセージ受信結果送信処理 

 

      int  Scb._TDSUDrvSendError( // 戻り値 

      int         mode,         // in  : 処理モード                      (_TDSCommSendError() 参照) 

      int         devid,        // in  : 送信メッセージのデバイスＩＤ 

      int         sf,           // in  : 送信メッセージのＳＦコード 

      byte        rhd  [])      // in  : 送信対象の不正メッセージのヘッダ     (S9Fx の場合のみ有意) 

      byte        shd  [],      // out : 送信メッセージ・ヘッダ                 (2.2 (1)(注 1) 参照) 

      byte        sdt  [])      // out : 送信メッセージ・データ 

                                //       十分なサイズ (16Byte 以上) の領域とすること。 

 

 

  (6) 接続状態の確認 

 

      int  Scb._TDSUDrvStatus(  // 戻り値 

      int         mode)         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

 

 

 

  (7) 欠番 

 

 

 

  (8) SECS メッセージ・ヘッダ構造のバイト・オーダー変換 

 

      void Scb._TDSUDrvHeaderBO( 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte        hd   [])      // in  : SECS メッセージ・ヘッダ 

 

 

 

  (9) 欠番 
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Ｅ.３ SECS メッセージ構築、解析機能 

 

    以下の説明において、戻り値、パラメータ内容等は、3.1 節記載の対応する API を参照すること。 

 

 

  (0) 構築 

 

      TDSMssg         Mcb=new TDSMssg();       

 

 

 

  (1) SECS メッセージ構築 

 

    (a) 初期化 

 

      int  Mcb._TDSMssgInit(    // 戻り値  > 0: <reserved> 

                                //         ==0: OK 

                                //         < 0: NG 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte        msg  [],      // out : SECS メッセージ格納領域 

      int         len)          // in  : SECS メッセージ最大バイト長 

 

 

 

    (b) 終了処理 

 

      int  Mcb._TDSMssgEnd(     // 戻り値 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte        msg  [])      // i/o : SECS メッセージ格納領域 

 

 

 

    (c-1) データ・アイテム追加 (通常形式) 

 

      int  Mcb._TDSMssgBuild(   // 戻り値 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

                                //  FE     98 

                                // +----+----+----+----+ 

                                //  ||     ++-- <reserved> 

                                //  |+---- <reserved> 

                                //  +----- A, J, M(K) 文字列項目の場合の \377 エスケープにによる 

                                //         Binary 値設定処理                      (=0:無効  1:有効) 

      byte        msg  [],      // i/o : SECS メッセージ格納領域 

      int         form,         // in  : 追加アイテム形式コード 

      int         nop,          // in  : 追加アイテム・パラメータ個数 

      TYPE        item)         // in  : 追加アイテム・パラメータ格納領域 

 

 

      (注) 追加アイテム・パラメータ格納領域は、TYPE として以下の形式での指定が可能 

         ByteBuffer を指定する場合は、form に合致した形式のデータが、ByteOrder.nativeOrder() で 

         格納されていること。それ以外の形式で指定する場合は、form に合致した変数形式であること。 

 

         ・ ByteBuffer   ・ String 

         ・ byte []      ・ float[]      ・ double[] 

         ・ short[]      ・ int  []      ・ long  [] 
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    (c-2) データ・アイテム追加 (文字列形式) 

 

      int  Mcb._TDSMssgBuildL( // 戻り値     第 3.3 節 (c-2) 参照 

      int         mode,        // in  : 処理モード 

                                //  FE     98  654 

                                // +----+----+----+----+ 

                                //  ||     ||  +++ 

                                //  ||     ||   +-- リスト入力形式 

                                //  ||     ||       0:TDS 形式    1:  <reserved> 

                                //  ||     ||       2:SML 形式    3-7:<reserved> 

                                //  ||     ++-- <reserved> 

                                //  |+---- <reserved> 

                                //  +----- <reserved> 

      byte        msg  [],     // i/o : SECS メッセージ格納領域 

      String      str)         // in  : 所定の文字列形式の SECS データ・アイテム 
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  (2) SECS メッセージ解析 

 

    (a)   初期化 

 

      int  Mcb._TDSMssgFind(    // 戻り値  > 0: <reserved> 

                                //         ==0: OK 

                                //         < 0: NG 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte        msg  [],      // in  : SECS メッセージ格納領域 

      int         len)          // in  : SECS メッセージのバイト・サイズ 

 

 

 

    (b) 終了処理 

 

      int  Mcb._TDSMssgExit(    // 戻り値 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte        msg  [])      // in  : SECS メッセージ格納領域 

 

 

 

    (c-1) データ・アイテム取得 (通常形式) 

 

      int  Mcb._TDSMssgNext(    // 戻り値 (List 階層) 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

                                //  FE 

                                // +----+----+----+----+ 

                                //  |+---- <reserved> 

                                //  +----- A, J, 文字列項目の場合の \377 エスケープにによる Binary 

                                //         値可視化処理        (注: M(K) 項目は不可) (=0:No  1:Yes) 

      byte        msg  [],      // in  : SECS メッセージ格納領域 

      int         form [],      // out : アイテム形式コード 

      int         parl [],      // out : アイテム１個の占めるバイト・サイズ 

      int         noi  [],      // out : アイテム・パラメータ個数 

      ByteBuffer  item,         // out : アイテム・パラメータ値格納領域 

      int         xlen)         // in  : アイテム・パラメータ値格納領域のバイト・サイズ 

 

      (注 1) 取得アイテム値は、item に ByteOrder.nativeOrder() で格納する。AP では、form[0] 値に 

          応じて item.array()、item.getInt() 等でアイテム値を取得する。 

          文字列の場合は、String str=new String(item.array(),0,noi[0]); 等により取得する。 

 

 

      int  MAcb._TDSMssgNext(   // 戻り値 (List 階層) 

      int         mode,         // in  : 処理モード                                 (=0 とすること) 

      byte        msg  [],      // in  : SECS メッセージ格納領域 

      int         form [],      // out : アイテム形式コード 

      int         parl [],      // out : アイテム１個の占めるバイト・サイズ 

      int         noi  [],      // out : アイテム・パラメータ個数 

      byte        item [],      // out : アイテム・パラメータ値格納領域 

      int         xlen)         // in  : アイテム・パラメータ値格納領域のバイト・サイズ 

 

      (注 2) 取得アイテム値は、item に byte 配列で、そのまま格納する。AP で生の格納データをバイト 

          形式で参照したい場合に使用する。 
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    (c-2) データ・アイテム取得 (文字列形式) 

 

      int  Mcb._TDSMssgNextL(   // 戻り値 (List 階層) 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

                                //  FE         654 

                                // +----+----+----+----+ 

                                //  ||         +++------- リスト表示形式 

                                //  ||                    0:TDS 形式    1:  <reserved> 

                                //  ||                    2:SML 形式    3-7:<reserved> 

                                //  |+---- <reserved> 

                                //  +----- A, J 文字列項目の場合の \377 エスケープによる Binary 

                                //         値可視化処理        (注: M(K) 項目は不可) (=0:No  1:Yes) 

      byte        msg  [],      // in  : SECS メッセージ格納領域 

      int         form [],      // out : アイテム形式コード 

      int         noi  [],      // out : アイテム個数 

      StringBuffer str)         // out : 所定の文字列形式の SECS データ・アイテム  (最大 1000 バイト) 

 

 

 

      String MAcb._TDSMssgNextL(// 戻り値 

                                // 所定の文字列形式の SECS データ・アイテム        (最大 1000 バイト) 

                                // ==null : エラー発生 もしくは 取得終了 

      int         mode,         // in  : 処理モード 

      byte        msg  [],      // in  : SECS メッセージ格納領域 

      int         form [],      // out : アイテム形式コード 

      int         noi  [],      // out : アイテム個数 

      int         lb   [])      // out : List 階層 

 

 

 


